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「あの天空の魔ま法ほうの大陸、永遠の神秘の国よ！」

――リチャード・Ｅ・バード　アメリカ海軍少将







プロローグ







　銀の円えん錐すい、それは何者をも貫つらぬく力。

　回る螺ら旋せん、それは全てを取り込む力。

　まさに無敵、まさに脅きよう威い！

　たとえそれがすべてを破は壊かいするとしても。

　物質を、空間を、時を。

　日々をさえも。







　晴れの舞ぶ台たいに立ったものは輝かがやく。

　とりあえず、照明が強い分だけは間ま違ちがいなく。

　まして、それがギラリと金属の掘くつ削さく面を堂々とさらして螺旋を描えがいているものなら、なおのこと。

　人はその姿を総そう称しようしてこう呼ぶ。

　ドリル、と。

「……だが売れないのは何故だ」

　少年は、会場常備の長机に突つっ伏ぷして、晴れ舞台に不似合いな疲つかれ切った顔をかろうじて横にさらしていた。

　宮みや寺でら轟ごう――と名前だけはやたらと景気が良いが、完全に名前負けしていると、今なら言える。流れる汗あせは蒸された暑さのためか、はたまた。

「当然だろう。もはやこれでは何のキャラだか解らん。そもそも原作のメカにドリルは装備されていないぞ。よく版権が下りたな」

　相方の海うみ城しろ竜りゆう一いちは、恨うらみがましい目で轟の作品を睨にらみ、決めつけた。

　照明を受けて誇ほこらしげに輝くドリルは、身長およそ二十センチのロボットの腕うでに掲かかげられていた。それどころか、背中に背負った翼つばさも、よく見ると羽根のかわりにドリル。

　顔も体つきもだいぶアレンジがきついが、それは、前年まで圧あつ倒とう的てきな人気を誇っていたアニメシリーズの最終回で、敵のボスが乗っていたロボットだ。

　だが竜一の言うとおり、本来その武器は思考誘ゆう導どうで飛び回るビーム砲ほうで、ドリルなんかどこにも、一本もついていなかったはずである。
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「うるせえな、このほうが絶対かっこいいんだって。そういうお前こそ、そんな地味なドリルこさえやがって」

　たしかにロボットの隣となりには、どう見てもただの建設はたらく機械くるまにしか見えないものが、縮こまるように置かれていた。

　よく見ればかなり作り込まれており、全パーツが完全固定でありながら、まるでさっきまでトンネル工事現場で働いていたかのように見える。

　さらによく見れば、その作業ブーム先せん端たんはパワーショベルなどではなく、細かいトゲが螺ら旋せん状じように配された、ある意味これもドリルであることが解る。

　ただし、ロボも建機も、少年達の手に乗るほどの大きさしかない。しかも、どちらも市し販はん品ひんではない。

　世に言うガレージキット、塗と装そう済みフィギュアでもプラモデルでもなく、彼ら自身が無から作り上げ、複製して、今日のこの造形展示即そく売ばい会かい、「ホビーフェスティバル・夏」という舞台になんとか間に合わせたものだ。疲れ切った顔は、その努力の代だい償しようであり――

　それがまったく報われていないことによって、ますます磨みがきをかけている真っ最中。

「せめて軍用ならまだ売れたんじゃねえか」

「建機ファンというのは確実に存在するはずだが、どうしてもというなら１００型だから基本的に陸自坑こう道どう掘削装置と同じで……いや本当なら、旧日本陸軍潜せん行こう掘くつ鑿さく車を作る予定ではいたがなー」

　どうやら本当にただの土木機械らしい。名前から艦かん船せんモデラーと思われがちな竜一だが、実際はなんでも作る。ただし、こいつが手を動かすには条件が厳しい。

「どうにも、資料が足りん」

「そんなもん適当にかっこよく作っちまえ」

「貴様のロボットと違ちがってあれは実在した計画なのだ、勝手なことはできん。ロードヘッダなら、ちょうどダム作っていたからな」

　ロボットのときだって設定通りにしか作らないくせに……ぐだぐだと口論を重ねてみるが、その間も客足は相変わらず鈍にぶい。

「みんな限定だけ買って帰っちまったんかなー」

「アマチュア物は全部当日限定なんだがな」

「そういや先せん輩ぱいも行ったまま帰ってこねーな」

　じりじり。本当は自分たちだって早く買い物に行きたいのだが、代表者が戻もどってきてくれねば席を離はなれられない。せめてその間売れてくれるか、ヒマをまぎらすような友人でも通りかかってくれれば、こんな腐くさった気分にならなくてすむのに。これでは何のために東京くんだりまで出てきたのか解らない。

　ふと顔を上げてみると、通りかかったのは場ば違ちがいにも黒くヒラヒラな服を着込んだ女。ゴスロリとかいうやつだろうか。一いつ瞬しゆん、赤ん坊ぼうをつれてきているのかとも見えたが、よく見れば同じような服を着た、大型の関節人形であるらしかった。服コミだと一体十万くらいになる高級品で、上から下までおそろいだ。

　なるほど、ドール島から流れてきたのか、と二人は合点した。

　彼女の髪かみがふわりと揺ゆれた。合わせてドールの髪も揺れた。どっちも同じ、くるくるカール。マンガのお嬢じよう様さまキャラがざーとらしくしてるようなアレ。二人はまったく同時に、それを金色のドリルだと思った。

　そのゴスロリドリルの目が、ふと、机の上のスーパードリルと土木ドリルに注がれた。それから、その作者である二人の敗残者を一いち瞥べつして、

　何故か、慌あわてて顔をそらした。

「失礼な……」

　だいたい、エロフィギュアならともかく、メカを見て顔をそむけるとはどういうことだ。いや、今、どっちかと言えばキットではなく、自分たちを避さけなかったか？

「……委員長？」

　竜一がつぶやく。えっ、と驚おどろくのとゴスロリドリルがびくっと振ふり向くのがほぼ同時。

「ちち、違います人違いです」

「その声、たしかに委員長！」

　彼らの記き憶おくにある委員長とは、お約束の塊かたまりみたいに眼鏡かけて、三つ編みにして、もちろん部で都会のイベントに出ると言えば校則違い反はんと決めつけてくれるよーな女である。

　てゆーか実際そう言われたし。

　だが、逆に言えば、クラスで一番、二人と見つめ、もといにらみ合った間あいだ柄がら、外装を交こう換かんしても、声はよぉく覚えている。

　それにしても、と轟はちょっとだけ感心していた。化けたもんだな、と。

　ふだんの委員長をロボにたとえれば、味方側量産機憲兵仕様なのだが、これはドリル装備とあって、味方レギュラーのサブキャラ専用機くらいには映える。

　なまじ元がすっきりなので（体形も）、魔ま改造の素材には向いているのか？

「うぉい、お待たせ……何ィ、ウチのブースに女の子がッ！　何が起きた」

　間の悪いところに、ようやく戻ってきた先輩は怪かい獣じゆうでも出たかのように、企き業ぎようロゴとゲーム美少女が書かれた紙かみ袋ぶくろをふりまわして後ずさった。ただでさえ過か剰じような横よこ幅はばが増ぞう幅ふくされて、かなり迷めい惑わくだが、しかし無理もない。

　たしかに売り物がロボと建機では、意外に多い女性参加者も近づきはしないだろう。しかも全部ドリル装備。

「……あ、もしかして君もドリル萌もえ？」

「なんでそうなるのよっ！」

「なるほどそうだったか。あ、先輩、こいつウチの委員長」

「ばらすなーっ！」

「おや、人違いではなかったのか？」

　竜一がたたみかけてやると、委員長はうっと唸うなったきり固まり、視線をそのへんに泳がせた。それから観念したようにうつむき、それでも上うわ目め遣づかいで

「……と、とにかく、今日のことは先生には言わないでおいてあげるから、あんたたちも……」

「いや、俺たちのほうはもう、いまさらだからいいんだが」

「どぉしよっかなー」

　ようやく委員長は、勝ち目がないということを悟さとったようだ。その場で、まるきり自分と同じ格好の人形と向かい合わせに、ぎゅっと抱だきしめた。

　これで新学期からは怒おこられずにすみそうだ。ドリルのご加護で日々に突とつ破ぱ口こうが開いたと、そのときは二人とも思っていた。







第一章　マジかよ!?　でっかいドリル獣







　外は今日も真夏の陽気。だが、ここを照らしているのは、晴れ舞ぶ台たいとは違ちがった暗めの照明。丸くカーブした天てん井じようは会場よりは低く、しかしそのかわり、どこまでも続いている。一・二メートルごとに継つぎ目をおいて、鉄のセグメントがどこまでも、どこまでも。

　そしてなによりここを外と隔へだてているのは、ひんやりとした空気。夏涼すずしく、冬暖かく、年中一定に保たれた気温は空調によるものではなく、ごく自然に生み出されたもの。

「東京って、もう掘ほるとこないんだと思ってた」

「だからこんな大深度なんだ、説明くらい聞け」

　副都心地下、数十メートル。数年後には地下鉄が走るはずの長大な横穴。どう見ても工事関係者でない、轟ごうたちを含ふくむ人々が入ることを許されたのは、夏フェス直後にちょうど地下施設見学会が催もよおされたおかげである。が、そのわりに全員が上じよう機き嫌げん、ではない。

「だいたい、人を呼びつけておいて遅おくれてくるってどういうこと」

　非難がましい視線が三人分。竜りゆう一いちはともかく、委員長まで一いつ緒しよなのは、彼女の言うとおりこちらが呼んだからだ。

　より正確には、先せん輩ぱいが呼べと言ったわけだが。

　しかもコスプレ指定で。さすがに眼鏡はかけていたが。

　そもそもいつでもどこでも校則どおり制服という建前の委員長が、イベントとはいえあんな格好をしていた時点で意表をつかれまくったわけだが、それも晴れの舞台という言い訳があってのこと。

　さすがに、秋葉原でもない都心部でこの格好はちょっと退ひく。委員長だって人並み以上に空気を読んでか、思い切り不ふ機き嫌げんであった。

　だが先輩に言わせると、ゴスロリには不機嫌な表情のほうが似合うとかなんとかで。いくらいじっても中身は委員長、たいして萌えるもんでもないと少年達は思うわけだが、アキバで衣装買おうかとまで言い出したので、貴重な着せ替かえ素体として徹てつ底てい活用するつもりらしい。

　二人の知る限り、このひたぁ昨日生活費まで使い込んでいたはずだが。

　と言いつつ、ディーラー代表やってもらえるのも見学イベントに申し込んでもらえたのもこの模型部ＯＢ様あってのことなので、あまり機き嫌げんをそこねるわけにもいかない。

　言えた立場でもない。

　このとき、地下施し設せつの見学会だというのに、四人には共通点があった。両手にいっぱい、加えて背中にも大荷物。しかも、約一名、遅れてきたヤツに限って一個増えている。

「仕方ねぇだろ、今日が限定版のフライング売りだとは知らなかったんだ」

　轟が示したのは、首しゆ都と圏けんのチェーン店の紙かみ袋ぶくろ。中身はどうやら、本当は数日後発売のはずのプラモであるらしい。

「色いろ違ちがいとかでむきになるのって、バカみたいじゃない」

「違うな。そんなものは塗ぬり替えてしまえばいい。だが、メタル製のドリルパーツが付くのは今回の初回のみ、だったな？」

　理解は示したものの、竜りゆう一いちは別に一緒に感動しているわけではないようだった。

「ノリが悪いぞ、どうせお前もあとでラジ館寄るくせに」

「はぁ？　これが終わったらすぐ帰らないと着くの夜中よ、どうせ青春18なんでしょ」

「そういう委員長は天使様のお里に行くんじゃねぇの？」

　高級人形専門のショールームが、たしか同じビルにあったはず。図星を指されたのか、委員長はすこしうろたえ、しかし

「どっちかっていうと、私、銀座店のほうが。あんたらみたいなの来ないし！」

　ある意味十分に業の深い答えをくださった。

「おい、あまり大声を出すな。響ひびいて俺が恨うらまれる」

　先頭でしばし無視されていた先輩様が、いちおう形だけの注意をくれる。たしかに地下、しかも鉄とコンクリの打ちっ放しだけあって、足音と同時に声もこもって響く。

「いや、テンション上がるのは仕方ないっすよ、ここ、このまんまでもロボットの秘密基地みたいだし」

「去年のヒーローの最終決戦、ここだったなあ」

「委員長が特とく撮さつをご覧になっているとは思わなんだ」

　またも失言で弱みを増やしてしまい、委員長は竜一を睨にらんで、バイオリンケースをぎゅっと抱だいた。こうしていれば楽器をたしなむ真面目なお嬢じよう様さまにも見えるが見た目だけ。ケースの中身は例のゴスロリ人形である。

「いやいや、良いではないか、この坑こう道どうでラスボスにドリルバズーカ打ち込んだシーンは燃えたぜ？」

「あ、あたしはそんな武器とか着ぐるみに興味ないから！」

「ではおおかた、変身前が目当てだな？」

　いちいち墓穴を自分で深くしていく委員長の負け犬みたいな表情は、コスプレとは違う意味で、たしかに別人のようではあった。こうなるとつい、かまいたくなる。本人は不本意らしいが。

「そ、そういうあんたは何しに来てるのよ」

「昨日の出し物で気づいてもよさそうなものだが？　なにしろこの穴、ロードヘッダなどで掘ほったわけではないからな、こういう機会でもないと見れない」

「おい、そろそろマシンに着くぞ。どうやらもうテールセクタは解体ずみみたいだな」

　先輩に言われて、三人がはっと顔を正面に向けた。

　薄うす暗ぐらい坑道の中で、ひときわ明るくスポットライトを浴びる二階建ての作業台は、鉄の舞ぶ台たいに見えた。「祝・坑道貫かん通つう」と書かれた垂れ幕が、いっそうその感を強くする。

　見学者たちがぞろぞろと、その舞台に上って、記念撮さつ影えいをしていくのを委員長はあっけにとられたように見ていた。

「これは多分ワークステーション部分、エレクター周辺の残りだ。さすがにメインコンベアとかはもうないか、これだけでも間に合って良かった」

　竜一はさっきまでの轟以上に声をうわずらせると、いそいそと自分の荷物からカメラを取り出した。

　それだけなら、委員長も理解しただろう。やはり記念撮影かと。

　だが、続いてメジャーと、そしてノギスなどという一いつ般ぱん性の低い器具が出てきた時点で、あっさりと余人の追求を許さない世界になっていた。

「記録たのむ。両手がふさがってるのでな」

「こっちだってふさがってらい。どうせこうなって出るのは最後なんだから、遅ち刻こくくらいでウダウダ言うな」

「何を言う、工事が終わったら解体されて埋うめられてしまうんだぞ。むしろ朝一で入って時間を有効に使いたかった」

「付き合わせる気か」

「もちろん。む、あそこから前に出られるのか」

　しゃべっている間にも、彼は作業台上の機材のあちこちを撮影し、計り、会話の合間に唐とう突とつに数字を交えてきた。ほかの見学客は、そんな姿をじろじろと見るか、逆に目を合わせないようにしながら、坑道のどんづまりをフタとなって塞ふさぐ巨きよ大だいな鋼鉄の円えん盤ばんに開けられた隙すき間まから出て行って、気が付くと三人は最後になっていた。

「こっち、すごいぞ。盤ばん面めんは全部残ってる」

　その出口から、先せん輩ぱいが手招きした。あのひたぁきっと、さっさと済ませてアキバで以下略。のつもりなのだろう、きっと。

「あんなとこくぐったら服が汚よごれちゃうのに」

　委員長は別の意味で、先輩にたかりたくなっただろう。

　だが、竜一にとってはそんなもの、余計火を付ける結果にしかならなかった。

「残っていると聞いたから来たに決まってるではないですか。さて、では本命とご対面といきますか」

　はやる心を抑おさえているのか、その間にもデータ取りは忘れない。

「作るとしても、内部まで再現できるのかねぇ」

　文句をつけつつ、轟もメモは取ってやっている。

「解っていて省略するのと知らずに適当に作るのではリアリティが違ちがう！」

　人に面めん倒どうを押おしつけながらも、自然？　歩みは早足となり、だが枠わくをくぐるさいにもいちいち厚みまで測るので轟と委員長はそのつど足止めをくらい、ことに委員長の様子が、なかなか揃そろわない朝礼の整列を相手にするような感じでいらついてきた。

「あのね、いい加減に……」

「キター！」

　委員長の苦情は、突とつ然ぜんの奇き声せいに遮さえぎられた。ようやく向こうに回った竜一が上げたとは、にわかには二人とも信じられなかった。ことに委員長には想定外だろう。

　さっきまでは、まるで工事関係の技術者みたいな口調だったくせに、何があったというのか。続いてくぐり抜ぬけ、恍こう惚こつとする竜一につられて振ふり向き、見上げた二人の目に映ったのは、のちの委員長の表現を借りれば、鋼鉄の墓標。

　裏から見たとおりの、八方の枠で支えられた巨大な円盤。直径は七メートルを超こえようか。だがこちらの面には、特とく殊しゆな食性の動物を思わせる無数の歯が枠に沿って「米」の字型にまっすぐ、規則正しく並ぶ。こちらから見ると、トンネルへの侵しん入にゆうを阻はばむ怪かい獣じゆうの口のようでさえある。

　だがその印象をよけい凄せい惨さんにしているのは、盤面が泥どろに汚れ、削けずられ、塗と装そうも剥はがれ、土と錆さびの色と匂においを醸かもし出していることによる。

　よく見れば、並んだ歯の隙間にも土がつまり、どれもが少しずつ欠けている。

「これぞ、歴戦の勇士の真の姿というものだよ、なあ！」

　竜一は感極まって叫さけんでいた。その汚れと傷のすべては、入ってきた縦坑からここまでの何キロをも掘り抜いてきた、土・泥・岩への勝利の代だい償しようなのだ。

　人呼んでシールド・マシン、ドーバーや青せい函かんの海底をつないだモンスター・マシンの兄弟。戦い終われば解体され、埋められて二度と蘇よみがえることのない機械の、一部にしてまさに墓標。

　模型イベントに来たはずの彼らが地下を訪れたのは、なにをさておいてもこのマシンと対面するためであった。その体内を経て、ようやく最後に正面、カッターフェイスにたどり着いたのである。この先はもう次の縦抗、それも最後には埋め戻もどされる。

「でも、平らなんだね。私、あんたたちが見たがるものだから、てっきりドリルなんだと思ってた」

「だよなあ」

　轟が同意したのも、委員長にとっては意外であったらしい。彼はそれなりに感心した顔はしながらも、盤面を見上げてなにか寂さびしげにつぶやいた。

「どうせ掘ほるならドリルらしいドリルで掘ってほしいよな。国際救助チームのアレとか、地球防衛チームのアレみたいにさ」

「格好だけで工事ができれば世話ないわ。メカの形はすべからく機能によって論理的に決まるのだ。このマシンはこのスケールであの距きよ離りを掘くつ削さくして、誤差はわずか二ミリだったという。まさに人類の英知、だからこそ美しい！」

「でも合体ロボ二号機の腕うでがこれだったらカッコつかねーし。委員長だって、見た目がいいほうが楽しいよな」

「え？　あ、だけど地下鉄乗れないのも困るし」

　いきなり振られて、ピントはずれな答えを返してくるが、それでもある意味一番常識的な答えではあった。

　むろんそれで轟が納得するわけがないが。

「じゃ、こんどそのドールの頭に付けてみようぜ。ドリルならさまになるけど、シールドマシンはつかないだろ」

「ちょ、うちの子に変なことしないでよ！」

　委員長は例のバイオリンケースを、今度は守るように横に抱だいた。別にまだ、誰も取り上げようとはしていないのに。

「馬ば鹿かなことを言ってるんじゃない！　髪かみの毛で地面を掘るやつがどこの世界にいる！」

「いるかもしれないぞ、能力バトルとかの世界なら」

「ええい、虚きよ構こうと現実の区別くらいつけろ！」

　言い争いそのものより、そのさなかにもデータ取りは続けていることのほうが、はるかに常じよう軌きを逸いつしている二人であった。むろん、委員長は蚊帳かやの外、のはずなのに、ときどき同意を求められて答えにつまる。

　これが教室であったなら、彼女こそが一いつ喝かつして事態を収めるべきところであったが、なにしろ墓穴の底なので、どうしようもないのだろう。

　先せん輩ぱいはさっさと縦坑の上に上がってしまい、はるか上から委員長に、二人を見捨てて来るよう勧すすめてきていたが、それはそれで、かえって危険ではあるまいか。そう判断して、彼女はそのまま穴の底に残った。

　途と方ほうにくれた彼女が呆あきれた顔で、もう一方の主役であるシールド・マシンの盤ばん面めんを見やったとき、ぽろりと土くれが、欠けたカッタービットから落ちた。

　誰も触さわっていないのに。

「ねえ、今……」

　こまかいことを気にするやつだ、と日ひ頃ごろ言われているのを知りつつ、それでも言わずにはいられなかった委員長であった。が、

　二人からは、いつものツッコミは入らなかった。

　すぐあとに、足下がぐらりと揺ゆれたからである。

「……地じ震しん!?」

「は、早く上がったほうがよくない？」

「いや、地下施し設せつは地震には強い、はず……」

　ましてシールド工法のトンネルは円断面だから、つぶれにくい。慌あわてて縦坑を上って落ちるよりはずっといいだろう。

　しかし、すでに支えを失ったカッターフェイスは、さしものドリル好きにとっても恐おそろしい。倒たおれてはこないだろうと言いながら、つい、縦坑に向かってあとずさってしまう。もう一度向こうにくぐり抜ぬける度胸はない。

　が、脅きよう威いはむしろその背後から現れた。盤面が倒れてくるのではなく、縦坑の底面が突とつ然ぜん、吹ふき上がったのだ。

　地下水か、と考えるのが、事前説明を聞いていた常識人。

　だが、とっさに振ふり向いた三人が見たモノは、大量の土砂と、それから――




　ドリル。




　他になんと言えばいいのだろうか。間ま違ちがいなくそれは螺ら旋せん状じようで、かつ円えん錐すい形けいで、回転していたのだから。しかも、横坑を貫かん通つうできそうなほど、長い。

　ただし、建機ともスーパーロボットとも違ちがうのは、それは回転なんかしているくせに、どう見ても、機械の部品ではなく、むしろ有機的にうねっていて、さらには身体まで後ろに連なってとぐろを巻き、しかし、そんな生き物が地球上にいるはずもなく、

　したがって、三人がまったく同時に、疑ぎ心しん暗あん鬼きの固まりと化しつつもたどりついた唯ゆい一いつの結論は、ありていにいって、




　怪かい獣じゆう。




　それも、地底怪獣、に決まっていた。

　もちろん、いかに虚構にはまっていようとトチ狂くるっていようと、地底怪獣の実在を信じたことなど三人ともない。あるわけがない。

　だが、それでもその生きたドリルは容よう赦しやなく岩がん盤ばんを突つき破やぶり、岩塊をまき散らし、縦坑の中をのたうち回った。もちろん、少年達に対する遠えん慮りよなどなしに。

　地震のほうがまだ、ましだった。そろってそう思い、それからシールドマシンをまさに盾たてにしようと、もときた穴に今いま更さら飛び込もうとする。

　しかし、地底怪獣は、坑あなに収まりきれないらしい長い全身をまるごとドリルであるかのようにねじり、回し、振り回して、頼たよりのシールドマシンを破は壊かいした。地下に破は滅めつの音を反はん響きようさせながら、その鼻先のドリルが三人にも迫せまる。回転にまぎれて顔の造作がかすんでいるが、それでもどうやら目であるらしい赤い輝かがやきが、ぎらりと光るのがわかる。

「ど、どーしてくれんのよ、あんたたちがドリルドリル言うから！」

「そんなんで怪獣が現れるなら、いまごろ自衛隊はモビルスーツ持ってるわい！」

　誰のせいにしてもはじまらないが、運命を受け入れるには理り不ふ尽じんすぎる。

　そのとき、さらに理不尽な光景が、それこそいつも見ているアニメか特とく撮さつのように続いた。

　縦坑の奥おくから、怪獣に続いてもうひとつ、別の影かげが舞まい上がった。それは姿だけを言えば、まだしも怪獣よりは人間の常識に近かった。

　体型からすれば人間、そのもの。

　ただし、その身は照明を反射して光輝かがやく装そう甲こうに覆おおわれ、そして手には、身長を超こえる円錐形の長ちよう槍そう。

　ヨーロッパ風の騎き士しでないとしたら、それを模したロボットか強化服ヒーロー以外に、三人の頭にはそいつを表す表現は存在しなかった。

　その「騎士」は、三人には目もくれず、いきなりその槍をまっすぐに、

　いや、回転させたのは、気のせいか？

　とにかく、怪獣めがけて突き刺さしたのであった。

　たちまち、怪獣が吼ほえて、さらに激しくのたうった。たしかに効いたのかも知れなかったが、一いち撃げきで致ち命めい傷しようとはいかなかった。

　ゆえに、三人にとってはよけい危険であった。つまり、蛇へびのようでもあり魚のようでもあり、しかしどれとも似ていない長い身体をうねらせる、怪獣ののたうつ動きがより激しくなっただけであったから。

　足場が、ドリルの一撃であっさり消しよう滅めつした。もし直ちよく撃げきしていたら、今いま頃ごろ三人ともミキサーにかけられたように血ち煙けむりとなって飛び散っていたことだろう。

　年ねん齢れい制限付きゲームではよくあることだが、現実には、電車に轢ひかれるよりありえない。しかし、縦坑に落ちているのも、まぎれもなく事実。

　見学会の説明では、縦坑は作業機械を降ろすためのもので、ムダには深くないはずだった。

　だが、実際に放り出されて見ると、底は、

　無かった。

　暗くら闇やみでさえなかった。長く螺ら旋せんを描えがく怪獣の、奇き妙みような鱗うろこに覆われた胴どう体たいをもさらに深く飲み込んで、どこまでも、ただ白く、白いにもかかわらず光ではなく「闇やみ」が、

　そう、たしかに轟の目にはそう見えたのだ。そう呼ぶのがかっこいいからではなく、現に。

　振り返ると、竜一と委員長も、そろってその白い闇へと落ちていくところであり、さらに上ではなおも騎士が怪獣めがけて槍を振ふるうところ。

　その攻こう撃げきをかわした怪獣が、ぐるりと首こうべを回めぐらし、こちらへ――落ちてゆく彼らのほうへと身をひるがえした。

　地底へと帰ろうとするかのように。

　そのドリルの回転に合わせて巻き起こった渦うずが少年達の身体を振り回し、そして、意識も一いつ緒しよに、白い闇へと飲まれていった。




　その瞬しゆん間かん、不覚にも「かっこいいなあ、ドリル怪獣」と思ってしまったことが、轟にとってはもっとも理不尽なことであったかも知れない。







　銀の円えん錐すい、それは何者をも貫つらぬく力。

　回る螺旋、それは全てを吹ふき飛ばす力。

　まさに無敵、まさに脅きよう威い！

「だからこそ、すばらしい」

　たとえそれがすべてを破壊するとしても。

「だが、それがいい」

　日々をさえも。







　目を開けても、暗くはなかった。地下に落ちたと思ったこと自体が嘘うそであったかのように。

　皮ひ膚ふにまとわりつくのは湿しつ気け。地下はたしかにしめっぽいものだが、あの地下道はひんやりと涼すずしかったのに、ここは暑い。

　夏そのもの、いやそれ以上に。

「じゃあ、地上に出たのか？　あれは全部夢とか？」

　轟は真っ先に手て探さぐりで確かめた。帰りの荷物と、買ったはずの限定版。

　荷物はある。しかし限定版ドリルロボはなかった。がっくりと肩かたを落とす。それとも、行列に並んだところから夢だったのか？　なるほど、現実にはそう簡単には買えないということか。

　だが、そのわりには……

「このひも、あの紙かみ袋ぶくろの、だよな」

　あきらかに手て提さげだったものの一片だけを手に、轟は途と方ほうにくれた。残っている紙の模様は、間ま違ちがいなくあの量りよう販はん店のもので、地元にチェーン店はない。

「なくしちまったのか、どこだ？　そのへんに落ちて……」

「最初に気にするのがそれかっ！」

　竜一のいつもの声とともに、キックがやんわりと後頭部に炸さく裂れつし、顔面が砂にめりこんだ。

「まず俺のこととか、ここはどこだとか、そういうことは考えないのか」

「てめえは今回何も買ってないからそんなことを！」

　砂に顔の雌め型がたを残しながら、轟は立ち上がった。それから、やっと相方の背後に広がる風景に気づいた。

「……外？　いつのまに？」

「言うことはそれだけか。そんなだからお前は、アフリカ戦線のジオラマに杉すぎを植えて笑われるのだ！」

　本当はレバノン杉なんてものもあるが、それはこのさい置いておくとして。

「木なんていちいちこだわるほうが……細かいことを言う……言うようだが……」

　轟は弱々しく主張をひっこめながら、かわりにひもを持ったままの右手の人差し指だけを伸のばして掲かかげ、茂しげる森を指した。

「あれってヤシでおけ？　てことはここはハワイかどっか？」

「ああいう葉っぱをしてたら全部ヤシか。俺にはむしろソテツに見えるが。そもそもハワイという発想がわからん」

　どちらだったとしても、真っ直すぐではなく何故かみんなねじれて生えてるあたりに、そこはかとない不安を感じるのだが。

「そもそも、どうやったら東京の地下からハワイにワープするのだ」

「じゃあ東京なのかよ、ここが。スパリゾートだとか言うなよ」

「まあ、たしかにスパリゾートなら砂すな浜はまもソテツもあろうし、白いお湯が湧わいているところもあろうなあ」

　竜一も答えは知らないらしい。轟は振り向いて、自分の後ろのほうに広がっていた、あえて言えば風ふ呂ろというよりは海みたいなもの、に歩み寄った。

　たしかにスパと言うには、まず第一に、広すぎる。市民プールよりもまだ広い。ダムが出来ても、たぶんかなうまい。

　しかし海だと思うには、打ち寄せる波が泡あわまで白いし、水と言うより混ぜた白色レジンのごとく、重そうな気がする。ほっとくとあと五分くらいで固まりそう。

　しかし、呆ぼう然ぜんとしている間にも、その気配はない。

「なるほど、都内にこんな広い施し設せつはなさそうだ。だが、海にしては」

「さすがに気づくか」

「当たり前だ、いくら俺でも、艦かん船せんジオラマのベースを四よ隅すみともせり上がらせたりはしないぞ。作ったことないけどな」

　そう、広さを納得するまでにたっぷりと時間がかかったのは、水平線がないからだ。どこまで目をこらしても、空気が濃こいせいかかすんではいくのだが、白い海がとぎれることはない。空との境界が、現れない。

　それどころか、遠くを眺ながめるほどに白い壁かべがせり上がっていて、真っ正面あたりにはもう、別の陸地っぽい模様がうっすらと見えてしまうのだ。

　それから、かすんで見えない対岸を追いかけて、さらに顔を上げる。

　空は無かった。すくなくとも、青くは。

　にもかかわらず、太陽はあった。妙みように赤くて、大きい太陽が。

　目の前に手をかざしてから、気づいた。この太陽は、頭の真上にある。いかに夏で日が高いといっても、東京の緯い度どでそんなことがありうるのだろうか？

「なあ、なんかのアニメだったかゲームだったかで、こういう設定の無かったっけ？」

「どうせ思い当たるなら原典にいってくれないものかな。俺が思い出したのは、バロウズのペルシダーなんだが」

「ああ、特とく捜そう隊たいのドリル戦車」

「じゃなくてその元ネタのほう！　どうせそれだって実際の番組見てないだろう！」

　図星をさされて轟はまた不ふ愉ゆ快かいになった。同じ名前のドリルメカが他にもあった気がするが、そっちを言ってももう一度同じコトを突っ込まれるだろうと思ってやめた。

「まあ、原典はどうだっていいや。それより、だとするとここは、地底世界、ということになるな？」

　竜一の正気を疑うように、ねじけた語ご尾びのつり上げ方で聞いてやる。と、それを言われると奴やつ自身が一番困ったように、口ごもった。

「も、もちろん、そんなはずはない。いくら大深度と言ってもあの穴はせいぜい数十メートルだし、掘くつ削さく船『ちきゅう』だってまだ地ち殻かくをブチ抜ぬくところまで行っていない。

　そもそも地球の構造については、バロウズの時代よりずっと研究が進んでいる。地底にこんな世界が存在する余地はもはや残っていない、絶対に」

「いつの人だっけ」

「ほぼ百年前だな」

「そんな古いもん、読んでないからってばかにするな」

　研究の進歩はこのさいどうでもいいらしい。轟は、ぶつぶつと現状の否定を始めた竜一をほっぽって、改めて空を見上げた。

　空の向こう、反対側までは見えないが、しかしなんだか、見ているとぐねぐねと気分の悪くなってくる奇き妙みような空だと思えてきた。

　そのまま見ていると本当に目が回りそうだったので、頭をぶんと振ふってもう一度、あたりを見回す。白い、レジンでないとしたら牛乳か、むしろトロトロに水で溶といた高級彫ちよう塑そ粘ねん土どみたいな海で顔を洗おうという気にはとうていなれない。

　それからやっと、一人足りないことに気づいた。

「委員長は？」

「……そもそもあれが核かくだなどと言ったらプリュームはどこを通って上じよう昇しようするのだ、ありえん、やはりありえん……」

「おい、委員長はどこ行ったって聞いてるんだよ！」

　今度は轟がキックをかます番であった。さっきのお返しもふくめて、思い切り。竜一はさっきの自分より派手にすっこけて、より深い雌め型がたを作った。

　あの海の水を流したら、ほんとうに十五分後に複製品ができないかっていうくらいに、くっきりと。

「何をしやがる！」

「いつも人の話を聞けって言われてるだろ、その、いつも言うやつがいねえ！」

　もちろん、言われているのは自分もふくめてなのだが、ここは心に棚たなをつくる。そろそろ買いすぎた模型であふれそうなヤツではあっても。

　竜一もやっと思い出したのか、あたりをきょろきょろと見回し始める。だが、二人がどんなに目をこらしても、姿は見あたらない。

　が、波打ち際に、どこかで見たようなものが刺ささっている。取るモノもとりあえず、と言いたいところだが、自分の荷物だけはしっかり抱かかえてからでないと駆かけ寄よれないあたりが、いっそすがすがしいと自分で言い訳をしつつ。

　間ま違ちがいなくそれは、委員長が持っていたバイオリンケースのようであった。おそるおそる引っこ抜いて、フタを開けてみる。

　はたして中には、バイオリンではなく、昨日会場で彼女が抱だいていた、あのゴスロリ服にドリル髪がみのドールが収まっていた。

　ぱたん、とふたを閉じて、ロックをかけなおす。いまにも、勝手に開けるなとか悲鳴を上げつつ、持ち主が現れるような気がして。

　だが、委員長は現れなかった。

「だが、近くにいる可能性はある、てことだな」

　それは安心するべきことなのか、微び妙みように自信なさげに言ってみる。うるさいのがいなくなってせいせいした、という気分がほんのちょっとあることは否定できないのだが、だからといって、本当にいなくなったらさすがに気まずい。まして。

「……だと、いいな。あるいは、あれに食われた、という可能性も否定はできん……」

　などという展開を望んでなんかいなかった。本当に。信じろ！

　誰に言っているにしろ、願いを聞き届けてリセットをかけてくれるような都合のいい存在でなかったことだけは間違いない。

　竜一が指さす先には、ここに流れ着いて以来初めて見る、ほかの生き物がいた。

　残念ながら委員長ではなく、例の騎き士しでも、怪かい獣じゆうでもない。

　だが、ある意味、ナゾの怪獣よりはよく見知った存在であった。ただしイベント会場で、よそのディーラーの出展作として、しかも塗と装そうは言うなればバージョン違ちがいで。

「自分で言い出しておいてなんだが、俺はやっぱりペルシダー説を信じてもいい気がしてきたぞ」

「そうだな、原典がなんであれ、地底にはあいつらが居るのがお約束だもんな」

　それは遠目にも自分たちより背が高く、前方に着きだした口には歯がずらりと並び、反対側には長い尻尾しつぽ、砂すな浜はまにはすっくと二本の足で直立し、鋭するどいかぎ爪づめを持った手を、幽ゆう霊れいのようにかまえている。

　ぎろりと斜ななめに睨にらんでくるのは、は虫類じみた目、というより、は虫類そのもの。

　見たところ、ドリルはない。

　つまりそれは、人類の既き知ちの概がい念ねんに素直に従えば、肉食恐きよう竜りゆうに違いなく。

「前回買った〝あどれなりん〟のキットによく似てる、いい腕うでだなあの原型師」

　などと竜一が漏もらす間にも、恐竜は足を一歩、踏ふみ出して来た。

「まいったな、ティラノサウルスとケンカする用意はないぞ。名前のよしみでお前がなんとかしろ」

「またいい加減なことを。あの前足と顔つきを見ろ、俺にはむしろアロサウルス類に見えるぞ」

「類ってなんだ、十分いい加減じゃねーか」

「仕方ないだろう、骨が見えないと、Ａ・フラジリスかどうかまでは」

　が、どっちであってもおそらく双そう方ほうにとっては関係のないことであった。すなわちアロサウルス（仮）は二人を獲え物ものと見定めて一気に駆けだし、二人もまた、大あわてでその場から駆けだしたのである。

　どこぞの映画によるとティラノサウルスは車より速かったが、後の研究では否定されたとかなんとか。ではアロサウルスだとどうなのか、そちらの話は聞いたことがない。

　だが、ティラノが遅おそかったと言っても車と比べればの話で、計算してみるとだいたい、女子マラソンの世界記録とタメであるらしく。

　つまり、もっと軽いアロサウルスが、高橋某ぼう選手をぶっちぎるスピードを発揮したとしても全然、理論上の問題はないわけで。

　そして当然、休日を模型作りに費やしている不健全な高校生の最大速度が、一流マラソン選手の巡じゆん航こう速度よりさらに遅くても理論上は間違っていない。

　まして、後生大事に大荷物を抱えていれば。

　よって結果を言えば、アロサウルスはあっさりと、二人の背後に追いついてきた。

「こっ、こんな時にそんなものを！」

「仕方ないだろ、人形無くしたらあとで委員長が怖こわい！」

　もちろん二人とも、自分の荷物のことは例によって棚の上。

　と、目の前には、ねじれて生える発育不良のソテツの森が迫せまってきた。

「やっぱりあの中に逃にげ込むとか、木に登るのが基本か？」

「登るんなら、両手は空けねばならんな」

「それは困る、ただでさえ限定版を無くして……おっ？」

　轟の視線が、森の手前の砂浜上に半分埋うまる見覚えのある箱へとロックオンされた。袋ふくろはなくなっているが、間ま違ちがいない、あの限定ロボだ。

　事態も忘れて、つい手を伸のばす。ぐらりと身体がかしぎ、倒たおれそうになる。

「なにやってんだ、ばか」

　とっさに竜一が引っ張ってくれる。ヤツはまだしも、片手がふさがっていない。だが、礼を言うどころではなかった。やっとひっかけた箱を、勢いあまって後ろにはねとばしてしまったのだ。

　飛んでいったそれを、アロサウルスは面めん倒どうそうに前足ではねのけた。紙の箱など、一いち撃げきのもとに粉ふん砕さいされる。

「ああっ、なんてことしやがる」

　箱は未み開かい封ふうコレクターじゃないから気にしないとしても、あれでは中身もただでは済むまい。ランナーがバラバラに砂浜にぶちまけられる。

「気にしてる場合か、ぶつかるぞ」

　えっ、と前を見ると、ささくれだった鱗うろこに覆おおわれた幹が迫っていた。あやうく激げき突とつをまぬがれるが、ねじけた根本まではかわしきれなかった。今度こそ、地面に転がる。砂浜じゃないせいか、雌め型がたはできなかった。そのぶん痛い。

　それよりも、こけた拍ひよう子しに荷物をぶちまけたことのほうが問題だろうか。委員長のバイオリンケースだけでなく、自分のも。最低限の旅行用具に、昨日買ったキット、そして現場で使うつもりだった工具も。

　アロサウルスは、さすがに場慣れしているのか速度を下げて、ゆっくりと近づきつつあった。一いつ緒しよに木にぶつかるつもりはないらしい。

　拾い集めている場合ではない、と、さしもの轟も思った。だが、立ち上がってもう一度走り始めるには、度胸と体力の両方が足りなかった。

　とっさに、ぶちまけられたモノの中から、それでも見た目に一番殺傷力のありそうな大型カッターを見て取り、手にとって投げる。

　奇き跡せき的てきに、刃を出してから投げる余よ裕ゆうがあった。

　だが、自分の手に対してはあれほどの切れ味を発揮したカッターナイフは、恐竜の鱗をかすめただけであった。投げ方がへっぽこだったのか、それともあの鱗が固いのか。

　続けて、鈍どん器きっぽい大スケールレジンキットを投げようとして、さすがに躊ちゆう躇ちよした。好機と見たか、その隙すきをついてアロサウルスが鼻面をつっこんでくる。

「いいから投げろ！」

　竜一は叫さけびつつ、木の陰かげから自分のカバンを投げつけた。だが恐きよう竜りゆうに、そもそも命中しなかった。轟も意を決してキットを投げつけたが、当たりはしたものの、ほんの一いつ瞬しゆん、ひるませただけだった。

　ほかにないか、手探りの末につかんだ冷たく固いものを握にぎり、投げる前に確かめる。

　ピンバイス……手回しドリル。たぶん展示見本の組み立てに使った、そのときのまんまなのだろう、セットされた刃は、外径１ミリ。

　だめだ、カッターのほうがよほどまし、と冷静なら思っただろう。だが今いま更さら他に持ち替かえている場合ではない。とにかく、それを投げるしかない。

　――ええい、こんなんでもドリルだ、あの無敵のマシンの同類だ。もしドリルの神がいるのなら、この手に力を！――

　どこまで真しん剣けんだったか解らない。

　投げる瞬しゆん間かん、回転を与あたえるように手首をひねった。それ自体はきっと、とくに狙ねらったのではない自然な動きだった。

　が、その回転が螺ら旋せんの刃に伝わった瞬間、轟の感覚に、プラスチックに穴を開けるのとはまったく別の手て応ごたえが生じた。

　あの空を見上げたとき感じたぐるぐねしたものに、なにか似ていた。

　手を離はなれたピンバイスは、その「感じ」を渦うず巻まいて引きずりながら飛び、

　まっすぐに、アロサウルスの鼻先に命中し――

　人類が未まだ聞いたことのない、恐竜の甲かん高だかい叫び声があたりに響ひびき渡わたった。

　どう見てもカッターよりも頼たより無い１ミリのステンレスドリルは、あの鱗を貫かん通つうし、肉片と血しぶきをまき散らし、全長十メートルにおよぶ肉食恐竜の巨きよ体たいを悶もん絶ぜつさせたのだ。

　その姿は、一瞬、「騎き士し」の槍やりを受けてのたうつドリル怪かい獣じゆうを思い出させた。

「どういうことだ？」

「もしかして……ドリルのほうが強い？」

　理り屈くつはわからない。だが彼には感覚として納得のいくことであった。刃は物ものよりドリルが強いのは当たり前ではないか？

「なら、これは？」

　なんとか立ち上がろうとするアロサウルスの横腹に、一・五ミリを拾って投げつける。○・五しか上げないところがケチくさいが、そのかわり今度は意図して、回転させながら投げる。

　錯さつ覚かくではなかった。ねじると同時に、空中に手応えが生じる。それは「抵てい抗こう」というものではない。むしろ、与えた以上に回転を加速させるような力。大気をうがつ、ジェット・エンジンの唸うなりさえも思わせる響きを、針のように細いドリルが上げて飛ぶ。

　残念ながら、秋田のマタギのように心臓を一いち撃げき必殺というわけにはいかなかった。なにしろ学校で野球をやっても、ピッチャーをまかされたことなど一度もない。

　しかし、そのかわりドリルは太ももを貫通し、立ち上がりかけた恐竜の足をくじいた。再び倒たおれ、鳴き声をあげるアロサウルス。

　どうやらたったそれだけで、もう立てなくなったらしい。くやしそうに、そして痛そうに鼻を鳴らす。

「よ、よし今のうちだ、撤てつ収しゆう、撤収」

「ま、マテ、荷物がちらばってどうしようも」

　万一にも恐竜が復活しないうちに、あるいは他の恐竜が現れないうちにと気ばかり焦あせって、何度も荷物を落とすが、なんとかまとめて抱かかえると、それでもなお警けい戒かいして遠巻きに、アロサウルスをぐるりと迂う回かいして、もときた砂すな浜はまのほうに戻もどる。

「……森の中のほうが安全じゃないか？」

「やだよ、この気の滅め入いりそうな森。それに、さっきの限定版、中身だけでも拾わないと。これ頼たのむわ」

　轟はバイオリンケースを竜一に押おしつけると、先刻はじき飛ばされたロボットのパーツを集めに向かった。







第二章　魔法地下秘密







　なんだかんだ言ってもアロサウルスの腕わん力りよくはたいそうなものだったらしい。限定版の部品は思いのほか広こう範はん囲いに飛び散っていた。

「まいったな、箱はともかく、説明書がないと組み上げるのが一苦労だぞ」

「珍めずらしいことを言う。いつも言ってるように、適当に格好良く作ればいいじゃないか」

「それもそうだけど、動かなくなったらやだしなぁ」

　苦く悶もんしてうずくまる恐きよう竜りゆうを背後に、プラモデルのパーツをちまちまと拾う姿は、誰に言われるまでもなく相当シュールな光景だろうと轟ごうでも思うが。

　しかし、これがランナー単位で散っていてくれればまだしも、枠わくごと粉ふん砕さいされてしまってもう、いくつ拾えば完成するのやら。

「ええい、説明図がないと参照もできん」

「諦あきらめて、帰ったらノーマル版を買えばよい」

「本体はそれでもいいが、肝かん心じんなものが見つからないんじゃ限定の意味がないぞ！」

　そう、彼にとっては肝心の、メタル製ドリルがまだ見つからないのだ。ある意味、最初に見つかってもよさそうなものだが。

　そのかわり――今度は説明書が先に見つかった。白い海にぷかりと浮ういて。

　あの海、足を入れても大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。それに、さっきは「二の次のもの」と恐竜がセットだった。今度は見えない濁にごった水中から、首くび長なが竜りゆうとか古代サメとか出てきてもおかしくない。

　あるいは――そう、委員長のほかにあのとき一いつ緒しよだった奴やつはどうした。騎き士しはまだしも、ドリルの怪かい獣じゆうは。

「なあ、パーツ見つかったらあの騎士探さないか？　委員長一緒かもしれないし、あいつ強そうだったし」

「それはそうだな。ここが無人島とかなら下手に動かないのも手だが、それどころではないのは確実だしな」

「ま、怪獣は勘かん弁べんだけどな」

　悩なやんだ末、説明書を諦める。怪獣は出なくとも、この海が毒液でないという保証はない。うっかり触ふれたとたんに溶とけたらかなわない。

　まあ、とりあえず紙は大丈夫であるらしいが、しかし――

　……いや、ほかにも溶けないらしいものがいた。

「今度は、すくなくとも恐竜では、ないな」

　それに、恐竜は海の上に立ったりはしないだろう。なにより、シルエットとしては、今度のはまだしも人間に見えた。

　頭があって、胴どうがあって、両手両足があって、尻尾しつぽはないらしい。それがまっすぐ立っている。ということは、人間だろうか。

　が、そこでそう断定して駆かけ寄よるほどには、彼らは楽観的ではなかった。

　だいたい、そう、人間だったらなおのこと、海の上には立たないだろう！

　さらに近づいてくるそれは、正しくは、まっすぐには立っていなかった。いや、身体全体はたしかに鉛えん直ちよく方向に立っているのだが、

　しかし、手足は、

　いや、手足も軸じく方ほう向こうにはまっすぐ伸のびているのだが、しかし、それでもなお、その手足がどう動いているのかと聞かれれば、轟は先刻から繰くり返しているあの感じを持ち出さねばならないのだ。

　ぐるぐね、ぐるぐね。

　その意味が分かるほど近づいて来たときは、もうそれが断じて人間でないことははっきりしていた。

　そいつの手足は――ドリルだった。

　ねじられた螺ら旋せん状じようのものが、これも絞しぼったぞうきんみたいな胴から四本生えて、回転しているのだった。足のそれがスクリューのように水をかいて、それで水面を歩いているというのが、そこだけが理り屈くつっぽくて思わず失笑しかける。

　が、そいつの顔を見上げると、失笑どころか失禁しそうになった。顔にも人間らしいところはまったくない。いや、あったのかも知れないが、それもたぶんねじれている。

「ど、どっかで見た化石サメの想像図みたいだな、歯がなぜか巻いてるやつ」

「よくぞそういうものを覚えててくれるもんだぜ、感謝したいよまったく」

　だって、それではいかにも噛かみつかれそうではないか。冗じよう談だんはよせ。

　と轟は思ったが、しかしそのねじれ人間モドキは、噛みつくよりさらにとんでもない行動に出た。

　回転する足でそのまま、波から砂へと乗り上げて、同じく回転する腕うでを、轟の顔めがけて突つき出してきたのであった。

　それは彼の目には、どっかの合体ロボ二号機の必殺技のようにしか見えず、とっさにかわしたものの、紙一重で服の一部を切り裂さかれた。

　風圧？　いや、違ちがう。アロサウルスを倒たおしたあとの彼には解る。これはあのとき感じた「手て応ごたえ」と同じものだ。あの力が、今度はこちらに向けられているのだ！

「じょっ、冗談じゃねえ、俺ほどドリルを愛する男がドリルに殺されるわけがない！」

「そういうときは本ほん望もうなんじゃないのか、むしろ」

「縁えん起ぎでもない冗談はよせ！」

　言い合いながらも、二人はとっさに工具を手にした。さっき拾い集めたとき、万一に備えてドリル刃をいちいちカバンに戻もどさず、ポケットに入れておいたのだ。

　こんなにすぐ役に立つとは思わなかったが。

「どっちのドリルが強いかな。今度は一気に三ミリで行くぜ！」

「つーか、四ミリ以上ってピンバイス用の径じゃないよな普ふ通つう」

　そう言う竜りゆう一いちも三ミリだ。なにしろ世界のタミャー模型が出しているプラ棒のサイズだから、まず大たい概がいのモデラーは一本や二本持っている。

　ねじれ人間は、こちらもドリルを持っていることに気づいて一いつ瞬しゆん手出しを躊ちゆう躇ちよしたように見えたが、しかし諦あきらめたわけではなく、再び回る腕を突き出してきた。

　負けじと、轟もドリルを持った右手をひねりながら突き出す。えぐりこむように打つべし、というのがなんのセリフだったかは知らないのだが、おおむね、そのつもりで。

　三度、手に回転の力を感じる。二つのドリルは引き合うように、一点で激げき突とつした。たちまち、逆回転する力の干かん渉しようが風を巻き砂を散らし金切り声を上げて、そして両者をはじき飛ばした。

「やべえ、これで互ご角かくか！」

　砂に投げ出された轟が立ち上がる間にも、ねじれ人間のほうは反動をも回転で吸収するかのように、まるでフィギュアスケートのように砂すな浜はまでスピンを演じて、再び正対した。

「おい、こうなりゃ二人がかりだ」

「そうしたいが、立場が変わった」

　振ふり向くと、背後からもさらに三体の、ねじれ人間が現れたところであった。

「いつの間に、どこから！」

　ここがどこかも解らないのに理り不ふ尽じんな話ではあるが。とにかくその三体は歩くのではなく、やはり足の回転で砂をはねとばしながら前進してきた。

　その進路上に、まだ生きて抵てい抗こうを試みるアロサウルスがいた。だが、逃にげられない恐きよう竜りゆうを、彼らは避さけるでもなく、といって踏ふみ越こえるのでもなく、ただそのまま、横断した。

　垂直に立った六本のドリルが、固い鱗うろこを、そして肉を、骨を砕くだき、血しぶきをまき散らす。１ミリ内外のドリルとはあきらかにケタの違う破は壊かい力りよくを、まったく無表情に発揮して、ジュラ紀最強をうたわれた動物は、七個の切り身に分けられた。
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「ひでぇな……〝あどれなりん〟の人が泣くぞ」

「よその原型師の心配をしてる場合かよ」

　あれが一瞬後の自分たちの姿かと思うと吐はき気がこみ上げてくる。だが、どう考えても逃げようが、ない。

　ねじれ人間の第二撃が来た。

　轟はそれを、今度は迎むかえ撃うたず、大げさによけた。ぐるりと身体を回して。

　そのとき、身体全体にもあの手応えが生まれるのを感じた。

　ぐる、ぐね。

　気持ち悪い。だが、力強い。そう、全身がドリルになったみたいに。

　そのまま、身を敵の脇わき腹ばらにねじりこませたのは、狙ねらったと言うより、自然に倒れたというほうが正直だろう。なにしろ轟に格かく闘とう技ぎの経験はない。

　ないが、しかし、ここだ、とは思った。

　運が良かったのは、ひねった身体の向きとドリルのねじり方向が一いつ緒しよだったことかも知れない。ただ手をひねる以上の回転力が、鉄の切っ先に集まった。

　それが敵の胴どうに当たった瞬しゆん間かん、雑ぞう巾きんがほぐれるように、ねじれ人間のねじれがゆるんで、一気に弾はじけた。

　胴をぱっくりと折って、そのままぐるぐると足に振り回され、止まるとともに海に倒れる。

　なんだか、不思議な感覚だった。肉とかそういう、生き物を殺したという感じがしない。なにかあれは、別のものだ、そう思った。

　ぐるぐね、胃がねじれるような気分は少しあるが。

「だ、だが、三ミリでもやってやれないことはないと解ったぜ！」

「それは良かった、こっちを何とかしてくれ！」

　竜一のほうは、身体ごとの回転をまねるひまもなく、突つき込まれた敵のドリルをドリルで受け流すのに精せい一いつ杯ぱいだった。なにしろ向こうは三対一。

「よっしゃ、正義のドリルが今行くぜ！」

　自分を奮い立たせるセリフを吐いて、轟は敵に飛びかかった。調子に乗って、どこかの五体合体ロボのようにスピンしようとさえする。

　が、いくらなんでもそれは無理だった。今度は、敵も仲間の轍てつは踏まず、横からドリルでなぎ払はらいにきたのだ。

　あの力が生じていなかったら、こっちが胴どう体たいを真っ二つにされていただろう。そのまま、はねとばされて砂浜にごろごろと転がされ、止まったところに、竜一も同じように投げ出されてきた。

「なにやってんだ、一体くらい倒たおせ」

「無茶言うな、貴様こそ巨きよ大だいロボットにでもなったつもりか。いつから電磁の力が使えるようになった！」

「電磁か、せめて電動ドリルだったら、回し続けられるんだがな」

　手持ちドリルの弱点は、手首を限界までひねったらもうそれ以上回らないことだ。当然、あの力もそこでとぎれる。対して、敵は理不尽にも、手足が三百六十度どこまでも回り続ける。やっぱりあれは生き物じゃない。少なくとも地球上の。

　そして、確信した。あれは怪かい獣じゆうの仲間だ。だって、あいつもドリルがついて、回っていたではないか。

「くそ、もっと強力なドリルがあれば！」

「他の武器ではどうしようもないというのは、あまりに理不尽だ、ありえん」

　とはいえ、回転が生む力はこいつも体験したはずだ。何かないか、ほかに。

　さっきもそんなことを思って、それで拾ったのがドリルだ。これ以上のものなど思い当たらない。三体のねじれ人間が、余よ裕ゆうか、取り合いか、とにかくゆらゆらと取り囲んできた。そして一体が、とうとう右手を振ふり上げた、そのとき、

　本物は、初めてだ。なのに、突とつ然ぜんまたずいぶんと、常識的な音がしたものだと思った。見上げたその、敵の振り上げた手が上半身もろとも、より強力な渦うずの回転に巻かれて、後ろへと吹ふっ飛んでいく。

「銃じゆう声せい？」

　竜一が、そのなんとも現代的な言葉をつぶやいた。たしかに、恐きよう竜りゆうやドリル人間のいる世界には似合わない。

　ガチャリ、と機械の動く音がした。

「ボルト・アクション……」

　そして再び、こんどこそ聞き間ま違ちがいようのない銃声。二体目の頭が、また渦を巻いて消し飛んだ。音はたしかに鉄てつ砲ぽうだが、しかし戦争映画でも、こんなやられ方をするやつは見たことがない。

　だいたい、鉄砲はドリルより強いのか、ここでも？

「何をしている、早くこっちに来い！」

　ボルトの音と重なって、声が響ひびいた。委員長ではない。男の野太い声、しかも、日本語だ。

「他にも、人間がいるのか！」

　声の方向を探し、そして二人は同時にそれを見つけた。そして、ある意味恐竜を見つけたときより呆ぼう然ぜんとした。

　遠目にもその人は、声にふさわしくがっしりした大人の男、ありていに言ってオッサンで、ライフル銃じゆうを持っていた。

　が、その服は色あせて白くなった、元はカーキだったと容易に想像できる服。なぜ想像できるかと言えば、かぶっているヘルメットと合わせて兵士の格好であると見えたからで、より正しくは竜一に言わせると

「日本陸軍の南方装備だと!?　あの銃、三八式か！　ここはルバング島か？」

　つまり、今でもたまに生存の噂うわさが残る旧日本兵、らしい。だがそれなら八十歳くらいでないとおかしい。おっさんとはいえ、あの兵士はせいぜいその半分だ。

「と、とにかく人間だ、日本人だ、味方と思っておこうぜ！」

「そ、そうだな！」

　二人が立ち上がるまで、最後のねじれ人間はどちらを狙ねらうべきか迷っていたようだが、とっさに方向を変えて日本兵のほうに先回りした。

「なるほど、知ち恵えはあるようだな、あっちを先に片づければ俺たちはあとでどうとでもできる」

「感心してないでなんとかしろ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、あの兵隊が先に撃うてば」

　だが、せっかくの期待にもかかわらず、兵士はいきなり銃に弾たまを込め直しているところであった。

「しまった、三八式だからクリップ装そう填てんで手動五連発か！」

「ええい、景気よくダダッていかねえのかよ！」

「無理だな、仕方ない、許せ！」

　竜一は手にしたものを、いきなりアンダースローで敵に投げつけた。離はなす瞬しゆん間かん、変化球のようにひねる。たちまち、ドリルパワーが生じて、投げた後に渦うず巻まく衝しよう撃げきを残す。

　そして、轟はそれがなんだったのか気づいた。

「ああーっ、限定版のドリルパーツっ！」

「すまん、いま拾ったが、投げやすそうだったのでな」

「どうせならこっちのドリルにしろよ、鉄だし。あれホワイトメタルなんだぞ」

　その気になれば素手でも曲がってしまう、ハンダゴテでドロドロになるようなやわらかい合金である。だからこそプラモのオマケに使えるともいえる。

　が、心配は無用だった。模型とはいえスーパーロボットについているだけのことはあるのか、ドリルは見事、ねじれ人間の胴どうに命中して、風穴を開けることに成功したのだ。

　ぐらりと倒たおれた、ねじれた顔が一いつ瞬しゆんこちらを睨にらんだように見えた。だが、それも続く日本兵の一いち撃げきによって砕くだけ散った。

「……考えてみれば、銃じゆう弾だんだってたかだか鉛なまりだしな」

「考えてから投げたんじゃないのかよ！　返せ、俺の限定パーツ返せ！」

「なにをやっとるか！　敵性語を使いながら仲間割れとは、貴様らどこの師団だ！」

　さっきのアロサウルスとも張り合えそうな怒ど声せいを上げ、ポケットになにかをもぞもぞとしまいながら、日本兵が近づいてきた。それから、じっとこちらを見て、ため息をついた。

「その風体からすると、軍人ではないのか？」

「は、我々はしがない学生であります、え……軍ぐん曹そうどの？」

　言われて見ると、日本兵の襟えりには階級章が残っていた。さすがスケールモデラー、これで階級がわかるらしい。竜一が朝礼みたいに気をつけをしたので、こちらもあわてて敬礼のマネをしてみる。

　殴なぐられた。

「帽ぼう子しもかぶっとらんくせに何のマネだ、どこの学校で何を習ってきた！」

　泣きたいのはこっちだが、軍曹どのは天を仰あおぐように大げさに嘆なげき始めた。

「日本人らしいのがいるから、てっきり友軍が救きゆう援えんに来たかと思ったのに、こんな教育のなっとらん民間人か！」

「申し訳ありませんが、我々も事故で漂ひよう着ちやくしたばかりで、ここがどこなのかも解らないのであります」

「そうか……事故だと？　ではまさか、お前ら螺ら旋せん竜りゆうに会ったのか？」

「ドリルのついた怪かい獣じゆうなら、そいつのせいで工事現場から落っこちたんですが」

　腫はれ上がった鼻を押おさえながら答えると、軍曹は目つきをさらに険しくして、銃を構えなおし、あたりを見回した。

「……まだ、このへんにいる可能性がある。螺ら旋せん人が集まってきたからには、連中、何かたくらんでるのやも知れぬ」

「この、ぐるぐる回る連中……何者なんですか？」

「魔ま物もの……と、我々は呼んでおる」

　これはまた、ずいぶんとファンタジックな言葉が出てきたものだと二人は顔を見合わせた。軍曹にとっても、あまり好ましい呼び名ではないようだが。

「仕方なかろう、先に来てた連中がそう言うのだから。どうやらもともとここに住んでたのは恐きよう竜りゆうじゃなくて、こいつららしいが、詳くわしいことはさっぱり解らん」

「んないいかげんな……てことは、ほかにも人間がいるんですね？」

「あの、騎き士しとか知り合いだったりしませんか、あと女の子見ませんでした？」

「一度に聞くな、落ち着きのないやつらだ。騎士のやつなら知っておるが、おなごは知らん。とりあえず案内してやるからついてこい！」

　助かった、と少年達は揃そろって思った。少なくとも、これで二人でさまよい続け、恐竜に食われるというバッドエンドは回かい避ひされたわけだ。

「ところで、つかぬことを聞くが」

　安心していると、軍曹のほうが逆に尋たずねてきた。

「ということは、貴様達は自分より後の日本から来たのだな？　いったい昭和何年だ」

「昭和って、とっくに終わってるよな？」

「たしか、うむ、僕らが生まれるころに」

「なんと！　では陛下が崩ほう御ぎよなされたということか！」

「でも、すごく長生きしたほうだと思うな」

「そ、そうか、では国体は無事であったのだな。ちなみに、皇紀ではいくつになる」

「そんなもん使ってねえから解らないっす」

「待て、零戦が一九四○年正式で皇紀二千六百年、終戦時が五式だから……」

　竜一がよりによって兵器を基準に換かん算さんを始めたが、計算が終わる前に軍曹が飛びかかってきた。

「終戦とは大だい東とう亜あ戦争のことか。本当に五式の年か」

「ええまあ、昭和二十年に」

「六十年くらい前だっけ？」

「そ、そんなに……で、結果は……」

「そこは私も、当時の人に聞いてみたかったんですが」

　竜一は軍曹を押し返すようにぐぐっと迫せまった。

「あなたがたは、あれで勝てると本当に思ってたんですか？」

「げえ、容よう赦しやねえ聞き方」

　が、それで軍曹は悟さとってしまったらしい。さっきまでのたのもしさが嘘うそのように、へたりと膝ひざをついた。

「や、やはり……よりによってあのアカのロスケが言うとおりだったか……」

「どうしたの？」

「どうやら無茶な戦争をやっているという自覚はあったらしい」

「いやまて、しかし！」

　突とつ然ぜん、軍ぐん曹そうが蘇よみがえる。

「まだわからん、貴様らが米英、あるいはコミンテルンの手先でないという保証はない！　なにしろ敵性語を話していたからな！」

「コミンテルンて何？　ロボットの名前か？」

「大昔に滅ほろび去った悪の秘密結社ではなかったかな」

　冗じよう談だんではない。そんなわけのわからないものと一いつ緒しよにされて、せっかく出会った日本人に殺されては理り不ふ尽じんにも限度がある。恐竜に食われるほうがまだスジは通る。

　が、軍曹はそれ以上追及してこなかった。

「……よそう、今ここで何を言ってもはじまらんし、そういうことを問うてはいかんことになっておる。貴様らも、あまり余計なことを言うなよ」

　それから、軍曹はさっき竜一がぶん投げたはずのドリルを、轟に返してくれた。悪い人ではなさそうだ、多分。

「物資は大事にせい。陛下からの賜たまわり物だ」

「……というわけで日本軍は貧びん乏ぼうだったのだ。今でも、撃うった空から薬やつ莢きようはいちいち拾う」

「なるほど、モッタイナイに感謝だ」

　轟はメタルのドリルを太陽にかざしてつぶやいた。白銀色のはずの切せつ削さく面が、ぎらりとオレンジに輝かがやく。

　太陽はまだ、真上にあった。







　いまどき誰も見ないというけど、少女の夢、といったとき、

「白馬の騎士に救われる」というのはやはり、上位に来るのではないだろうか。

　最近では、ゲームの主人公ならそんなことをやってくれる場合もあるが、がんばってヒロインみたいな服を作ってイベントに着て行っても、残念ながらゲームどおりのイベントは起きない。

　うっかりゲームどおり、そのあと宿屋の主人に意味深なセリフを吐はかれても困るが。

　それ以前に多分、長物持ち込み可の造形イベントでさえ、馬の乗り入れはさすがに禁止に違ちがいない。

　だから――




　馬こそ栗くり毛げでも、そんなことが実現するなんて彼女は思っていなかったし、みんなも思わないだろう。

　ましてあいつらときたら、うらやましがるより先に笑うのではないか、と。







　そして実際には、少年達は笑うより、ただ呆あきれた。

　馬上の騎き士しに抱だかれて、道の向こうからやってきた少女が委員長であると気づいたとき、他の反応は不可能であった。

　そいつはたしかにあの騎士であった。ぴかぴかの板金鎧よろいで全身を覆おおい、飾かざり付きの兜かぶとをかぶり、同じように飾られた栗毛の馬にまたがって。

　面めん頬ぽおを上げた奥おくには、鋭するどくもりりしい青い目と金色の眉まゆ毛げがのぞいた。ということは少なくとも、騎士型機動兵器や強化服ヒーローではなく、本当に中世の騎士そのものらしい。

　竜一的に言えば、１／35ミリタリーは守備範はん囲いだがメタルのヒストリカルは解らん、ということなので、確証はないが。

　これがそういう趣しゆ味みのどっかの金持ちとかではなく、本物だとすれば、軍曹より古い時代の人ということになる。むろん一緒なのが委員長だけに、この鎧もコスプレという可能性もあったが、しかし、そんなもの、見ればわかる。

　いくら売れないとはいえ一応、原型師のはしくれなのだ。そのブルーイングされエッチングで装そう飾しよくされた板金が、イベント会場で闊かつ歩ぽしているハリボテとは格の違う細工だということくらい。

　そして、委員長は、あのゴスロリ服でお姫ひめ様さまのように扱あつかわれていた。似合ってしかるべきなのだが、しかし、並ぶとどうしても、コスプレは所しよ詮せんコスプレであった。竜一のスケール系ジオラマに、無む塗と装そうのロボを置いてしまったときのような、そんな違い和わ感かんがぬぐえなかった。

　いっそのこと、服がもっと破れていてくれれば、と思ってから、水泳の授業で見た委員長の体形を思い出した。だったら別にうれしくない。

「……あれが君の仲間なのか？」

　騎士が委員長に何か問いただすのが、半テンポ遅おくれて解るように聞こえた。

「あいつ、日本語話せるのでありますか？」

「いや。だが通じるようになっている」

　軍曹の言うことはよく解らない。そうこうする間にも委員長はうなずき、それから騎士がうやうやしく差し出した手をとって、馬から下りた。

　委員長はこちらを見るなり、ぱあっと顔を輝かせて駆かけ寄よってくる。失礼なことを言ってみても、やはり見知らぬ外人よりは同級生のほうがいいのだろう。

　で、どっちに？　賭かけるか？　と竜一に目配せしてみた。竜一は、迎むかえるように手を広げるかと思いきやそのまま肩かたをすくめた。

　はたして、委員長は一直線に轟に駆け寄り、そして、抱きついた。

　もちろん、その手に持っていたバイオリンケースに、だが。

「良かったぁ～、無くしたとばかり思ってたぁ！」

「あ、やっぱり？」

「何か期待してなかったか、今」

「別に、委員長の洗せん濯たく板いたには何も」

　いまどき聞かない表現で負け惜おしみだかなんだかよく解らないことを言ってみる。当の委員長には意味が通じたようだ。

「再会して最初に言うことがそれですかっ！」

　まるで怒いかりモードにチェンジしたかのように、赤い太陽が眼鏡に反射して委員長の瞳ひとみを炎ほのおに染めたかに見えた。いきなりケースを振ふり上げられ、轟は慌あわてた。そんなことを委員長が今いま更さら気にしているとは思ってもみなかったのだ。

「おい、それで殴なぐると中身も無事ではすまないぞ」

　竜一の助け船に、委員長ははっと我に返り、降ろしたケースをあわただしく開く。

「あんたたち、うちの子にへんなことしてないでしょうね」

「してどうする。恐きよう竜りゆうに食われかけながらも、わざわざ拾ってきてやったっつのに、最初に言うことがそれかよ」

「だって、あんたたちだし。変な改造されてたら困るもん」

「だが、たしかに今のはいささか、淑しゆく女じよというには粗そ暴ぼうにすぎないかね」

　苦笑しつつ、騎士が兜をとった。さらりと金きん髪ぱつが流れ出したりはしなかったが、とりあえず、腐女子向けＲＰＧの逆ハーレムに一人は入ってそうだな、とは思える。

　とたんに委員長が、かしこまって、

「は、はい、そうですね」

　とやったものだから、何でそんなやつの言うことなら聞くんだと轟は面白くない気分になる。ぐるぐねとは違ちがう感じで。

「珍めずらしく気が合うな、大和やまと撫子なでしこたるものはやはり……」

　軍ぐん曹そうまでが調子に乗って口をはさむが、委員長は

「だれ、このおじさん」

　で片づけた。不ふ憫びんだ。軍曹があまりに不憫だ。

「失礼だろう、軍曹といえば警部補くらいに偉えらいんだぞ」

　また微び妙みようなたとえを、と轟は思ったが、竜一曰いわく本当に戦前の任官制度上同格だったのだそうで。いやそれより。他に自分たちに対して言うべきコトはないか委員長？

「そ、そうね、あ……ありがと」

　意外にあっさりと言われたので、轟のほうが面食らった。うつむく拍ひよう子しに反射から逃のがれた彼女の瞳も、いつになく困こん惑わくしているようだった。




　委員長によれば、状じよう況きようはあちらも似たようなもので、ただし肉食恐竜は現れず、草食恐竜だと思って油断して近づいたら踏ふみつぶされかけ、続くドリルの魔ま物ものも螺ら旋せん人とかいう人型のものではなく、変な空飛ぶ魚みたいなものだったらしい。

　違うのは、委員長はドリルで敵を倒たおしたりせず、全部あの騎き士し様がやっつけてくれたということくらいか。

　たしかにドール者はピンバイスを持ち歩いてはいないだろう、とは変なところで納得し、「模型の人も普ふ通つうは持ち歩かないと思います！」と委員長に突っ込まれた。

　ちなみに二人は学校でも普ふ段だんから持ち歩いているが、今のところ校則のどこにも、工作道具の携けい帯たいを認めないとは書いていない。

　が、そんなことは、騎士のほうがこっちの話に興味を示してきたので華か麗れいにスルーされることとなった。

「恐竜と螺旋人を、螺旋の力で倒したというのか？　君たちが？」

「螺旋つか、まあ、ドリルは最強っスから」

　答えになってないと委員長にはまた突っ込まれたが、騎士は意外にもそれで納得してしまったようだった。

「なるほど、君たちこそ、螺旋の使徒なのかも知れない」

　そういえば、と轟は騎士の武器を見た。主武装は馬にくくりつけた槍やり。

　あのとき、螺ら旋せん竜とかいうドリル怪かい獣じゆうに突つき立てていたものだとすれば、ようやく合点がいった。槍の穂ほ先さきにも、ドリルのような螺旋模様が刻まれていたのだ。

　どうやら、よく解らないがやはり「ここ」では、ねじると強くなるらしい。螺旋の力、軍曹も騎士も同じコトを言っている。

　そう考えてみれば、今まで見てきたものはたいていねじれていた。恐竜以外のほとんどが、どこかで。たとえば、いまも道無き道の両りよう脇わきを埋うめつくす、熱帯ぽい木々も。

　つる植物が渦うず巻まくのは地上でもそうだから、関係あるのかどうか解らないとしても。

　なにしろ、と改めて空を仰あおぐ。だいぶ歩きづめなのに、太陽はまだ真上。誰の足下からも、影かげが伸のびないと思ったらあれはやはり動いていないのだ。

　動いているのは、空。空気ではなく、空という空間そのものではなかろうか。

　ぐるぐね、ぐるぐね、ただ広いだけなのに、ねじれた空。

「……あまり上ばかり見ていると目を回すぞ。それより、着いた」

　軍曹が、視線を前に戻もどすよううながした。

「ここが、我々の村だ」

「村っ、つか」

　第一に目に入ったのは、木で出来た、何者の侵しん入にゆうも拒こばむ高い壁かべと門。地元史し跡せきの城跡より原始的だが、歴史の教科書に載のってた邪や馬ま台たい国こくかもしれない遺い跡せきの復元図、よりは近代的だろうか。いずれにしろ一言で言えば

「城じよう塞さい、だなぁ」

　しかし、それでも三人はどこか、安心していた。城じよう壁へきや建物までは、さすがに、ねじれていなかったのだ。

　騎士が代表して城門に近づくと、向こうから開けてくれるとか、「開門ー！」とか叫さけぶかと思いきや、とられた行動はもっと奇き妙みようだった。

　何か巻物のようなものを取り出すと、それを空中にぐるりと、そう、またしても螺旋を描えがくように広げ、そこに書いてあるのだか関係ないのか、とにかく、聞き取りにくい口上を述べた。

　というより、これにもっともよく似たものを挙げよと言われたら、三人が三人とも、「呪じゆ文もん」というしかなかったであろう。

　実際それは、今度こそ、解りやすく聞こえ直しはしなかった。

　が、それと同時に、見た目に何もない、ただの木造に見えた城門の前で、見えない何かが、ぎゅっと渦巻くように、開いた。

　どちらかと言えば、ほぐれた、ではないかと、見えてもいないのに感じる。実際にトビラそのものが開いたのは、その後だった。

「魔ま法ほうみたいですねぇ」

　一番、率直な言葉を口にしたのは、委員長であった。軍ぐん曹そうは、なにやらビミョーにけったくそ悪そうに答えた。

「そうとも、魔法だよ」

「聞いたか。どうやらペルシダーどころでは、ないらしいぞ」

「とっくにそう思っていたが。なにしろ翼よく竜りゆう人ではなく螺旋人だったからな」

　が、魔法、はさすがに想定外だったか、竜一の顔はまたゆがんでいた。

「これはあれだ、地底じゃなくて異世界。俺たちはここで勇者になるべく召しよう還かんされたっていう、お約束のアレ」

「あり得ん！」

　意固地になっているが、気持ちはわからないでもない。だがそもそも例の「螺ら旋せんの力」とやらが、使ってみた実感として、かなり魔法くさいではないか。

　銃じゆうには負けるとしても。

　しかし、お約束のやつならそれはそれで、と、轟は開き直ることにした。他にそうするメリットがあるならば、なおのこと。

「より正しくは、地底にして異世界、ですが……新しい来訪者の方ですね？」

　ちゃんと解るように聞こえた、しかし委員長のではない女性の声。城門の前に待っていたのは、これも時代がよく解らない服装の、少女であった。

　古代風味で、身体にリボンみたいなのを巻いていて。

　そしてその隙すき間まから覗のぞく肌はだの盛り上がりとかくびれとかは、小こ柄がらでありながらどう見ても委員長より、はるかにメリハリが利いていて、

　それがまた、屈くつ託たくのない笑顔とのギャップが激しくて、

「やっとキター！　そうだよ、異世界召還モノなら美少女まみれでなきゃウソだ！」

　と絶ぜつ叫きようしたいのを、轟はぐっと抑おさえた。なにしろ今までは男ばかり。そこにコレだ。

　これは、萌もえる。いや、むしろ、うかつにエロフィギュアになんかされたら壊こわれてしまうタチの、つまり
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「お人形、みたい」

　今時聞かないが的確な表現をしたのは、委員長だった。どさり、と、あれほどいとおしそうにしていたバイオリンケースを落として。

　轟の気合いが、つられるように一いつ瞬しゆん、抜ぬけた。

　そのとき、彼女がどういう目で少女を見ていたのか、眼鏡に遮さえぎられていない横からなのに、解らなかった。

　だが、少女はただの人形などではないようだった。

　騎き士しは馬を下りて歩み寄り、うやうやしくひざまずいた。

　と、いうことは。この子は村でも偉えらい人なのだろうか。そう思っていると、再び立ち上がった騎士が、さっきまでとはうって変わって強い調子で三人の態度を非難した。

「無礼者、この方をどなたと心得る」

　どっかの時代劇のお付きの人みたいなことを言う。それに軍曹だって、と思って見ると、軍ぐん曹そう殿どのはきっちり、足を揃そろえて敬礼をしていた。

　足下の揺ゆるぎなさからも、身に染みついた見事な礼とわかる、らしい。竜一ではなく、意外にも委員長・談。軍服コスプレを見慣れているから善よし悪あしが分かるのだろう。

　どうしたらいいのか解らないので、それこそまんま時代劇のお白しら州すのシーンよろしく、三人揃って「へへぇ～」とやってみるしかなかった。

　軍曹は顔をしかめたが、当の少女はとがめず、くすりと笑った。

「で、どなたなんでしょうか？」

　そこが解らないのにどなたと心得るもないものだとは思うのだが、つい騎士にノセられてしまった。もっとも、騎士の奴やつめはまったくもって本気らしいのだが。

「はい、私、この村で魔ま術じゆつ師しをさせていただいております」

　少女は巻き付けたリボンに合わせるように、くるりと回った。

「単なる魔術師ではないぞ、この村を支え、皆みなをまとめるお方だ」

　魔法があまり好きではなさそうな軍曹のこと、とりあえず村長とか、もっと見た目のイメージに合わせればお姫ひめ様さまとか、そういう意味で尊敬しているのだろうか、とも思えたが、騎士に言わせるとその根こん拠きよはやっぱり魔法らしかった。

「さっき見ただろう、城門に張った結界を。あれもこの方のお力だ。あれがなければ、たちまち竜りゆうや魔ま物ものに攻せめ込まれてしまうだろう」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、そろそろ本格的にやばい」

　騎士の高こう慢まんな言い方に、轟はストップをかけた。

「いや、俺にはわかってるんだ、これがよくあるパターンだってことは。だがそろそろ、連れが壊れる」

　見ると、竜一はまた、ぶつぶつと「魔法でなんでもすまされるというのは安易だ、現実のはずがない」とか、今いま更さら言っても仕方のないことをつぶやいているのだった。

「その前に、自分たちも礼を尽つくしてみせねばならんのではないか」

「民間人に、所属と階級を名乗れとは言えないが」

「そうですね、何をする人かくらいは聞かせていただけるかしら」

　少女はまた、強面こわもての男二人を従えるように、くるくると軽かろやかに回った。

　リボンの螺旋を描えがいて。




　何者と逆に聞かれても、三人ともしがない高校生であり、そしてこのとき相手の中に「高校」というものを知っている人がいないのがまた、衝しよう撃げき的であった。

　あえて言えば、軍ぐん曹そうには旧制中学が名前を変えたと言ってなんとか通じたが、騎士の時代には庶しよ民みんが通う学校はなかったし、魔術師に至っては、学問などは賢けん者じやとかに弟子入りして直接学ぶものだと思っていた。

「つまり、時を超こえて集まっているわけ？」

「たしかにそれしか合理的な回答はないが、しかし！」

「ねじれて、いるんですよ」

　魔術師の少女は、子供に三輪車の乗り方でも教えるようにほほえみ、指を空中でくるくると回した。その仕草もフィギュア化したいくらい可愛かわいかったが、指先の空気があの、ドリルの力を発しているのに気づくと、そうも言っていられない。

「あなた達は時というものを、過去から未来に、まっすぐ流れているものだと思っているでしょう？」

　とりあえず、そろってうなずく。

「でも、ここは螺ら旋せんの世界。ただ閉じられたのではなく、ねじれているのです。空を見ると目が回るでしょう？　この世界そのものも、螺旋であるらしいのです。

　確かめたわけではないですけどね、それなら、時もねじれていても不思議ではないではありませんか」

　それから彼女は、村の中を行き来する人たちを指した。たしかに、見てみると服装も髪かみの色も、みな、ばらばらだ。

　太陽が沈しずまないわりには日焼けしてもいないのは、紫し外がい線せんはあまり強くないのかもしれない。塗と装そうが退色しなくていいかも、と、余計なことを一いつ瞬しゆん考えた。

「皆さん、ここ数十年のうちに現れた方ばかりですが、お聞きしているともとの時代が、二千年くらい開いているんですよ」

　単純に考えて、もう六十年前と中世、少なくとも四百年前がいるわけで。それでいて軍曹より騎き士しが若く見えるのだから、なるほど、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「つまり、基本法則が違ちがうのか」

　ようやく、竜一が自分を納得させようと口をまともに開いた。

「はい、ここでは螺旋、渦うず巻まく回転の力。それが力学であると同時に魔法でもあるのです。だから皆さんも、すでに螺旋の力を使っていますよね？」

　轟は、ただそれを趣しゆ味みに合わせてドリルパワーだと思っていた。ドリルが強いのは当たり前だと。だが、その理り屈くつだと回ってさえいればドリルでなくてもいいのか？

「そうか、ならつじつまが合った、法則のほうを変えればじつに合理的ではないか、うむ、さすが現実は容よう赦しやがない！」

　いきなり勝手に納得して、大笑いまで始めたのは竜一のほうで、あまりの豹ひよう変へんぶりに委員長や魔ま術じゆつ師しまで固まってのけぞっていた。

「で、何を納得したんだ」

「わからないか、たとえば軍曹のライフルだ。ドリルでなければだめかと思ったら銃じゆうが効いたので驚おどろいたわけだが、螺旋が鍵かぎならば理屈は合う。あれには、ライフリングというものがあるからな！」

「あ？」

「ライフルといえばビームを撃うつものと思っているようなお前にはわからんか。つまり小しよう銃じゆう弾だんは回転しながら飛んでいる……ま、貴様に解るように言うなら、旋せん条じよう痕こんもあるしな、超ちよう音速でドリルを発射しているとでも思っておけ！」

「な、なんだってー！」

　ドリルも銃にばかりは負けるのかと一度は落らく胆たんした轟だったが、その事実には目からウロコがばさりと落ちた気分だった。じつに晴れやかだ。銃が強かったのもドリルだからだなんて！

「こう考えると、軍曹が小銃兵であったことが幸いだ。これがミサイル装備だったり、もっと昔のマスケット銃兵であったら今いま頃ごろどうなっていたか」

「今さら自分が発見したみたいに言うな。陛下に賜たまわった銃だぞ、他になんぞあるものか」

「まあ、武器に詳くわしい方？　仕事が見つかるのも時間の問題ですね」

「役に立ちゃしないわよ、こいつらの言う事なんて口だけなんだから」

　委員長が何故かぶすっとして横を向いたが、轟からは元の調子に戻もどっただけのように見えただけだった。そう、制服を着ているときの。

　だから、少女が「では、こちらは高校生なだけの方ですか」と聞いてきたとき、轟と竜一はそろって

「いや、こいつは特別、委員長という身分で」

　と紹しよう介かいしてしまったわけだが、当の委員長は余計眉まゆ間あいをしかめただけで、いつものようにも、といってイベントのときのようにも言い返さなかった。




　その後も、三人は村の中をしばらく引きずりまわされた。中は意外に広く、その大半は畑が占しめているようで、たしかに「村」まるごと入っているようだ。一番目立つのは時と計けい塔とうで、ほかの建物は大きくはないが、木製だったり石製だったりバラエティに富んでいて、どこかテーマパークのようでもある。時代も国も違うはずの人たちが、なにがしかの分担をして、協力して生きているようだ。魔術師を見かけると年下相手にみな挨あい拶さつをするので、彼女が実質、村長なのは確からしいが、その身み振ぶりもさまざま。

「よくケンカにならんな」

「彼女が偉い大だいなのか、あるいは現実を解っているのだろう。なにしろ村を追い出されれば、恐きよう竜りゆうの餌え食じきだ」

　それも、そうだ。だが、軍ぐん曹そうにされた注意が、なにか、ひっかかる。

　と、魔ま法ほうと騎士達に守られた村の中で、なんだかいわゆる獣けものと違う鳴き声が響ひびいた。見ると、木の柵さくの向こうで首の長い草食恐竜が闊かつ歩ぽしている。

「む、ティタノサウルス」

「お食事の心配もとくにはいりませんが、素材はここにあるものしか使えませんから、口に合わなかったらごめんなさいね」

「あ、飼ってるんすか、あれ」

「恐竜は鶏とり肉にくに似ているので誰でも大だい丈じよう夫ぶだと思うのですよね。牛や豚ぶたはいませんので、どうしても獣といわれると、あとはあちらに」

　別の柵を指される。こちらには、熊くまだかバクだかよく解らないが、とにかくぬぽーとした毛むくじゃらの巨きよ獣じゆうが、声も上げずにぬぼーと木の葉をはんでいた。

「……オオナマケモノか。新生代ものもいるんだな」

「つまり、恐竜時代から数えて何億年分もねじれて落ちてきてるってことか、魔ま物ものは別として」

「まあ、我々は肉の味など気にはならんが」

「においとか、きつくない？」

　委員長は気にするたちらしい。

「知らね。以前、羊はくさいと聞いて食ってみたけど、あんなもんポリパテにくらべりゃ、どってことなかったしなあ。あ、生なま牡蠣がきだけはだめだ、一度あたって以来」

「あの白い海にいるとも思えないが」

「そうですねー、サカナはあきらめてもらうしかないですね」

　べつに溶とけはしないが、やっぱりいないらしい。本当の成分は誰も知らない。なにしろ化学者はいないらしいので。魔術師少女……いっそ魔法少女と言ってしまいたいくらいだが、彼女自身は「神話の乳海みたいなもの」と呼び、もう達観したかのように流して、少年達を一軒けんの小屋に連れてきた。

「いずれもう少し時代の近い方や、向いた仕事のほうに紹介いたしますが、しばらくはこちらに。軍曹さん、同じ国の方とのことですので、お世話をお願いします」

「はっ、任務了りよう解かいであります」

　敬礼で見送る軍曹に手を振ふり、魔法少女は、なにか呼んでいる騎き士しのほうに戻っていった。それから、軍曹はこちらをじろりと睨にらみつけた。

「さて、新兵のつもりでしごいてやろうかとも思ったが、そういうわけにもいかんようだ。だが、頼たのむからここで面めん倒どうは起こすなよ。余計なことを言うな、聞くな。わかったな？」

「じゃ、戻るあてがあるかどうかなんて、一番まずいことかな」

　軍曹の目つきがくわっと険しくなったので、轟は「わかってます、そっちのパターンということで了解」と適当にお茶をにごした。

「解っているなら聞くな」

「いや、来月は来月で、新番組の新主役ロボが出るはずだったなあと思って」

「そうか、言われてみれば、戦車の新作もそろそろだったな。む、いかん、オブイェークト[image: ]奇き跡せきのプラキット発売は二ヶ月後のはずだ」

　誰も知らないような名前をぽんぽん出しすぎたか、軍曹に加えて委員長の視線までまたきびしくなった。

「こんなときに、よくそんなこと気にしてられるわね」

「……そういう委員長は年末のドール舞ぶ踏とう会かいは出なくていいのか？」

　竜一の鋭するどい指し摘てきは、もちろんバイオリンケースの中身を想定している。あちらは出たことがないが、委員長みたいに人形抱だいて歩くのがデフォであるとか。

　思い切り図星であったか、委員長は絶句したきり何も言ってこなくなった。軍曹がため息をつく。

「これは、当面、よく見張っておかねばならんな」

「いけません軍曹、委員長の着き替がえを覗のぞこうなどと考えては。あとで査問されます」

「でも、見てもたぶん、ちっとも嬉うれしくな……」

　その瞬しゆん間かん、轟は自らの頬ほおに、螺ら旋せんのパワーを感じた。冗じよう談だんでなしに、ギャグマンガか、一足飛びに超ちよう人じんバトル漫まん画がみたいに吹ふっ飛んで地面に激げき突とつした。

「……なるほど、これが螺旋の力ってやつね、納得したわ。ところで、えぐりこむように打つべしって誰のセリフだっけ？」

「過去の偉大なボクシング・トレーナーなので、その教えを不用意にふるわないでくれ、あいつ以外には」

　ああそうか、ボクシング漫画ネタだったんだっけ、と轟はやっと思い出し、だがそのブローの名前は、どっかのロボットのとごっちゃになっていた。

　回るからには、ドリル何とかパンチに違ちがいない、と。




　時間的にはすでに「その夜」と言いたいところだが、やはりいつまでたっても日は沈しずまなかった。寝ねようと思ったらなんとかして窓を全部塞ふさぐしかないらしい。それはそれでまた、蒸し暑くてかなわない。

「どうせ寝られないんなら、せめてひまつぶしのプラモが欲しいな」

　歓かん待たいをうけて食事もごちそうになり、しかも材料について諦あきらめさせられたわりには旨うまかった。なんでもどこか、普ふ段だんからワニ食ってる国の人が料理したらしく、手慣れた素材だったらしい。

　なのに、食後に轟が言い出したのはそんなことだった。部屋は別々にされたので、突っ込むべき委員長はいない。

「昨日の戦利品があるだろう」

　そして二人は異世界の村でガレージキットをずらりと並べ始めた。

「でもどっちにしろ無む塗と装そう、瞬着素組みしかできないんだよなあ」

　異世界に工具と瞬間接着剤ざいを持ってきているだけでも十分、業が深いはずだが。

「持ち帰ること考えたらレジンキット完成させちゃうのもちょっとなー」

「それより、ここが本当に螺旋の魔ま法ほう世界だというなら、軸じく打うちは気をつけろ」

「わあってる、俺を誰だと思ってる、地球一ドリルに愛された男……ああっ！」

　言ったそばから、ちょいといつもの加減で回したドリルがものすごい勢いで回転し、レジンキャストの固まりを貫かん通つう・粉ふん砕さいしていた。

「ソレ見たことか。さて、次回再さい販はんされてくれるかな」

「あーあ、普ふ通つうの接着剤がありゃ、こいつも作れるのにな」

　胴どう体たいがなくなってしまったエロゲキャラをあきらめ、なんとか部品を全部回収した、限定版ドリルロボを眺ながめてため息をつく。

「たしかに、プラキットの無む塗と装そう瞬着組みはなるべく避さけたいな。それ、スナップじゃなかったのか」

　最近のキャラクター物は接着剤不要が標準的だ。

「あ？　建前上そうだけど、メーカーが零れい細さいだから金型精度がちょっと心許ないって話」

「そうか。ここではオレンジ育ててないのかな。あれば皮をもらってくれば」

「リモネン接着か、でも、これ一個作り終わったらそれっきりだな」

　なるほど、とつぶやいて、しばし気が抜ぬけたように木の天てん井じようを見上げてから、轟はおもむろに立ち上がった。

「もらってくるなら多めにたのむ。俺も先行発売の１／[image: ]サボイア組むから」

「ああ」

　返事をして、また、ねじれた空の下に出る。律りち儀ぎに立ってる軍ぐん曹そうに敬礼、ではなく一応軽く頭を下げて（帽ぼう子しがないから）、オレンジのことを尋たずねる。

　どうも、ここの太陽は愛え媛ひめみたいにはいかないようだ。軍曹にカリフォルニアを期待してもだめなのは仕方ないとして、こんなに熱帯くさいのに。農業はギリギリ成り立っているので柑かん橘きつ類るいがないわけではないが、そうそう潤じゆん沢たくではないとか。

　いささか落らく胆たんしつつ、無かったぞー、と言うのもなんなので、また適当にそのへんをうろつく。

　電気時計はもちろん、逆に日時計も使えないので、本当は何時なんだかさっぱり要領を得ない。使えるのは水時計だけみたいだが、誰が作ったのだろう。表示では、やっぱり形の上では、夜らしい。だが、あいかわらず村には人がいる。

　どうせ明るいんだから、と考えるのは、どうやら轟だけではなかったらしい。とすると、あの魔法少女はこの時間どうしてるんだろうか。ふつうに寝てるんだか、それとも夜通し魔法の儀ぎ式しきとかやって、くるくる回っているのだろうか。

　見に行ってみたいと思ったが、下手に覗いたら騎き士しに串くし刺ざしにされるだろうと考え直し、無む謀ぼうなことはやめておくことにした。

　それから、ふと、委員長がちゃんと寝ているか少し気になった。べつに覗きたいわけではなく、気になったのだ。

　なぜなら、夕食時、委員長はいきなり制服に戻もどっていたのだから。もちろんドリル髪がみもといて、といって編み込むわけでもなく、なんだか、ぞんざいに。

　いつもの委員長に戻ったのなら、きっちり編んでくるはずだ、校則どおりに。でも、校外どころか世界の外――ある意味では内側かもしれないが――なのに。

　しかも、いろんな格好のやつがいるんだから、別に遠えん慮りよ会え釈しやくなくコスプレしていても許されそうなものだ。そりゃ会場ではいろいろ言ったが、あっさりやめられるとなんとなく損した気分になる。

　彼女に割り当てられた部屋に、ふらりと向かう。別にやましい気持ちはないですよ、と独り言をいいながら。

　あいにく、なのか、幸いなのか、委員長は着き替がえ中でもなければ、お休みでもなかった。開けはなった玄げん関かん？　のところに座って、人形をいじっていた。

　いや、いじっている、というのは少し違ちがう。人形を抱だき、その巻いた髪をほぐして、丁てい寧ねいにといているのだった。たまたまだが、二人の髪が同じ形に波打っていた。

「ごめんね、乱暴なことしちゃって。痛いことされてない？」

　委員長は人形に話しかけていた。それはうっかり教室とか、ドール系以外のイベント会場でやられたら、痛い行こう為いであったかも知れない。

　いや。いい年した、しかも委員長がやってるからそう見えるだけではないか。近所のお姉さんとか、妹とか、それだったら普通にウチでやってなかったか。

　そして思い至った。こういうとき、彼女たちは人形を「いじる」のではなく、「愛めでる」のだということに。

　エロゲキャラのフィギュアでハァハァとか言ってるのと、ずいぶん違う。そんなものは見たくないが、委員長のその姿は……

　萌もえとか、そういうのよりは、もっと単純に、普通に……

「誰？」

　結論を出すより先に、委員長が気づいて振ふり向いた。人形をかばうように抱き寄よせて。そういえば、彼女はずっとそれを「うちの子」と言っていた。

「いや、いつまでも明るいから、みんな寝ねれてんのかなー、と思って」

「だからって女の子の部屋に押おしかける？」

「いや、ごめん、でも委員長も眠ねむれないんだろ、その……」

「翠みどり」

「は？」

　突とつ然ぜん、脈みやく絡らくなしに遮さえぎられて、轟は言おうとしていた、適当ななにかを忘れた。そのくらい、その単語は唐とう突とつだった。

　が、そう思っていたのは轟だけであったらしい。彼女は、どこを見ているのか、すっと横を向いて、寂さびしそうに細めた瞳ひとみが、眼鏡の隙すき間まから覗のぞいた。

「私の名前、今いま居い翠。学校でもないのに委員長もないし、お姫ひめ様さまでもないんだから」

　それは轟に言ったのか、それともほかの何かに対してなのか、だとしても、聞いていたのは轟だけで。

　だから当然、轟だけがそのとき気づかされた。委員長もゴスロリも憲兵仕様も専用機も、結局は追加装備のことでしかなくて。

　では、何かと問われれば。

　――そう、彼女は、一人の女の子なのだった。







第三章　必殺！　手回しドリルに命をかけろ







　それから、正確に何日経ったのか、少年達にももう解らない。なにしろ携けい帯たいは圏けん外がいどころか充じゆう電でんもできないのだし、日本時間は意味がない。

　だが、その間彼らが何もしなかったかというと、そうでもない。

「見ててくれよ」

　轟ごうはドリルを木材に軽く当てる。それから、垂直を確認すると、ごく軽くひねった。

　ドリルは電源もなしに高速で回り始め、そのまま自力で木を貫かん通つうして、ぽろりと落ちた。後には、きれいに穴が開いていた。

　この村には大工は流れ着いてはいたが、どうやら近代的な鋼鉄製ドリルを持ち込んだものはいなかったらしい。それを使いこなすモデラー二人には、それなりの仕事が巡めぐってきたのだ。

　しかもこの世界、螺ら旋せんの魔ま法ほうでドリルの性能が上がっているものだから、材質を問わずに穴を開けられる。できれば石を使いたいようなところでも、この力とドリルがあればかなり楽に加工できる。

　コツを覚えれば、ドリルの実寸以上の穴を開けることさえできた。たまに加減を間ま違ちがえると、たいていのものは突つき抜ぬけるので注意が必要ではあったが。

　むろん、ドリルを使う作業だけではない。竜りゆう一いちは、どこかの時代の宮大工らしき人から図面をもらうと、たいていのものは正確に切り出して見せた。

　正確なんてもんじゃない。なにしろこいつが持っているノギスは○・○何ミリ単位の精度、カンで出せる職人はいても数字で再現できるやつは他にいない。

　このままいけば、まっとうに大工として村で生きていくという選せん択たくもあっただろう。ウソか本当か、石工の親方は「なんなら、元祖フリーメーソンに入れてやる、ただし成人してからな」と、ものすごくあたりをはばかりながらコッソリ言ったものだが、

　しかし、話はそんなに簡単には終わらなかった。

「だって俺、ドリルの勇者のはずだしよ」

「まだ言うか。勇者がこんなことするか」

　竜一はそう言うが、やっていることは同じであった。

　彼らはただの善意で仕事に協力しているわけではなかった。いや、もちろん、悪意でもないのだが、とにかく、代わりにもらうもんはもらっているのであった。

　それはお金とか（ここではそんなもん意味がない）、食べ物とかではなく。

「今回の粘ねん土どは、少々べたつくな」

「天然取りたての石粉粘土だからな、精度が出しにくくて困る。やはりここは木材から削けずり出すか」

「ぶっちゃけ全部南洋材みたいなもんだから、これも目がつまってないよなー」

「均質といえばいえるがな、湿しつ度ど高いから反りそうで怖こわい」

　いつしか、部屋にはあちこちからもらってきた木材の切れっ端ぱしや、焼き物に使っていた粘土やら、その削りカスが散乱するようになっていた。

　キットが手に入らなくなったら、モデラーは何をするべきか？　そんなもの決まっている。なければイチから自力で作るまで！

　業界用語でいうところのフルスクラッチというやつであった。もともとＧＫイベントにディーラーで出るくらいの、腐くさっても原型師のはしくれである。材料さえあれば、そんなものはどうとでもなった。

　問題がないわけではない。竜一はとくに、スケール物を作ろうにも資料を持ってきていないので、正確を期すことができないのだ。そのへん、轟は思いついたそばから、適当にかっこよく作ってしまうので生産力ではいまのところ勝かっている。

　別に勝負をしているわけではないのだが。

　だが、やがて竜一はすぐにでも手に入る実物資料に目を付けた。なにしろ、ここにはいくらでも恐きよう竜りゆうが、全世界の恐竜モデラー垂すい涎ぜんの生きた本物がいる。

　しかも、ときには凶きよう悪あく巨きよ大だいなやつでさえ、部分的には手に入るのだ。

「頼たのまれたものを持ってきたぞ」

　騎き士しが、いきなりトビラを開けて堂々と入ってきた。例によって、沈しずまぬ太陽に鎧よろいをきらめかせて。

「肉食恐竜がうろついてたので狩かってきた。解体されて夕食になる前に見ておけ」

「おお、今度はカルノタウルスか！　またマニアックなのが」

「類、はつかんのか」

「カルノタウルスは今の所一属一種しか知られていないからな」

　もしかして未知の近きん縁えん種しゆという可能性はないのかと轟としては突っ込んでみたかったが、まあ、どこでそう判断すればいいのか、細かいことは考えたくなかったので言わなかった。それより、前から気になっていたことがある。

　騎士はあきらかに「恐竜」という言葉が生まれる前の人間なのに、なんでこれを恐竜と認識できるのだろう。昔の人らしく単に竜とか怪かい獣じゆうと言っててもよさそうだ。

　軍ぐん曹そうは、そういう科学的なことに強そうではないし……そういえば軍曹が言ってたロシア人はいつの人だろう。見たことがないような……。

「できれば、もう少し急いでいただけるとありがたいのですが」

　思考を遮さえぎったのは、やたらと萌もえるアニメ声優みたいな声。呼ばれてもいないのに、一いつ緒しよに外に飛び出す理由としては十分だ。

　同じ村にいるのに、魔ま法ほう少女が向こうから尋たずねてくるのは最初の時以来ではないか。

「恐竜の死し骸がいなど、わざわざ見に来るものではございません」

　騎士は少女に気を遣つかったようだが、彼女は首を横に振ふった。

「私が用があるのは、そちらのお二人です。ずいぶん手が器用だとお聞きしたものですから……ちょっと、お邪じや魔ましますね？」

　そう言って、おだやかな顔してるくせに有無を言わさず、部屋に乗り込んできてしまったのであった。

　まずい、と轟は思った。部屋の中は作りかけの造形物や材料や工具が無造作に散乱している。危ないというのもあるが、見られるとまずいものも多少ある。ロボットや怪獣、恐竜、地上のメカならまだしも、エロさ丸出しのフィギュアはさすがに、気まずい。

　これが今いま居い翠みどりなら見られても反応は想像がつくからまだいいが、魔法少女に見られるのは恥はずかしさの格が違ちがう。

　だが、止める間もなく部屋に上がり込んだ魔法少女は、一いち瞥べつするなり「あら、まあ」と笑っただけであった。すっとぼけているのか、意外に耐たい性せいがあるのか、解らない。

　彼女が作品を眺ながめている間、轟は「これが羞しゆう恥ちプレイというやつかっ！」と身もだえする気分であった。先せん輩ぱいにコスプレ外出を強要された今居翠さんの気持ちが少し分かったと思った。

「片づけておかないからこんな目に遭あうのよ。女の子を呼んだことなんか、ないんでしよ、どうせ」

　いつの間にか後ろに現れた、委員長もとい翠は、しかしこんな時に限って委員長らしい、いやむしろ母親みたいなことを言ってくださる。

　が、魔法少女は別に、そういうことを言いに来たのではないらしかった。

「これなら大だい丈じよう夫ぶそうですね。お二人に紹しよう介かいしたい人がいますので、用事を早めに片づけてくださいな。私としても、お願いしたいことがありますし」

　そしてやはり、くるりと回って微笑ほほえんだ。




　村の最さい奥おう部ぶ、神しん殿でんというか宮殿というか城というか、どれだとしても作りは古代風な建物に案内されて、三人は同時に「ほー」と感心したように声を上げた。

　水時計は見たことがあったが、ここにはひときわ大きな水車ほか、木や石しか使えないなりの動力装置がいろいろとまとまっていた。

　ということは、本当の役割は「工場」、いや、むしろより古い「工こう房ぼう」というべきものなのかも知れない。

　さらに、魔法少女に連れられて、こちらはなるほど魔法というか儀ぎ式しきむきに装そう飾しよくされた内部を通り、中庭に出るとその感はさらに強まった。

　石組みより精せい緻ちな、煉れん瓦がが使われた設備がいくつかある。そのうち一つは、対面に鏡が置かれていた。

「太陽炉ろか。なるほど、夜が来ないから使い放題というわけだな、合理的だ」

　竜一が一人、うんうんとうなずく。燃料として木はいくらでもあるが、石炭や石油は出ないのだろうか……いや、化石燃料となるべき当事者が、ばりばり現役で生きてるのだから、それは無理というものか、と轟もさすがに苦笑する。

　地底なのか異次元なのか未まだ解らないが、ここから下に掘ほるとどうなっているのか。それこそ、あの怪獣のドリルでもなければ確かめようもないが。

　原始的な「工業地帯」の一角に、現代の感覚で言えば従業員宿舎とおぼしき小屋があった。魔法少女はまっすぐ、そこに三人を案内した。

　そう、三人。モデラーでもないのに、翠も付いてきている。また制服で、髪かみは解いたまま。その姿を見て魔法少女は「あら、もったいない」と言ったものだが、翠は機き嫌げんを直したようには見えなかった。

「髪だけは巻いておくことをおすすめしますけど」

「ほっといてください」

　なにか、気に入らないことでもあったのかとモデラー二人はただ首をかしげ、しかし口をはさむのも何なのでおとなしく連れてこられたのだが、

　少女に続いて小屋に足を踏ふみ入れたとたん、女子の機嫌など半ばどうでもよくなった。

　木のテーブルの上に並ぶ、というより散乱する図面、工具、そして実働模型らしき機械！　同じく床ゆかにも所ところ狭せましとモノが散らばり、そしてそれに埋うまるようにして、一人の老人が床にふせっていた。

　歴史の教科書のどこかに出ていた、古代のギリシャだかローマの賢けん人じんみたいな姿であった。美術室に石せつ膏こう像で混じっていても違い和わ感かんがない。

「あら、また散らかして。こないだ掃そう除じしてもらったばかりですよね」

「仕方あるまい。まだ設計が終わっておらん」

　まるきり、どこかで聞いたような会話が萌もえフィギュアと石膏像の間で交わされるのは、いかに轟といえども「どうよ、それは」と思ってしまうような光景だった。

　が、そのあとの用向きはすでに予想がついた。

「ご紹介が遅おくれましたが、こちらが私たちの村を支える［発明家］の方です。あの時計を作ったり、政まつりごとのほうも力ちから添ぞえいただいておりますので粗そ相そうのないように。

　おじさま、こちら、最近ここに来たみなさん。今のところ一番新しい時代から来て、工作がお得意だそうです」

「ほぉ？」

　発明家の老人は目を細め、興味深そうに三人の顔をじっと眺め回した。

「して、作品は持ってきたのかね」

　これは模型誌ライターの面接か、はたまた原型師としてプロデビューでもさせてくれるのかと思いつつ、言われるままに持ってきた「作品」を提出した。もっとも翠はオマケだし、作品と言われても例のドールのゴスロリ服しかなかった。

　あれが自作だったことも、というか「委員長」が裁さい縫ほうしている姿も想像しがたいものがあったのだが。

　轟はとりあえず現状で一番の自信作である、三十年前のアニメに登場する二号ロボを提出した。完成度ならイベントで展示した見本が最高だが、ここに来てから作ったものを求められたので。

　木材と石粉粘ねん土どの複合素材で、シャープさには欠けるがダイナミックなデキだと自分では思っている。粘土では研ぎ出しもできないのでおのずから限度があるわけだ。ただし左ひだり腕うでに標準装備のドリルは、木製の芯しんに鉛なまりテープを巻いて再現している。鉛は、軍ぐん曹そうの弾だん丸がんがわずかながら製造されていると知ったので一発分使わせてもらったのだ。もちろん軍曹は「貴重な軍ぐん需じゆ物資を何に使う気だ」と譲じよう渡とを拒こばんだが、職人のほうに取り入ったので問題はない。たぶん。

　一方、竜一のは木製フルスクラッチ、というより祖父の代に存在したといわれるソリッドモデルの土木機械であった。資料にこだわる彼は、持っていた他のキットをスケール違ちがいでコピーしたり、以前調べた車両を再度作ってみたりしていた。一度、しかもことによると他人が作ったモノのなにが嬉うれしいのかと轟は思っているのだが。

　それからもう一点、こちらは粘ねん土ど製せいの恐きよう竜りゆう。先日、牧場？　で観察した草食恐竜を１／35で再現している。

　それなら俺ももう一個持ってくればと思ったが、ドリルロボ以外だとドリル戦車ではネタがかぶるし、エロフィギュアはやはり気まずい。
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　発明家はじっと二人の作品を眺ながめ回し、ときどき木製モデルの作業ブームを動かしたりしていた。しまった、そういうことがウケるならロボもフル可動にしとくんだった、とさらに後こう悔かいしたが、魔ま法ほう少女も一いつ緒しよになって自分の作品を見つめてくれると、たちまち顔がにやける。やはり女の子にも、圧あつ倒とう的てきなかっこよさは通じるのさ、理り屈くつじゃあない……と思った瞬しゆん間かん、足に痛みを感じた。何故か翠に踏まれていた。

「俺が何かしたか？」

「別に。ごめんね」

　あっさり謝られたが、心がこもっているようには見えなかった。だが翠を追つい及きゆうしている場合ではなくなった。

「これはどちらの国の騎き士し様なのでしょう……あら？」

　魔法少女さんはやはりロボットというものを理解しない様子であったが、ドリルだけは回る物と信じたのかその細い指でつまみ、えいっ、と回したのであった。

　ちなみに固定モデル。

「作品にはお手を触ふれないでください」と、書いておかなかったのがまずいのか。腕わん力りよくの不足は螺ら旋せんのパワーで補われたのか、ロボの左腕のドリルはぎゅんと回って、本体から飛び出してしまったのであった。

　轟は慌あわてて、飛んでいくドリルをつかもうとして、手のひらに抵てい抗こうを感じ一瞬、離はなす。が、この部屋で一度見失ったら二度と見つからないと思いなおし、もう一度つかんで、そして床ゆかのガラクタの中に墜つい落らくした。

「あの、だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　魔法少女の声は、あまりに天然すぎて心配はともかく反省はしているように聞こえない。

「なにやってんのよ、ばか？」

　翠に至っては、いわずもがな。

「あのですね、設定上はたしかにこれ回るし、飛ばすこともできる武器なんですが」

「なるほど、そうか」

　魔法少女になんとか説明しようとしただけなのに、相づちを打ったのは発明家のほうであった。

「たしかに君たちは工作技術も優ゆう秀しゆうだし、なにより螺旋の力にとまどいがないようだな。では、これを見てもらおうか」

　発明家は書きかけらしい図面を広げた。

「こいつはドリル……動力ドリルか！」

「待ってくれ、俺もこんなものは作ったが、掘くつ削さく用にはこれでは無理です」

　竜一が指し摘てきしたのは、たぶんこれが穴あな掘ほりマシンだと思ったからだろう。ならば、自在に動くロードヘッダ形式にするか、一直線に進むならシールドマシンのような姿が良いと現代の知識で知っている。

　だが、発明家はしてやったりとほくそ笑んだ。老人のくせに、意地の悪い子供のように。

「もしかして君はここが見たとおりの地底で、穴を掘ほれば帰れるとまだ考えているのかな？　それともわしが昔の人間だから、気づいていないとでも？」

「もう言ったはずですよ。ここはねじれた世界、まっすぐに地下のわけがないじゃないですか」

　魔法少女も笑ったが、そろそろ天然ではなくなってきた気がする。

「じゃ、こんな巨きよ大だいなものは一体何に」

　巨大、と判断したのは、対比スケールがついているからだ。

「そんなもの、君たちもすでに戦っただろう。ここは常に脅きよう威いにさらされている。そしてこの世界でもっとも強い武器は、これなんじゃよ？」

　発明家の指が、轟の手からロボのドリルを取り上げ、図面の上に置いた。

「村を守るためにこれを設計しているのだが、実現するには足りないものが多すぎる」

「大工ならいるじゃないですか」

「だが君たちほど、螺旋を工具としても武器としても使えた者はいない。騎士と軍ぐん曹そうは頼たよりになるが、彼らはこのような作業に向いていない。

　君たちこそ、螺旋の使徒なのかも知れないのだ」

「えーと、ときどき出てくるその、螺旋の使徒ってのは何なんで？」

　連れてこられてからずっと、どうにもひっかかっていたその言葉。そこが解らなければ肯こう定ていも否定もあるまい。

「ああ、すいません。それ元々、私が言い出したことなんですが」

　謝ってるようには見えない調子で、魔法少女は笑ったまま。

「すでにおわかりのとおり、ここはねじれた螺旋の世界。そうでない地上の者である私たちがその力を理解するのに、とっても長くかかりました。

　その課程で、私の占うらないというか、予言っていうか。そういうのに出たんですよね。いつかこの力を思うように使いこなす、螺旋の申し子みたいな方が現れると」

「まあ、ドリル好きとしては人類トップのつもりですけど」

「で、その方が、どういう形でかはともかく、私たちを導いてくれるんじゃあないかなー、と、そういう期待を、みんなしちゃってまして」

　その、どういう形でかは不明というあたりにものすごい不安を感じるのもたしかだが、ドリルが人々を救うといえば、自分しか適任者がいない気もする自じ称しよう勇者。

「……どうする？」

「……」

　即そく答とうできなかったのは、二人とも置かれた現状にまだ納得しきっていないためであった。この村自体が、まだいろんなコトを隠かくしている気がする。

　だいたいなんでこの村の連中はみんな肩かた書がきで呼び合って、名前が出ないのだろう。着いてから初めて名乗られた名前は今居翠ただ一つ。

　妙みようなことになったものだ。

　もう一つ本音がある。あまり面めん倒どうな仕事にかかわると、模型を作るヒマがなくなりそうだ、という。だが、それはさすがに口にしない。

　で、黙だまっていると今度は魔ま法ほう少女のほうが、さらに追加注文を出してきた。

「やはり見込み違ちがいではなさそうですね。それではこちらからも、螺ら旋せんの使徒としてのお願いがあるのですが」

　手段不明とはいえ、ドリルでやることがそういくつもあるのだろうか。が、どうやら少女のセリフからすると、そう単純ではないらしい。

「ここでは螺旋の力が魔法となるわけですから、螺旋の使徒ならば、私の魔法も手助けしていただけるのではないかと思うのですが」

　……模型と魔法に、一体、なんの関係があるのだろう。

「だいたいメカモデラーとオカルトって縁えん遠どおいと思うけど」

「お前の好きなアニメには魔法で動くロボットもいただろう。俺の守備範はん囲いでは、関係者がはまっていたとかのエピソードしかないがな」

　たしかに魔ま法ほう戦せん闘とう機きとかオカルト戦車を実用化した国はなさそうだ。結果的に、幽ゆう霊れい船せんになった軍ぐん艦かんはたくさんあるだろうが。

　それに、オカルト設定のロボットはあんまりドリルはついてない気がする。

　いやまて、ここだと怪かい獣じゆうについてたか、天然で。

「あの……ダメですか？」

　魔法少女が、もじもじしながら上うわ目め遣づかいに聞いてくる。

「いや、ダメっつか、魔法のことまではあまり……」

「だめ？」

「え……」

　ずいっと迫せまられて、轟は後が続かなくなった。ついその顔を、唇くちびるを、それからゆるい衣装の隙すき間まからのぞく胸元を見つめてしまう。

　エロフィギュアにしてはいけないと、こないだ自分で思ったくせに。けど、コンパクトながら妙にメリハリのきいた体型は、翠よりずっと直接的に、オンナノコを意識させるのもどうしようもない。うっかりすると見えないところまで全部想像してしまう。

「で、でも、なにをすればいいのかなー、とか」

「それはですね、祭さい儀ぎに必要な螺旋や道具を作っていただきたいのが第一。それから……」

「あ、ああ、工作ね、うん」

　つい答えてしまった。もちろん竜一の許可もなく。だが協議しなおすヒマはもらえなかった。魔法少女はぱあっと笑顔を輝かがやかせ、

「まあ、さすが螺旋の使徒。きっとやっていただけると信じてましたわ」

　断れない、と轟は諦あきらめ、そして相方を横目に睨にらんだ。

　文句ないな？　と。

　竜一はまだ何かいいたそうにしていたが、こちらも少女から見つめられると正面からは断れない様子。なにしろ模型で女の子が喜んでくれることなんて、ほとんどない。

　二人して、ちらりと翠の顔色をうかがう。

「……なんで私に聞くのよ。勝手にすれば」

　いちおう村のためって建前があるのに、何故そんな不ふ機き嫌げんな態度をとられるのか、解らない。これが学校のためだったら、無理にでもやらせる立場だろう、委員長なら。

　たしかに、魔法とドリルは学校推すい奨しようではないかもしれない、が。

　翠は眉まゆをしかめたまま、ついに委員長らしく、ずいと二人の前に出て魔法少女と対たい峙じした。

「別にこいつらをどうこき使ってくれてもかまわないけど、一つ聞いていい？」

　初対面時に人形みたい、と言ったくせに、委員長が少女に向けた視線と口調は、自分のゴスロリ人形には絶対向けないようなものだった。やっぱりなにか不機嫌そうで、むしろこれは、ダメな教師が無理難題を言い出したときにクラス代表として立ち上がったときのような……いや、それならもっと毅き然ぜんと、正義の委員長としてふるまうだろう。けど、今のはどこかに遠えん慮りよというべきか、及および腰ごしなところもある。

　いろいろと複雑そうな委員長・今居翠の真意を汲くんでくれているのか、いないのか、少女は笑顔のまま首をかしげた。

「それは……みんなの為ために、それとも？」

　逆に尋たずねられて、翠はすぐには答えられなかった。ようやく何か言いかけたところで、村全体に響ひびき渡わたりそうな鐘かねの音がすべてを遮さえぎった。

「火事？」

　三人の地元では今でも、町に半はん鐘しようがあって鳴らされることがある。その響きにそっくりだった。だが、少女の答えはそれどころではないようだった。

「違ちがいます、敵てき襲しゆうです」

　それから、がっしと轟の手を握にぎって、懇こん願がんしてきた。

「もう一つ、お二人の螺ら旋せんの力を今こそふるってください」

「それはやっぱり……ドリルで怪獣と戦えってこと？」

　少女はこくんとうなずいた。ああ、やはり勇者の意味も含ふくんでいたのね、と思ったが、もちろん、ことわれなかった。

　笑っていない魔ま法ほう少女の顔を見たのは、初めてだった。




　魔法少女にせかされて、城門に向かう。戦ってくれとは言われたが、別にまかせきりにするつもりはないようだった。そこには例によっての騎き士しと軍ぐん曹そうに加えて、なじみの男達も手に手に、なにがしかの武器を持って集まっていた。といっても工具とか農機具がほとんどだ。

「……異世界なんだから、美少女剣けん士しとかがいないのはおかしいよなあ」

「女子供は逃にがすのが人類社会の基本ではないか、ソ連軍や末期日本軍は別だが」

「まあ、そもそもほとんどいないもんは戦うも逃げるもないけどな……」

「うむ……」

　なにしろここは不ふ慮りよの事故に巻き込まれた連中のたまり場なわけだから、人材は選べない。頼たよれる味方がいるだけ幸運なのだろうか。

「やはり、来ることになったか。配置につけ。監かん視し塔とう、外の戦力は？」

　その筆頭が声をかけてきた。どうやら軍曹が戦せん闘とう指揮官らしい。本来が分隊長だけのことはある。

「敵兵力、堅けん頭とう竜、角つの竜りゆうを先頭に、後続は小型肉食恐きよう竜りゆう。総数十二！」

「そこそこ気合いを入れた城攻ぜめ体制だな」

「つか軍ぐん曹そう殿どの、草食恐竜と肉食恐竜が隊を組んでくるってどういうことですか！」

　あきらかに自然に反する事態だ。だが軍曹の答えはあっさりしていた。

「聞いてなかったか。恐竜をこうやって使うやつがいるのさ。だが、この事態はかなり久しぶりだな」

「敵、突とつ入にゆう開始！」

　城じよう壁へきの上から声が上がる。

「弓兵、射しや撃げき開始！」

　弓矢くらいは製造に問題はないのだろう、たちまち射撃が始まる。相手が魔ま物ものではなく恐竜ならば、ふつうの武器でもいちおう効くはずだ。

　だが、それでも城門には激げき突とつの衝しよう撃げきが来た。足下まで揺ゆれが伝わる。

「くっ」

　後ろで、魔法少女がうめき声を上げた。

「魔法で守ってるはずじゃなかったっけ」

「魔法は敵も使える。破られれば反動がくる……もういい、解除してください。側兵、第一いち撃げきに備え！」

　軍曹は少女を気き遣づかってか、決戦を早める決断を下した。無理もあるまい。笑顔以外を見たのも初めてだが、苦しむところはそれ以上だ。

　いや、少年達が知らないだけで、今までにも何度もあったのかも知れないが。

　少女が騎士に連れられて下がると同時に、門に当たる衝撃が強くなった。このままでは破られるのも時間の問題であろう。軍曹は門番に手て振ぶりで合図を送った。

「よし、開けッ！」

　籠ろう城じよう戦で自ら門を開くのは危険だろうが、この場合は効いた。突とつ撃げきしてきた巨きよ大だいな角竜は、当たるはずだった門が突とつ然ぜん無くなったせいか、突っ込んできてそのまま、前のめりに倒たおれたのだ。

　その倒れたところに、軍曹の三八式歩ほ兵へい銃じゆうが必殺の一撃を放った。銃じゆう口こうから飛び出した渦うずが唸うなりを上げ、音速を超こえてトリケラトプスの脇わきをえぐる。今度こそマタギもびっくりの心臓直ちよく撃げきだ。巨大な恐竜は一声ほえて、そのまま大地に倒れ伏ふくした。

　その巨きよ体たいは、突入部隊にとってはかなり邪じや魔まなものとなるだろう。

「槍やり兵隊、第二波に備え！」

　槍といえば騎士だと思ったが、奴やつは加わっていないようだ。長槍というより鋤すきやらなにやらを持った一群が陣じんを移動する。トリケラトプスの死体を避さけて、隙すき間まから飛び込んでくるラプトル系の小型恐竜に、出会い頭に突つき入れる。一頭が串くし刺ざしになった隙すきに、別の一頭が槍ぶすまをくぐり抜ぬけて兵に襲おそいかかる。横から大鎌がなぎはらう。広場はたちまち混戦となった。

「俺たちなんかより、十分強いんじゃ？」

「つか、軍曹が片っ端ぱしから撃うてば全ぜん滅めつできると思います」

　螺旋の使徒とかいうから、真っ先にあそこに突っ込まされるのだと思っていた少年達はほっとしていいのかどうかとまどった。だが軍ぐん曹そうは安心させてくれなかった。

「おまえらの時代は武器をとらない男がいるのか、情けない。とはいえ、まともな戦闘訓練を受けたことがあるのは俺と騎き士しと……いや、それだけだ、いつまでも保たん！

　くそ、無む煙えん火薬がもっと生産できれば、言われずともカタをつけとるわ！」

　軍曹の手には、ほんの五発ほどの予備弾があるだけであった。それから、険しい視線を少年達に向けてきた。

「だが今度はお前達がいる。例のドリルの力とやら、見せてもらうぞ！」

　やはり、断る余地はないらしい。と、ラプトルに続いて別の二足歩行恐竜が、石のような丸い頭をふりかざしながら戦線に加わった。

「パキケファロサウルス？　いや、トゲからしてステゴケラスか。あいつが城門を壊こわす役ではなかったのか？」

「いや、あれは場内の施し設せつ破は壊かいが任務だが、それよりこの局面だと……」

　と、ステゴケラスはラプトル相手に奮ふん闘とうする石工の親方に向かっていった。図ず鑑かんでよく見る破城槌ついのような直線的な突撃ではなく、首をぐるぐると振ふり回して。

　そのトゲに覆おおわれた石頭が、とっさに突きだした石ノミと激突し、そしてノミが打ち負けた。身体全体を回して、ワイヤーアクションみたいに吹ふっ飛ばされる。

「なにっ、恐きよう竜りゆうのくせに螺ら旋せんを使うのか！　あり得ん！」

　まあ、竜りゆう一いちが信じないのも無理はない。轟だってリアリティを疑う。

「だから、操っているやつがいるんだって言っただろう。よし、行ってもらうぞ」

「そうと先に言っておいてくれれば、もう少し武器らしいドリルを用意したのに」

　仕方なく、轟はとっておきの「超ちよう兵へい器き」、六ミリ鉄鋼ドリルを手にした。

「なんだその非常識な太さは」

「ああ、これボールジョイントの埋うめ込みに重宝するんだわ」

　そんな方法でのフル可動化など、スケール物ではありえない。竜一は、一度は取り出した三ミリドリルをしまうと、作りかけの模型の部品を手にした。

「模型でも効果があることは実証済みだからな、ならばこっちのほうが合理的かつ大口径だ」

　それは腕うでがすっぽり入りそうな円えん筒とう形けいのシールドマシンで、なるほど、最後に正確なデータをとったブツではある。

　目の前では村人手製の槍が、スケゴケラスの横よこ殴なぐりの頭ず突つきで叩たたき折られていた。穂ほ先さきに多少のねじりを入れても、やはりただの槍では限度があるようだ。

　その前にさっそうと飛び出したいところだったが、所しよ詮せん模型部は文化部だった。それでも全身を回転させ、その力を間かん一いつ髪ぱつ、ステゴケラスの脳天にたたき込んだ。刃の長さ以上の、力場のドリルが工事現場のような響ひびきを上げて恐竜の脳天を貫かん通つうし、後方へと吹っ飛ばす。

　そこまではよかったが、着地が決まるほどの運動神経はやはりなく、地面に転がるところをラプトルが狙ねらってきた。映画でおなじみとなった足のかぎ爪づめが振り下ろされる、が、これは別に螺旋の動きはしていない。軽く回しながらドリルで横にはらってやるだけで、爪が砕くだけ、足を折る。

　むしろ別の一頭が繰くり出してきたチョップのほうが恐おそろしかった。ラプトルの手首は鳥のように畳たためるので、手首をひねる技は人間より大きく繰り出せる。爪が螺旋の力をまいて襲い来るのを、間一髪ドリルで受け流す。だが、轟の手首を返すスキをついて、もう一方からも引き裂さきにくる。

「畜ちく生しよう、やっぱり、手回しでもいいからもっと回しやすいのを持ってくるんだった！」

　間一髪でかいくぐり、ラプトルの叉さ骨こつを一いち撃げきで砕きつつ、次の攻こう撃げきにそなえてまた手首を返す。この調子で全部倒していたら、たとえ勝っても腱けん鞘しよう炎えんになりそうだ。

「うぉい竜一、なんか手はないのか」

「それどころじゃないっ！」

　見ると、向こうはさらに苦戦中であった。ボクシングのグローブのようにシールドマシンを手にはめて、それこそ例のえぐりこむように以下略を試みた竜一は、その盤ばん面めんで打ち下ろされてきたラプトルの爪を受け止め、しかし、それきりだった。

　ドリルパワーが発揮されていれば、それこそミキサーのように爪を削けずっていきそうなものだったが、止めただけ。それどころか、ひねりが止まったとたんに力負けして、後ろに吹っ飛ばされていった。

「おかしい、理り屈くつに合わん……」

　呆ぼう然ぜんと盤面を見る竜一に、恐竜は容よう赦しやなく追い打ちをかける。竜一は再び盤を回転させて、その攻撃をしのぐ。

　まったく無効というわけではない。回っている間は、たしかに爪をはじくのだ。文字通りのシールドとしては一応、役に立っているらしい。もっともシールドマシンのシールドとは前面ではなく、後ろに伸のびていくトンネルの壁へき面めんのほうだが。

　たまりかねたのか、魔ま法ほう少女が騎士の手をふりはらい、再び後退した竜一の背に駆かけ寄よった。

「あ、畜生、なに心配されてんだてめえ！」

　轟は思わず予備の三ミリドリルを投げて、それは竜一と、なにより少女を害すると思えた恐竜に当たり、吹ふっ飛ばした。結果的に少女を救ったのは俺、と言いたいところだが、肝かん心じんの彼女はというと、そんなことは気にせず竜一にすがりついた。

「すいません、見せてください」

　といって手を取ったのは、どうやら竜一を心配したというより、シールドマシンが気になったらしいのが、安心といえば安心だ。不ふ謹きん慎しんながら。

　それに、次に魔法少女の口から出た反応は、あまりうらやましいものではなかった。

「いけません、これは螺旋になっていない」

「だが回転はするし、運動としては螺旋になるはずだ」

　まだ理屈を食い下がる竜一に、魔法少女は首を横に振ふる。

「たしかにそのぶんだけの効果はありますが、形が魔法を生み出すのですから、あちらで使っているような螺旋型のものを回すほうがはるかによいのです」

　と、指さされたその瞬しゆん間かんにも、轟のドリルはもう一頭のステゴケラスを粉ふん砕さいしていた。うむ、ドリルはかっこいいほど強いと、しかも美少女に保証されたということらしい。

「語るに落ちたな、銃じゆう弾だんだってドリルだと言ったのはお前だ！」

「冗じよう談だんのつもりで言ったのに、旋せん条じよう痕こんが重要だったのかーっ！」

　がっくりと膝ひざをつく竜一。

「あの、螺ら旋せんの運動そのものがもっと激しいのなら、それが増ぞう幅ふくされますが……」

　彼女も一応フォローは入れたつもりだが、妙みようにクールぶってる屁へ理り屈くつ屋がそんなことできるものか。ダイナミックに突っ込んでいくのもこっちのが得意さ、と轟はさらに調子に乗った。ドリルの勇者は一人で十分！

　いちおうシールドで自分と少女だけは守りつつ、ぶつぶつと片手で地面になにか書き始めさえした竜一を尻しり目めに、轟は勢いにまかせて恐きよう竜りゆうをなぎ倒たおし続けた。

　つもりだった。

　しかしそろそろ手首がやばい。螺旋も大変だ。一人では身が持たないと早々に前言を翻ひるがえす。鍛きたえてもいない体力が尽つきかけたとき、恐竜たちが敗走を始めた。

　勝ち目がないと悟さとったのは、彼ら自身か、それとも？　とにかく、轟にとってはボロが出る前に勝てて助かった。

「よし、押おし返せ！」

　軍ぐん曹そうが全軍に逆ぎやく襲しゆうを命じた。自らも、虎とらの子の小しよう銃じゆうをかまえて突とつ撃げきに加わった。

　恐竜たちは雪崩なだれをうつように城門から逃にげ出していく。このまま勝利は確実と思われたが、追つい撃げきしようにも、突とつ如じよその足下がゆらいで果たせなかった。

「なんだと？」

　考えてみれば地下ドリル世界なのに、盲もう点てんだった。その振しん動どうから、とっさにあの怪獣かと思ったが、地面を割って飛び出したドリルは、一本ではなかった。

「螺ら旋せん竜……じゃない、別の魔ま物ものだ！」

　それは、あえて似ているものを上げるならパイプウニか深海のナマコに似ていた。もちろん、突とつ起きがドリルになって回り、出現ついでに逃げ遅おくれた恐竜を巻きこんで引き裂さいていた。しかし、前後には向けることができないようだ。

　敵の切り札、にしては微び妙みようだったが、とにかく倒さないわけにはいくまい。轟は真っ正面から、六ミリドリルで挑いどみかかった。

　魔物の背中のドリルが回転した、が、こちらを向くわけではない。

「へっ、どこ見てるんだ！」

　と思った次の瞬間、魔物の回りに見えない壁かべが生じて、鋼鉄の切っ先を阻はばんだ。耳みみ障ざわりな擦さつ過か音とともに、轟は勢い余って、後ろに飛ばされる。

「勘かん弁べんしてくれ、こいつ魔法を使いやがる！」

　どうやら奴やつのドリルは直接攻こう撃げきだけでなく、踊おどる魔法少女と同じ効果を持っているらしい。魔物はゆっくりと、その力をふりまきながら侵しん攻こうを始めた。

　もっと強いドリルパワーをぶつけるしかあるまいが、手持ちでは六ミリが最大だ、どうする……いや、もう一つ、直径なら勝まさるドリルがあった。

　あの、限定版ロボのメタルドリル。しかし障しよう壁へきの手て応ごたえは、どう考えてもホワイトメタルよりは堅かたそうだ。ぶつけて潰つぶれたら泣くに泣けない。

　が、ほかに手がない。ええい、ままよ、と轟はそのドリルを投げた。思い切り、手首が折れるかと思うほどひねりながら。

　螺旋人を倒したとき以上に、ドリルが巻き上げた力の手応えは強力だった。このまま、敵の防ぼう御ぎよを突き破やぶるかと。

　だが、魔ま法ほう障しよう壁へきに当たったドリルは、拮きつ抗こうしているのか、その場で停止し、ただ回転だけが唸うなりを上げていた。鉄工所でしか聞けないような甲かん高だかい摩ま擦さつ音おん。魔法のためか、電光のような光が焦しよう点てんから吹き上がる。その光さえ卍まんじ型がたに回る。

「だめか、押し負ける！」

　なにしろ手でひねった勢いだけなのだ、このままではいずれ回転も止まる。

　そのとき、

「道を開けい！」

　雄お叫たけびとともに、馬の蹄ひづめの音が高らかに響ひびき渡わたった。今の今まで、後ろで控ひかえていた騎き士しが兜の面めん頬ぽおを降ろし、槍やりをかまえて突撃してくるところであった。

「軍曹ッ！」

「応ッ！」

　騎士の叫さけびに合わせ、軍曹の小銃が背中越ごしに唸る。超ちよう音速のドリルが騎士の横顔を追い越こし、衝しよう撃げき波はを残すが、騎士も馬も動じない。そのまま銃弾を追って駆かけ抜ぬけ、そして、跳とんだ。

　銃弾は、いまにも止まりそうなメタルドリルの尻しりに命中した。ドリルは砕くだけず、それどころか、ライフリングの回転をもらってさらに加速し、押し戻もどし始めた。

　そのさらに後へ、騎士の一ひと突つきがとどめをくれた。空中で回転する、直径わずか六ミリの銃弾に、ひねりながら槍を当ててみせたのだ。

　ついに、三つのドリルパワーが魔法防ぼう御ぎよを打ち破った。穂ほ先さきに重なったドリルは魔物の胴どうを貫かん通つうし、巨きよ体たいをほぐすように裂いていく。

　その血肉の間を、騎士と愛馬は突き抜けて、背後にさっそうと着地した。

「この程度、螺旋竜には及およばぬ」

　騎士が決めセリフみたいに独白し、槍を垂直に掲かかげ、その先せん端たんでまだ回転を続ける銃弾とドリルを取り、そしてそれぞれを投げて返した。

　轟が受け取ったメタルドリルは、潰れても削けずれてもいなかった。ほっとしたのもつかの間、騎士の投げかけてくる視線を見上げて、とまどう。

「螺旋の使徒、か。もう少し頼たよれると思ったが」

　人の技に乗じて勝ったくせになにを、と言い返してやりたかったが、しかしどう考えてもたしかに騎士のほうが凄すごそうだったので声が出ない。

　というより、発明の手伝いや儀ぎ式しき用具の制作はまだしも、こんなことまで使命にされてしまうのは、いくら正義のドリルに燃え燃えでも、ちょっと、身が持ちそうにない。

「これからも、こんなこと続くんですか？」

「そうです、向こうがその気でいるかぎりは」

　魔ま法ほう少女は笑顔を取り戻して、くるりと回った。その瞬しゆん間かん、もう一度結界の魔法がかかったのが、轟にも理解できた。

　それから、彼女の微笑ほほえみの上に、一筋の汗あせが流れ落ちたことも。

「つまり、その操っている奴がいる限り、戦いは果てしなく続くってことだな？」

　次々に起こる不条理に対する恨うらみつらみはドリルのロマンで片づけてきた轟であったが、ついにその限界が訪れた。

「おのれぇ、会ったら絶対にドリルをたたき込んでやる！」

　そいつが、全ての黒幕、ラスボスに違ちがいない。ならば使徒の使命とやらも、そいつを倒たおせば終わりだ。そう誓ちかって、ドリルを天に掲げる。

　歓かん声せいが自分を包み込んだと、少年はそのとき酔よいしれていた。

　その中に、翠みどりの声がないことにはまだ気づいていなかった。







「竜が先に動きましたか」

　魔を司るものは、かつて自らが背負った螺ら旋せんの象しよう徴ちようをなぞり、つぶやいた。

「新たな使徒は螺旋の力魅み入いられしもの、さて」

　誰に問いかけたつもりか、しかし返事はない。それでも、そこにいるのは気配で分かる。回る螺旋の気配で。

「あいかわらず、何を考えているのかわからん奴」

　もはやそれは言うだけ無む駄だなことのように思えたが、それでも、放っておくわけにもいかぬ。

「我らの竜以外のものが時空に穴をうがつかも知れぬのだぞ？」

「……」

　答えは返ってこなかったが、ただ螺旋を振ふり回す気配だけが強まった。







第四章　栄光は誰のために







「少し、よろしいですか？」

　使徒任命以来、魔法少女はちょくちょく二人の部屋を尋たずねてくるようになった。小屋というより、内部はすでに模型部部室異世界分室以外の何者でもなくなっていたが。

「はいはい、今度は何ですか」

　半はん鐘しようが鳴らない以上、敵てき襲しゆうではない。勇者としてドリルをふるった後、皆みなから感謝されてご馳ち走そうが出るわけだから、いっそ鳴ってくれてもいいのだが。

　そうでないならば工作の依い頼らいであろう。模型の腕うでを、フィギュアみたいな美少女から頼られるのも、やはり嬉うれしい。

　が、少女のご指名は、轟ごうではなく竜りゆう一いちのほうであった。

「またですか」

「ごめんなさい、でも君だと、勝手に変えちゃうから」

「俺のほうがかっこいいの作りますよ」

「人に見せるものじゃないので」

　と、少女はいつものように笑っていたが、いつものとおりでないことは轟にはもう解っていた。

　こやつ、こないだの失敗で、かえって気を遣つかわれているのではあるまいか、と竜一をにらむ。うっかり少女の保護欲をかき立ててしまったのでは。

　いかん、そんなうらやましいことは許せない。というか、戦って勝ったのは俺ですよ？　と轟は言いたかった。が、少女を振り向かせるべく呼び止めようとしたその矢先、

「正確に作ってあげないから、なんでしょ」

　何故か翠みどりまでが向こうのカタを持って、こつんと頭に堅かたい物をぶつけてきた。ころんと落ちてきたのは、木製の機械部品。

「んだよ、投げなくてもいいだろ」

「よくありません。キチンとすべきはキチンとしなさい。おじいちゃんにも言われたんでしょ！」

　翠は部品を取り上げ、それをわざとらしく図面の上に置いた。

　原寸図なのに、あきらかに大きさが違ちがっていた。

「気が付けばほぼ１／[image: ]なんて、模型誌でもよくやってるがなあ」

　いまひとつ寸ずん胴どう短足なロボットをかっこよく改修したら、設定身長換かん算さんでスケール違いになってしまう、なんてことは、最近はともかく旧作キットではよくあることだった。

　こんな時、パーツの改修工作はなにより感覚が頼たよりだ。あっちをのばし、こっちを縮め、とやっているうちに現物あわせで全体が出来てくる。

　ただし、そんなことが許されるのはキャラクター物の場合にかぎる。で、そういうのが身にしみついた轟が、いつものそのノリで削けずりだしたら、「精度が低い」と老人に突つっ返かえされた。それが、この部品だ。

　モデラー的には、かなりの屈くつ辱じよくと言えよう。

　まあ、ジジイに不評なのはまだ耐たえるとしても、魔ま法ほう少女までが何故あいつばかり。

「でも、神しん殿でんの飾かざりなんて、かっこよくてナンボだと思わんか。えらい人にはやっぱりわからんのか？」

「飾りなら、まあ、そうだけど」

　と、今度は同意するように見せかけつつ、しかし翠は容よう赦しやない。

「でも、ただの飾りじゃないんでしょ、あれは」

　そのとおりだから、グウの音も出ない。戦せん闘とう時に適当にぶん回してぶつけても何とかなるドリルと違って、魔法に使う螺ら旋せん紋もん様ようはそのパターンによって効果が変わってしまうらしい。適当に作ると、違う魔法がかかったり、かからなかったりしてしまう。

「お前だって、ウレタン混ぜるときは適当というわけにはいかんだろうが」

　という竜一のたとえで、ようやく理解はしたが、しかしポリパテくらいには融ゆう通ずう利かないのか、と勝手なことを言う。

　ちなみにポリウレタンの混合は重量比で１：１、結構シビアだ、念のため。

「んで？　い……今いま居いさんは何しに？」

　気を抜ぬくとつい、委員長と呼んでしまいそうになるが、といっていきなり翠と呼ぶわけにもいかない。

「別に、あんたたちが……ううん、いい、理り屈くつがいるもんでもないでしょ」

　どうやら、理屈をつけようとしてしまったらしい。それはつまり、いつもの委員長のようにふるまおうとして、慌あわててやめたということだろうか。

　今居翠と名乗ってしまったから、必死に？　どっちが彼女の本音なのだろう。

「……なあ、帰ったら模型部入らね？」

「なんでそうなるのよ。模型なんて……」

　なんでなのか、それこそ理屈は轟にはなかった。ただ、委員長でない今居翠を、もう少し見ていたいのかも知れない。萌もえはしないとしても、何となく。

「うちはべつにドール系でもかまわないよん。あ、イベント出るときは、先せん輩ぱいに言って出展内容加えてもらわないとな」

「……ほんと、都合いいことしか考えてないのね。ばか？」

　翠はいつもの人形を抱かかえて、すたすたと出て行ってしまった。いつまでもおそろいにしてもらえない人形が、妙みように寂さびしそうにうつむいていたと見えたのは、気のせいにもほどがあろうか。




　が、信しん頼らいを得つつあるかに見える竜一も、なにもかもがうまくいっているわけではなかった。

　いや、部品の精度に関しては、発明家からも

「うむ、合格」

　と太たい鼓こ判ばんを押おされたし、儀ぎ式しき用の透すかし彫ぼりも魔法少女の指定どおりに仕上げていた。ある意味、原型師としてはプロと認められたに近いだろう。ちなみに彼が考える「プロ原型師」とは、○・○一ミリ単位で旋せん盤ばんやフライスをも駆く使しする仕事であって、感性まかせにエポパテをひねるタイプではない。

　その意味ではたしかにここでは右に出る者はいまのところなく、使徒云うん々ぬんはべつとしても、理想的な就職先と思えないこともないのだが。

　少女は、やはり螺ら旋せん状じように並べたその真ん中でくるりと回り、巻き付けたリボンを振ふり回したりしながら、空間に呪じゆ文もんを刻んでいく。村長兼けん魔ま術じゆつ師しというより、シャーマン兼けん女王という古代にはよくあった役職なのではなかろうか。

　どうやらあのリボンも、長さや書かれた紋もん様ように規則があるらしい、と竜一はさすがに見切っていたが、同時に、もう一つ余計なことにも気づいた。

　今回納品したレリーフは、いつもより直線的に、しかも一つの流れではなく、二本の流れが交差するように置かれていた。

　そのパターンは、あえて言えば卍まんじ型がた。いや、巻き方向からいえば逆側である。

「これ、何か特別の意味があるのですか」

　竜一の問いに、少女は踊おどり終えるまで答えず、といって踊り終わっても、はっきりしたことは言わなかった。ただ、

「あなたにとっては、何か他のと違ちがう意味があるのですか？」

　と怪け訝げんそうな顔をしただけであった。

　もちろん、ないと言えばウソになる。ただしスケールモデラーである竜一にとって、それは由来やオカルト的な意味よりは、歴史上のごく一時期、プラモの格好のネタを生み出した特定の国家体制を意味する。

　具体的に言えば、軍ぐん曹そうの時代ということになる、が――

「余計なことは聞かんでいい」

　その軍曹が、珍めずらしく神しん殿でんに上がり込んで来た。普ふ段だん、魔ま法ほう少女のそばに付いているのは騎き士しの役目だったはず。なにしろ騎士は彼女に対して、正式な臣下の礼をとっているように見える。軍曹はといえば、普ふ通つうの敬礼だけで、最敬礼はしていない。

「ちょうどいい、一軍事模型愛好家として、軍曹には体験談をお聞きしたいと思っていたのですよ」

　それは竜一にとっては本音、しかも最初からずっと抱いだいていた本音であったが、同時に聞いてはまずいことのように思っていたことでもあった。

　あえて今、聞いてみようと思ったことに深い意味はない。ただ、逆ぎやく卍まんじがきっかけになったのは間ま違ちがいない。

　軍曹は眉まゆをひそめ、

「それが、余計なことだと言うんだ」

　と、竜一の袖そでをひっぱった。

「申し訳ない、またこいつに用が出来ましてな、お借りしていきます」

　むしろこの場から引き離はなすのが目的であるような強引さであった。事実、軍曹は神殿を出るなり小声で、

「そういうコトは村の中でするな。どうしてもというなら、いずれ人のいないところでしてやる」

　と耳打ちしてきたのであった。

　途と中ちゆうですれ違った騎士には、少女に非礼があったのなかったの、ということしか言わないのに。

「とにかく、お前達はここで何をできるのか、それ以外のことは考えなくていい。他の奴やつの過去も詮せん索さくするな。あとで悔くやむことになるぞ」

「つまり、反省しなきゃならんことを、やったわけですね」

「本当に貴様は詮索好きだな」

　怒おこられるというより呆あきれられた。直接今作っている模型に必要でないことまで、いちいち細かく調べないと手を動かさない。それでよく毎回イベントに間に合うな、とは、相方にもよく言われることだ。

　だが、ジオラマ一つ作るには、そこに置かれる兵士の服装や車両の図面だけあってもだめなのだ。ジオラマにはストーリーがあり、それは戦場の史実をもとにしたものであるべきだった。少なくとも実際に「あり得た」という程度には。

　そうでなければ、乾かわかした木の根と、ヴィットマンの戦車が潜ひそむヴィレル・ボカージュとは頭の中でも繋つながらないのだ。

　詮索はして、やりすぎということはない。そう思っていた。だが、軍曹はそうは思っていないようだった。

「いずれ解る。世の中には知らない方がいいことがある。なにしろ、ここに来るのが何者なのか、我々は選べないのだからな」

　たとえば、敵国の者でも……だが軍曹は、それ以上のことをシャットアウトするように回れ右をして去ってしまった。用があると言っていたはずなのに。

「たしかに、それは理り屈くつだが……」

　首をひねり、しかしわき出る探求欲を押おさえきれず身もだえする。そんな竜一の耳に、なじみの声が意外な一言を投げ込んだ。

「あのおじさん、魔ま法ほう嫌ぎらいっぽいのに、よくやってるわよね」

　入れ替かわりに現れた翠が言うとおり、最初、軍曹はえらくけったくそ悪そうな顔をしていたではないか、村の外では。

　では、中では？　最初になにげなく言ったことを思い出した。

「なるほど、何かを押し隠かくして役割を果たすのに必死なのか。それで皆みな、名無しか」

「何か解ったの？」

　翠が何気なく尋たずねてくる。

「いや、この村を支配する理屈が少し見えてきたような気がする。ドリルのユートピアではなさそうだ、ということがね。ありがとう委員長」

　そう、いつものように呼んだだけなのに。

　委員長は、えらく不ふ機き嫌げんな顔になってぷいと顔をそむけてしまった。

　まるでさっきの軍曹のように。




　帰ったらという誘さそいは断ったくせに、翠はどういうわけか、日中――もちろん水時計基準――はほとんど模型部分室にいた。

　他に女の子の友達が出来たりしないのか、やはり仮にも仲間と一いつ緒しよのほうが安心できるのか。それにしても、普段、委員長・今居翠からはダメ人間よばわりの二人が、それでも妙みようなところを見込まれて仕事をしているのに、翠にはそれがない。あえて言えば、モデラー二人のマネージャーみたいなことが仕事といえば仕事であった。

　だから、ここの原則に沿ったとき彼女は何者かと聞かれると、二人ともどう答えていいか解らず、結局、「委員長」としか答えようがないのだが、

　翠はそれがやはり不ふ愉ゆ快かいなのか、見るからにそういう表情ばかりしている。はっきり言って、そんな顔でずっと居座られると、轟としてはちょっと、うっとうしい。

　本人がそっぽを向いていても、ドールがこっちをじっと見ている。ドールアイが怖こわいという人は多いが、その気持ちが少し解る気がする。

　彼女は始終、この目と見つめ合っているわけだ。いったいお互たがいに何を見ているのだろう？　やっぱり、自分の顔が映るだけなのか？

　といって、オンナノコが二人とも竜一のほうについて行ってしまうと、それはそれで寂さびしいから、出て行ってくれとも言わず。

　轟はとりあえず、新しいドリルの加工に専念しているフリをした。実際のところ、片手間でやるには結構面めん倒どうなものである。旋せん盤ばんで削けずりだそうにも、回したとたん材料のほうが螺ら旋せんパワーを発揮してしまうので、固定バイトでは刃が立たなくなり、結局、全部手作業で作るはめとなるのだ。

　かっこよくて強いドリルは奥おくが深い。轟はそのパーツに、押し出すようにヤスリをかけてとがらせた。これなら槍やりや鏃やじりにもなるかもしれない。

　うまく原型が出来たら鋳い型がたに回して金属化し、発明家のジイサンに見せつけて見返してやる。用よう途とはともかく、手順はレジンキットと変わらない。

「どう、格好よかろ」

　ペーパーをかけて磨みがき上げた原型を、翠に見せる。

「そうね」

　気のない返事しか帰ってこない。

「これさ、青銅で量産したら、その人形の髪かみ飾かざりにも使えないかな」

「やめてよ」

　不評なようだが、まだしも気の入った拒きよ否ひではあった。

「髪かみがドリルなんだから、アクセもドリルでいいと思うがなあ」

「別にこの子、戦う設定じゃないし」

「いや、だから飾かざりだって。どうせなら、おそろいでい……今居さんもつける？」

「なんで、そうなるのよ」

「最近、その子とおそろいの格好しないなあ、と思って」

　翠はしばし黙もつ考こうし、それから

「……この服につけるならシルバーがいい」

　珍めずらしく、いやたぶん初めて、そんなことを言ってきたのであった。なんだか、ねだられているようでもあるが、轟は意表をつかれ、それからふとマジメに考えた。

「銀か、たしかにかっこいいな。加工も楽だが、あるかな。誰のところで使ってる？」

「そりゃ、飾りを一番たくさん使うとこでしょ。神しん殿でんとか」

「なるほど、じゃ四つ分、なんとか分けてもらえないかな。あー、あっちの仕事がとれてればなあ！」

「あるけど？」

「ある？」

「正確には村人のみんなが言ってるんだけど、女神像が欲しいって。ていうか、今日はそれ伝えに来たんだけど」

「なんだとっ！　何故それを先に言わない」

　轟は思わず、翠につかみかかりそうになって、間に挟はさまったドールと目が合い、びくついて止まった。翠は分身の後ろから、おそるおそるのぞき込むように答えた。

「二人揃そろってからと思ったんだけど……あ、もしかしたら向こうで直接聞いて、受けちゃってるかもね」

　それは抜ぬけ駆がけと言わないだろうか。いや、機械のことならともかく、フィギュアだったら互ご角かく以上に勝負できるはずだ。あれには精度はいらない。

「あんたじゃ人体デッサンも外しそうだからじゃない？」

　翠はまたまた、容よう赦しやなくひどいことを言う。しかし轟はそれを別の意味でとらえた。

「デッサン？　まてよ、まさかその女神って、モデルあの魔ま法ほう少女なんじゃ？」

「さ、さあ、そこまでは」

「それで、正確な模型にするために、とか言ってあの子を脱ぬがして……」

「なんでそうなる」

「しかし芸術のため、いや神に捧ささげるためと言ったらあの子も騎き士しも断れず……」

　ガタン。

　翠が、荒あら々あらしく立ち上がって部室のいろいろなモノを連れん鎖さ的てきに倒たおす音が、轟の妄もう想そうを断ち切った。

「ちょっと、見てくる」

「気になるんだ、やっぱり」

　轟としては、竜一のやつが翠と魔法少女に挟まれてハーレム状態になったら嫌いやだから呼び止めた、それだけのつもりだった。だが翠はメガネのレンズを押おし上げ、きっと睨にらむように見下ろし、むきになっているのを隠かくしているとしか思えない、わざとらしい調子で反論した。

「あっちのほうが、まだしも役に立ってるからついていたいだけよ！」

　それから、どたどたと大おお股またに部室を出て行こうとして、最後に一度だけ振ふり向いた。

「さっきのあれ、やっぱりいらないから。私……

　バカみたい、そんな、偽にせ物ものに必死になって」

　それから、ぷいとあさってを向いて、そのまま走り去ってしまう。

　取り残された轟は、手にドリルを持ったまま、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。一体、何かまずいことでも言ったのか、さっぱり心当たりがない。

　偽物って、何が、何の？

　それに……と、本当は翠も見ていたはずの、特とく撮さつのドリルロボ（木製フルスクラッチ、うろ覚え仕様・未み塗と装そう）を手にとってみる。

　もとから虚きよ像ぞうなのに、何を言ってるんだ？

　しかし、面白くない。なんとも面白くない。一体どうしてくれようか。

「ちょ、ちょっと待て、俺も行くから！」

　とにかく、一人勝ちは許し難い。勇者よりモデラーのほうがここではモテるというなら、モデラーとして決着をつけてやらねばなるまい。




　けれどそれなら、翠を引き留める必要は本当はない。




　実際、竜一は一足先に神殿で、魔法少女から直接依い頼らいを受けていた。もちろん単独指名ではないが、あの戦い以来、妙みように気を遣つかわれている気がするのも確かだ。

　いや、理り屈くつではたしかに適材適所という言葉があるのだが、それにしたって、轟も本来はモデラーだし、竜一自身だってあのままで終わる気はない。

　データさえそろえばおのずと答えは出るのだと、現実のあらゆるマシンが示している。それに、データという点では、今度の依頼にもすぐには飛びつけない。

「できればモデルが欲しいところですが」

　ちらり、と魔法少女のほうを見る。相方と意見が一いつ致ちするのは非常に不本意だが、いま皆みなが求めているイメージに一番近いのは、やはり、この少女だろう。

　と思ったら、背中にちくりと鋭するどいものを感じた。きわめて即そく物ぶつ的てきに。

「何を考えている」

　騎士は、ちゃんと剣けんも持っていたらしい。ねじれているのかどうかは、この体勢では解らないが。

「やはり、ダメですな」

「当然だ。そうそう人前に肌はだをさらせる身分ではない」

　ふだんから半分以上さらしてる気がしないでもないが、突っ込むと刺さされそうなのでだまっておいた。本当に、いちいち息苦しい村だ。

「あ、あの」

　唐とう突とつにトビラが開き、息せき切って飛び込んできた翠が、せっぱ詰つまったような声を上げた。

「ど、どうしてもモデルがいるなら、わ、私、考えなくもない、けど」

　やりたいんだか、やりたくないんだか。竜一はじっと翠を見つめ、改めてそうされると恥はずかしそうに人形で身を隠そうとする翠に、内心では「それでモデルが務まるか」と思ったものの、口にしたのは別の指し摘てきだった。

「委員長をモデルにして、皆さんの希望にそうかな？」

　内と外を間ま違ちがえた。しかし、実際のところ翠で良いのなら、いまごろ村の人気を二分する地位に立っているはずだろう。村の男があまり寄りつかないのは厳然たる実証データである。

「し、し、失礼ねあんたも！」

　翠は予想通りの反応をしつつも、二度と人形を振り上げたりはしなかった。が、そのかわりはしたなく、スカートを舞まい上あげて腹にキックを一発。

　軍事知識はあっても軍事教練は受けたことのない竜一は、ぶざまに吹ふっ飛んだが、螺ら旋せんの力は入ってないので、まだしもマンガチックにはならずにすんだ。

「ぬはは、なっちゃいねぇぜ！」

　無む駄だな高笑いとともに、神しん殿でんに乗り込んできたのは、まあ、聞くまでもなく奴やつに決まっていたので、うずくまるのに精せい一いつ杯ぱいの竜一はわざわざ振り向いたりしなかった。




　実際、轟は呼ばれなくても、真ん中までしゃしゃり出てきたのだし。

「……何しに来たのよ」

　代わりに聞いたのは翠だった。微び妙みように気まずそうに。モデルに名乗り出たことを知られたくなかったのだろうか。

　にもかかわらず、轟はまったく空気を読まず、魔ま法ほう少女に向けて言い切ったものだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、女神像のことは俺にお任せください」

「言っておくが、そういう口実で言い寄ろうとしてもムダだぞ」

　騎き士しが、さっきまで竜一に突つきつけていた剣の切っ先を向ける。轟が一いつ瞬しゆん、「ちっ」とつぶやいたのは本音だ。

「大丈夫、俺ならこいつのよりみんなの望みに近いのを作れます」

「だからって土ど偶ぐうにするなよ」

「いくら俺でもモデルがいりゃ、デッサンくらいとれるさ。あえて外してるだけだ」

　半分ウソというか負まけ惜おしみだが半分は本当。そして、うろたえる翠の前につかつかと近寄り、なれなれしくも両りよう肩かたをがっとつかんで力強く言い切った。

「モデルはこっちで十分！」

「……」

　翠が息をのみ、頬ほおを染めた――というのに、そのあとがまずかった。

「体型は想像力で変えますから！　足りない分はサービスで大・増・量！」

　――インパクトも大増量された。翠はもう、スカートがめくれあがるのもかまわず、跳とび蹴げりにヒネリまで加えてくれたのだ。

　轟がマンガチックに吹っ飛ぶのはもう二度目。これなら翠も立派に、螺旋の使徒と言えるのではなかろうか。

　むろん、騎士は呆あきれたに違ちがいなく、大げさに天を仰あおいでいた。魔法少女はというと、これも笑いをこらえるふりをしつつこらえきれず。どうせ普ふ段だんから笑ってはいるのだが。

「いいんじゃないですか、その、躍やく動どう感はとっても出そうで」

　誰に対しても何のフォローにもなってないことを言う。

　だが、本当に予想外だったのはそのあとの、翠の行動だった。彼女は、魔法少女をも蹴けり飛ばしかねない勢いで迫せまっていったのだ。

　むろん、騎士が慌あわてて剣けんをその前に突き出す。が、その寸前でぴたりとは止まったとはいえ、翠が臆おくしたようには見えなかった。

　少年達にとっては、これぞ委員長、という感覚だったが、本人の意図はそんなことではなかった。じろりと横目で騎士を睨にらみつける。

　最初に救ってもらったとき、馬上でうかれていたのがウソのように。

「解ってるのよ、私がレディでもお姫ひめ様さまでもないことくらい」

　それから、おもむろに視線を、魔法少女に戻もどす。

「最初からこんなのがいれば、比べちゃうでしょうよ。私がなに着たって、これに勝てやしないわよ！」

「あの……［委員長］さん……？」

「委員長って呼ぶな！」

　翠が叫さけんだ。

「やりたくて委員長やってたわけじゃないし、だからってお姫様やったって所しよ詮せん偽にせ物ものだし、それで、一体私にどうしろと？」

「すいません、私、何か失礼なことでも……」

「何も？　ええ、あなたは別に悪くないわ、なにひとつ。そんなこと解ってる。だからこそ、そこが気に入らない。みんなで偽にせ物ものにかまけて、私にはその偽物になることさえ許さないくせに、あなただけ本物でございって顔してるのがただ気に入らないの」

　それは――どう聞いてもそれは翠の八つ当たりで、少女に対する嫉しつ妬とでしかなくて、しかし、見苦しいとか痛々しいと片づけるには、洒落しやれにならないこと、みたいだった。

　もっと、解ったような顔をしていたのは竜一で。

　さらに焦あせりを隠かくせなかったのはなんと騎士の奴で。それこそ［騎士］という身でありながら、一女子にすぎない翠につかみかかろうとした。

　が、一番、全て悟さとっていたのは多分、彼女で。

「下がりなさい、ハイドリッヒ！」

　魔法少女の口から出たのが、おそらく、初めて聞く騎士の本名であった。

「なんということを、それは――」

「あくまで騎士だというなら、女の子に手を挙げてはいけませんよ、ね？」

　すぐに笑顔を取り戻しながら、しかし魔ま法ほう少女は、リボンを巻いた右手を騎き士しハイドリッヒに向けた。差し出したというよりは、突つきつけた。

　騎士は剣しか持っていない。少女があの腕うでをかるくひねるだけで、鎧よろいもろとも吹ふっ飛ばされるかもしれない。ここはそういう世界だ。

　ハイドリッヒはやむなく剣を収めて引き下がり、しかし、翠に対する警けい戒かいをとかない。女の子同士、とっくみあいになったってどうということは、と思ってから、轟はやっと自分の間ま違ちがいに気づいた。

　翠はいつものゴスロリ人形を抱だいている。髪かみはドリルのまま。ここでは、あれだって何の力を発揮するか解ったものではない。

　そして本人は、たぶん、そんなことに気づいていない。

「さて、ではお開きにしましょうか。あんまり殿との方がたの前で見せるようなものでもありませんし」

　こちらは解っているのかどうか、魔法少女は委員長に自ら近づいていく。

「この続きは、男の子のいないところでしましょうか、ね？

　女神様のことは、そうですね、二人とも作ってもらって、みんなに選んでもらうということで。もともと、そのつもりだったんですけどね、ではがんばってくださいね？」

　脅きよう迫はくするような笑顔。どうやら、追い出されるらしい。ある意味助かった、というのが男子三人の一いつ致ちした意見ではなかろうか。
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　翠はうなずき、そして一度だけ、ちらりとこちらを振ふり向いた。

「今居　翠」と名乗ったときの、あの感じに少し似て、でも一つだけ決定的に違ちがうのは、レンズの向こうから、一筋、

　とてもありふれているのに、模型ではとても作りにくいものが流れたこと。

　それでも、なお……モデラーにできることは、他にいくつもはない。







　もちろん、対たい抗こう意識を燃やしたところで部室は一つ、しかも大作ともなればそう一日二日で出来るものではないので、作っているそばから相手の目には入る。

　その時点で、お互たがいの制作方法はモロバレだったが、だからといってどうするでもない。そもそもやり方がまったく違うのだ。

　轟は、とりあえず簡単なイメージ画を描えがいただけで、即そく、粘ねん土どをこね始めた。芯しんも粘土で作り、上から肉をつけていく。ポーズを変えたくなったら容よう赦しやなく折って付けなおせる。そうやっていくうちに、当初の予定よりまた一回り、胸に至っては二回りくらい大きくなりつつあったが、まあ、そんなのむしろみんな喜ぶに決まっているので気にしない方向で。

　一方、竜一のとった方法は結局、手持ちの他のフィギュアの拡大・ポーズ換がえであった。早い話、改造人形コンテストの延長だ。改造で雛ひな型がたをつくり、それを見ながら大きい物を作る。モデルがいない分、元フィギュアはリアル系でデッサンのしっかりした女性兵士を選せん択たく。こんなことならずばり古代系メタルを買っておけば、と、そこだけは一いつ瞬しゆん後こう悔かいしつつ、イメージソースは米軍爆ばく撃げき機きのノーズアートに求める。

　同じく粘ねん土ど製せいだが、こちらは芯を木で組んでいる。ポーズ換えにはノコギリが必要になるが、最初の設計がしっかりしていれば変える必要はないので気にしない。

　交流といえば、横から轟がのぞき込むたびに

「どうせなら、もっとチチをでかくしろよ」

　と言うくらいだが。

「委員長よりはちゃんとあるぞ。かくいうお前のは筋肉の流れがおかしい」

　竜一も反論には容赦がない。

「そんなこと誰が気にするか。ソレとお前……」

　轟がふと一瞬だけ手を止めた。

「まだあいつのこと、委員長って呼ぶのな」

　あれ以降、翠は部室に戻もどってこない。魔法少女との間で何があったのか、とくに悪い噂うわさは聞こえてこないが、いつもの視線がないのはなにかが抜ぬけ落ちたようで、物足りない。せめてあの人形がいるだけでも、違ってくるのだろうに。

　竜一は、そんなことを気にしていないかのように、あっさりと答えた。

「ここの法則に沿っても、我々にとってもそう呼ぶしかない理り屈くつだろう。それに」

　今度は竜一が聞き返す番。

「なんで彼女は、お前にだけ名乗ったのか、それがわからん。何か特別なことでもあったか」

　その瞬しゆん間かんまで、轟はよもや、翠が竜一には名乗っていないとは思っていなかった。

　何故かと言われれば、あのとき、あんな翠の姿を見たのが轟だけだった以外になく。

　そのときの彼女はたしかに、ゴスロリのお嬢じよう様さまでも委員長でもない、「うちの子」を愛めでる一人の女の子、今居翠だったからで、

　あれは、今にして思えば、それなりに可愛かわいかった。

　可愛い？

　普ふ段だん萌もえとか燃えとかエロとか、そういう言葉ばかりで話していて、いちばん普ふ通つうな言葉をすっかり忘れていた。だが、それがよりによってあの「委員長」に対して出てくるとは。

　それを他人にはまだ見せていなかったとは。

　…………

　余計、負けられなくなった。どうしよう。単に誇こ張ちようしたプロポーションにするだけでは、勝ち目が薄うすい。

　もっと皆みなにアピールする何かを加えねば。そして轟はひとつ思い当たった。

　どうせなら、誰もが驚おどろくようなやつを作ってやる。だとすれば、ここで誰もが恐おそれる、いちばん強そうな――

　そういえば、あのドリル地底怪かい獣じゆう「螺ら旋せん竜」は、あれっきり、どこに行ったのだろう？




　とっておきの鉛板を三角形に切り出し、とがらせてから、これぞという角度のドリルに巻き付け、ゆっくりと回して引き抜く。これで芯のない、ねじれたドリルができる。

　たしか全身もねじれていた気がするから、木から一いつ刀とう彫ぼりで削けずり出すのは無理だろう。分割してつなぐか、芯に針金をつかって粘土か？

　均等にウロコで覆おおわれていれば、その影かげに接続を隠かくすこともできるが、さて、どうであったか？

　あれ、あいつに手足ってあったっけ？

　今になって思い出そうとすると、よく思い出せない。覚えているのは、ドリルを向けられたときの圧あつ倒とう的てきな恐きよう怖ふと、そして、

　カッコ良かったという印象だけ。

　尻尾しつぽのほうなんか、そもそも見えてなかった。

　ならば、ならばそう感じた通りに作ればいい。誰が困るわけでもない。まして、竜一に聞くわけにはいかない。

　圧倒的に恐ろしく、圧倒的にかっこよく、ドリルを、ドリルを。

　カッターの切っ先が木目を荒あら々あらしく逆立つ突とつ起きを削りだし、水ペーパーが牙きばを輝かがやくまで研ぎ、粘ねん土どの乾かん燥そうを早めるべく、太陽の力を集める。

　ひねれ、土くれを、鉛を。突つき抜けろ、木を、石を。

　その全てをもって、螺ら旋せんとなせ。




　だが、それなのに――

「痛ッ」

　木のトゲが、暴走していた指先にチクリと刺ささった。

　いや、何かが最初から刺さったままだった、そんな気がする。それは……

「おい、偵てい察さつに出るぞ、武器を持て」

　思考を中断するのは、いつだって無ぶ粋すいな現実だ。しかも翠ではなく、軍ぐん曹そうのむさい顔。

「締しめ切きりが近いのに、勇者も継けい続ぞくだもんな、どっちかにしてくれ」

「最初に、俺は勇者だとか喜んでいたのは誰だ」

　やれやれと竜一も作業を中断するが、軍曹は「そっちは別件がある。発明家のジジイがお呼びだ」と告げた。

「……またか」

「しかし、そういう用ならいつもは……」

「俺だって伝令走らせたかったが、委員長女史は姿が見えないのでな」

　未いまだに魔ま法ほう少女と二人きりなのか。そう思うと気が気でないのは、はたして轟のほうだけなのだろうか。

　どっちを心配してるのか、より、この場合は妄もう想そうが先走りすぎて少々ナニだが。







　そういう数々の妨ぼう害がいを乗り越こえて、二人の女神像はほぼ同時に完成した。地底に並ぶ者無きモデラー勇者として、その得意の絶頂を味わう、まさに晴れの舞ぶ台たい。

　売れないイベントなんか目じゃない、ハズ。動員数と照明で譲ゆずっても、注目度はなにしろ百パーセントだ。

　まず竜一の女神がベールを脱ぬいだ。

　しばしの沈ちん黙もくと、嘆たん息そくの後――

「もっとチチをでかくしろよ」

　予想外に、村人から一いつ斉せいにそんなブーイングが上がった。誰も、デッサンの正確さや表情のリアルさを気にしない。

「何故真っ先にそういうことに」

「それはですねー、みなさん豊ほう穣じようの女神を期待してたからだと思いますよ」

　作らせた張本人が、困ったような微び妙みような笑顔を向けた。

「そうでしたっけ」

「ええ、やっぱりここは決して豊かな土地ではないですからね。それに、地上のふつうの村と違ちがって、人の数や比率はいつどこに穴が開くか、きっぱり、螺旋竜しだいですから。次元を曲げる魔法がどこかにあるとも言われてますが、私たちにはどうすることも。

　だから、せめて今のこの村が少しでも豊かになるようにって思ってるんですよ」

「しかし、そうは言っても、ギリシャ彫ちよう刻こくだってそんな極きよく端たんなデフォルメはかかってませんが。というかリアル系ですし。あまり極端にやると土ど偶ぐうとかになってしまいますが」

「土偶の時代の人も来てますけど？」

　その可能性は完全に忘れていた。というか、魔法少女の時代は本気でまだ解らない。

「それと、よく出来てはいますけど、そういう女神ですから、柔やわらかさとか躍やく動どう感とかあったほうが……なんだか固い気がするんですが」

　それは竜一も少し気にしていた。なにしろ別のフィギュアを参考にポーズ換がえしたものだから、どこかで流れがとぎれている。むろん改造人形コンテスト上位のプロは、そんなもの気づかせもしない技術を誇ほこるが、竜一には自分の限界がかいま見えてしまった。

「ぬはは、ざまぁねぇなあ」

　例の調子で、轟は高らかに笑った。なにしろ村の皆みなさんと同じコトを言っていた男だ。妄想力で増強したバストサイズには自信がある。

　もちろんそこだけムダにでかくしてもバランスがとれないくらいは考えたので、総体としてものすぐこメリハリのきいたエロいプロポーションに仕上がったはずだ。

「どうだ、とくと見やがれ野や郎ろうども！」

　意い気き揚よう々ようと見せびらかして、「ほぉ～～」と声が上がったまではよかったが――

　あとが続かない。

「どうした、嬉うれしくないか」

「いや、嬉しいといえば嬉しいが」

　という声に続いて

「あのー、でもこれをこの方の前で眺ながめるのは恥はずかしいんですが」

　そこそこ近世らしい格好の人の視線が、像と、その元ネタっぽい本人の間を行ったり来たりしていた。

　意外やそこには、翠の姿があった。いや、魔法少女がお披ひ露ろ目めに現れているのだから、一いつ緒しよでも不思議ではない。

　だが、気軽に「お久しぶり」とか言える雰ふん囲い気きではない。その顔は真っ赤になって、肩かたはふるふると震ふるえていた。

　あ、また髪かみドリルにしたんだ。

　まず轟はそこに気づいたが、いやそれより理り不ふ尽じんなのは。

　――俺はこいつをイメージした覚えはないはずだぞ。何故似てると思われた？

　無意識のうちに似せていた？　そりゃ確かに、あのあとで魔法少女様を作るつもりにはならなかったが。

　どっちにしろ、首から下はどっちにも似ていないし、服なんか似せる以前に着せてなかったし、ポーズもコスプレ時でさえ翠がとったはずのないもので。

「改造人形でさえない、むしろアイコラみたいだぞ」

　竜一が指し摘てきする、そのまんまな感じになっちゃっていた。しかもコラ元は多分エロゲ。

「いや、まて、話せばわかる。ほら、みんな喜んでいるじゃないか」

　じりじりと迫せまる翠に、轟はなさけなく弁明した。だが、民衆はときに非情であった。ある意味、竜一に対するより致ち命めい的てきに。

「でもこれ、単純にいって上手くないよな」

　背後から心臓をぐっさり突つき刺さされ、轟はぎこちなく振ふり向いた。

「いま、何て？」

「いや、つまり見られるのは顔とかチチだけで」

「ていうかお前これ、どう見ても中に骨格ないし」

　芯しんからぼっきり折っては繋つなげてを繰くり返しているうちに、どこかいろいろおかしくなったのに、部分を作るのに夢中になって基本がおろそかになっていたらしい。言われてみれば、鎖さ骨こつのくぼみはフェチ的に作ってあるが、上げた肩とつながっていない……

「不覚……ッ！」

　がっくりと膝ひざをつく轟に、翠のパンチやキックが炸さく裂れつしなかったのは、さすがに不ふ憫びんと思われたのだろうか。

　それにしては、恥ずかしそうに、ドールで顔を隠かくしながら腹話術みたいに皆に語りかける、その内容は容よう赦しやなかった。

「というわけでー、このバカ達の作品は二つともボツということで、いいかなー？」

　幼児番組のおねーさんみたいに、人形の手を振って聴ちよう衆しゆうに呼びかける。機き嫌げんを損ねるのを恐おそれたのか、皆、黙だまって一いつ斉せいにうなずく。

「ま、待ってくれ、これで終わりじゃないんだ！」

　と、轟は慌あわてて、披ひ露ろうのきっかけさえつかめずスルーされた包みを開ける。

「こっちとセットにして、村の守護神、戦う女神像になるんだよ。どうだ、この迫はく力りよくにひれ伏ふせ！」

　箱から出てきたのは、もちろん、今朝まで作っていた入にゆう魂こんの一作。全身をドリルとして振りかざし、全てを破は壊かいする怪かい獣じゆうの姿だ。

「これは……」

　人々が一斉に身を乗り出す。翠も、ドールの後ろでちらりと横目に見つめてくる。いい感じだ。

「どうだ、格好良かろ？」

「ああ、まあな」

　……どうしたということだ、どうも反応がにぶい。もっとこう、嵐あらしのような大絶賛を期待していたのだが。

　いや、それはあまりにうぬぼれすぎとしても、もう少しテンションが上がってくれないものだろうか。

　魔ま法ほう少女は……何故か、ものすごく困った顔をして作品をまっすぐ見ていない。何故だ？

　しばし鑑かん賞しようしたのち、皆みながそろって口にしたのは

「で、これは一体、何？」

　であった。思わず、膝ががくりと抜ぬける。

「見てわかんねーのかよ、あれだよ、怪獣！　ドリルの！　螺ら旋せん竜とかいうやつ！」

「ああ、言われてみれば、こんなだったような気がしないでもないような」

　めちゃくちゃ歯切れの悪い竜一の返事は、どうせ落ちるとき見えてなかっただけだろうから、まあ無視するとして。

「まったく似とらん」

　と、立ち会いのハイドリッヒが一刀両断、それきりプイと無視しようとしたのは、気に入らない。なるほど、翠の気持ちがすこし分かったと、勝手に思った。

「似てない？　この出来を見て言うことはそれだけか」

「似ていないのだから仕方ない」

「資料資料とうるさい誰かみたいなこと言ってくれるな。まあ確かに？　うろ覚えのところとかよく解らないとこもあったけど、そこはそれ、イメージ優先で！　むしろ本物より強そうになってるハズ！　わかってないな」

「解ってないのは、お前だ！」

　ハイドリッヒは突とつ然ぜん激げつ昂こうするや、言葉ではなく文字通り剣けんで一刀両断、作品を叩たたき切った。むしろ打だ撃げきと言うべき西洋剣の一いち撃げきは、ここ数日の労苦をいともあっさりと、ただの木片と粘ねん土どに還かん元げんしてくれた。さすがに会場がどよめく。

　翠の時と違ちがって、魔法少女は止めようとさえしなかった。

「てめぇ、何て事しやがる」

　とっさにドリルを構えるが、騎き士しの剣のほうが早い。びたりと切っ先を向けられて動けなくなり、そのまま、ぺたんと尻しり餅もちをつく。

　たとえ螺ら旋せんのかかっていない剣でも、ただの人間くらい殺すのはわけない。

「何をするとはこっちのセリフだ。あんなものが螺旋竜だと、本物より強そうだと？　ふざけるな、あんなものが相手なら、私はとっくに倒たおしていただろう！」

　騎士ハイドリッヒの目は、あまりにもひややかで、ドールアイでも入っているのかと思うほど。

「それとも私の命を賭かけた戦いは所しよ詮せん貴様の寝ね言ごとと同程度だと言いたいのか？　ふん、私に言わせれば、こんなものはただの偽にせ物ものだ！」

　ハイドリッヒは鉛なまりのドリルがついた竜の頭を、板金の靴くつで踏ふみつけた。粘土の粉が飛び散り、鉛板が平面に戻もどる。

「貴様自身も偽物でないことを祈いのるぞ、螺旋の使徒。次にやつと出会ったら、そのときはせいぜい、よく見ておくことだ……命を拾えたらの話だがな。

　とにかくこれ以上、我々に不ふ愉ゆ快かいなものを見せるな！」

　言うだけ言って、ハイドリッヒは剣を収め、どこかへ行ってしまった。会場はしんと静まり返り、その間、轟は立ち上がることもできなかった。

「……畜ちく生しよう、なにが偽物だ、そんなもん模型に言ってもしょーがねぇじゃねーか！」

「いや、似てないんだから、仕方ないだろう」

「じゃあお前なら、どう作るってんだよ」

「今は作らないな。なにしろ資料が足りん」

「言うと思ったぜ」

「だが、資料だけあっても、あやつを納得はさせられまいな……」

　竜一が、突っ込まれるまでもなくそんなことを言い出したので、轟はおや、と思った。おそらく、自分もボツをくらったので、自信が持てないのだろうが。

　いや、考えてみれば、戦いで活かつ躍やくしそこねた分も造形に賭けていたのだから、最後の拠より所まで失ったのはむしろ、こいつのほうか。

「……で、いつまでそうしてるんだ？」

　言われるまで、なお、轟はへたりこんだままだった。

「もしかして、腰こしが抜けたか？」

「うるさい、本物がなんだ」

　だが確かに、本物の武器を向けられることには、慣れたとは言えない。

「それでは、今回の品評会はここまで。次回作にご期待ください」

　ドールに腹話術をやらせ、手まで振ふらせながら、最初に「偽物」と言った少女の本当の視線はずっと、違うところを見ていた。







「信じられます？　初めて会ったとき、あの人、私を殺そうとしたんですよ？」







第五章　ＰＩＴ ｏｆ ＰＥＲＩＬ







　帰ってくるなり、どっと疲つかれて、二人の使徒は部室にひっくり返った。そして数日、半はん鐘しようが鳴らないのをいいことに、そろって引きこもり続けた。

　女神像なんて、無くても村がどうかなるわけではない。なのに、いや、なればこそ。

「めげるなァ……くそう」

「このまま引き下がるのは、癪しやくだな」

「そうか、お前にもこの気持ちが少しは分かったか」

「俺は剣けんでぶっこわされるほどではなかったがな」

　そのかわり、今吹ふっ飛ばした。螺旋パンチでえぐりこむように以下略。

「考え無しに力を使うな！　また軍ぐん曹そうあたりにどやされるぞ」

「そういうお前は考えすぎなんだよ。いままで客に媚こびたことなんかないくせに、慣れないこと考えてるからドツボにはまるんだ」

「貴様にだけは言われたくない。そうか、底辺のままだからドツボにははまるべくもない理り屈くつか」

　竜りゆう一いちはせっかくの心こころ遣づかいをふみにじったようでいて、しかし殴なぐり返かえしてはこなかった。その竜一の前にかがみ込んで、轟ごうは小声で、にやつきながら尋たずねた。

「だいたい、お前にだって好みの体型とかあんだろうがよ。そのとおりに作ればいいじゃねえか」

「そうしたつもりだったがな。モデルがいてくれれば完かん璧ぺきだったが」

「いや、いなくたってそう厳密に考えなくても……まあ、現状、選せん択たくの余地がないってのは同情するがな」

「まあ、たとえ今いま居いさんでも、実際に目の前で脱ぬがれたら、こっちも冷静ではいられまいが……お前、見たことあってああしたのか」

「んなわけあるか。体育のスク水までだなあ」

「そのとおりに作ってやれば良かろうに？」

「それじゃみんなが萌もえないだろ……いやレベル低いわけじゃないし、ツルペタでも需じゆ要ようはあってしかるべきなんだが、あいつの場合はどうにも何か、華はながな……」

「しかし、コスプレイヤーだからな、着衣で作れば体型も問題にならないかも知れん」

「たしかに印象変わるよなあ。でも、みんなが期待してるのって結局……」

「なんだか、えらく失礼な会話が聞こえる気がするんだけど気のせい？」

　頭上から、よもや当の翠みどりが現れるとは、警けい戒かいを怠おこたった。

「ななな、何の用かな？」

「別に。あんたたちがへこんでるのが珍めずらしいから、働けって言いに来ただけ」

「そういうことばかり言ってるから、異世界でまで委員長って呼ばれちゃうんだ」

　うっかり口を滑すべらせてしまったことに気づき、轟はゆっくりと、翠の顔を見上げた。翠は、目を合わせるのを避さけるように顔を上げ、ドリルな髪かみの房ふさがふわりと揺ゆれた。

「……なに、根に持ってるの？」

「まあな、けどまあ、半分は当たってる。それに、役に立つことばかり考えるのも疲れるしなあ」

「まだ、ちょっとしか役にたってないでしょうに」

「でも、こうしてるとどうしても、意味もなくみんながびっくりするよーな物が作りたくなって仕方ないんだよなあ。なんかこう」

「目的と手段が逆転している気はするが、このまま道具作りばかりやってても、モデラーとして納得しないというか」

「だったら何か作って見せなさいよ、武器なり、もう一度女神様なり、みんなが納得できるものを」

「簡単に言うな、すぐに上手くなれるほど模型は簡単じゃねえ」

「それにレベルを上げようにも、工具も資料も足りん。それとも結局モデルを引き受けるつもりか？」

「……根本的な問題は解決しないな」

「今失礼なこと言ったでしょ。ぶっちゃけた話、胸見て言ったでしょまた」

　見るまでもなく言った、が正解だが、言い訳する意味もないことなので黙だまっていた。またえぐりこむように打たれるものだと思っていた。

　が、翠はぷいと後ろを向いて座り込んだだけで、それ以上何もしてこなかった。ただ、ドールだけがひょこっとこっちを向いて、代理のように腹話術で話し始めた。

「そういう所しか見てないから、いい物にならないのよーって、この子が言ってる」

　そういう所って……と轟が首をかしげるが、竜一のほうは解ったとばかりに頭を抱かかえた。

「たしかに、評判が悪かったのはもっと基き礎そ的てきなところだ。だからこそ立ち直れないのだ、そのくらい解っている」

「じゃあモデルのせいにするなー」

　人形は無表情のまま、怒おこっているようなジェスチャーをする。
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「けど、こいつはデッサン直してもどうせ喜ばれないし、俺はやっぱりモデルくらいいないとどうにも……」

　いっそ本当に頼たのもうか。だとしても、彼女を怒らせない視点というのは、持てそうにない……ああそうか、とようやく轟は思った。胸じゃなくイマイミドリを見なきゃいけないことに、最初に気づかされたのは自分のはずだったのに。

　だとすると、それはそれで、彼女を女神にするのは無理がある気がしてきた。だって彼女は、委員長でもお姫ひめ様さまでもないんだから、もちろん女神でもないのだ。

　けど、翠のドールが告げたのは、もっと別のことだった。

「部分が苦手なのと基本がなってないのがそろってるんだから、二人で作れば早いと思いまーす」

「……合作？　その発想はなかったわ」

「しかしそれではなおのこと、木に竹をついだようなものが出来てしまうぞ」

　それも理屈だが、と竜一みたいなことをつい思うのは、主張する気力もないためか。だが、誰のためにやってるのか、翠の人形劇は終わらない。

「軍ぐん曹そう曰いわく、足らぬ足らぬは工夫が足らぬ、欲しがりません勝つまでは」

「戦時中か」

「ある意味そうだが」

「なにが足りないって、あんたらの頭が足りないのよー。目を離はなすとすぐ自分のことしか考えなくなるー。だから木と竹のまんまになるんでしょー？

　……疲つかれた」

　翠はドールを抱だき寄よせて人形劇をいきなり中断すると、ぱたんとそのまま後ろに倒たおれて寝ねころんだ。間近に、ドリルの髪がふわりと落ちる。幸い床ゆかを破は壊かいしたりはしなかった。複雑な模様のリボンを巻きこんで、シャンプーにも不自由なはずなのにいい匂においがする。

「嫌いやがるわりには委員長らしいことを言う」

　竜一はそう受け取ったようだが、轟はちょっと違ちがった。

「おあいにく、めげる段階は一足先にすませましたから。それにあんたたちを見てるのに、委員長なんて理由はべつにいらないし」

　翠の胸の上で、ドールがひょこっと半身を起こす。また人形劇が再開されたようにも見えた。

「本物のお姫様にはなれないけれど、ここはおかしな魔ま法ほうの世界。だから私も、ちょっとした魔法なら使えちやうんですよーだ」

「じゃ、その髪かみも魔法のためですかー？」

「や、この子はただ可愛かわいくしたいだけ……」

　翠の指は、くるくるとドールのドリル髪をからめてもてあそんでいた。その手つきのたとえが、轟にはどっかのコロニー国家支配者末弟しか思いつかなかったのが、これまた何故か自己嫌けん悪お。

「でも今にして思うと、髪巻いてあったから、最初の時死ななくてすんだのよねー」

　ありうる話だ。あれだけ立派なドリルヘアなら、たかが恐きよう竜りゆう、跳はね返すことも可能だろう。

「てことは私、ハイドリッヒより先にあの先せん輩ぱいに助けられたことになるわけ？　うわー、なんか嫌ー」

「そ、それは……」

「ご愁しゆう傷しよう様さま」

　同じ命の恩人なのに、えらい差だ。

「やっぱり、ああいうヤツが、あー、好みだったりすんだ？」

「だって、かっこ良かったもん。だから……だから、ちょっと夢見ただけなんだって。乙おと女めは夢見ないと生きていけないんですよー。ゆがんだ視線は嫌だけど、でも可愛く見られたいのも本当なのよー」

　これが、学校でだったら。

　そしたら、誰が乙女だよ、とか突っ込んだところだが。

「……今居さんて、さあ」

　突っ込む気にもならなかったかわりに、轟は尋たずねる。

「作ってみたい夢の服とかってないの？　自分が着るんでも、その子に着せるんでもいいけど」

「きついこと聞くなあ。こないだまでの理想が、ここにいたってのに」

　そういえば、魔法少女と初めて会ったとき、彼女は「人形みたい」と言ったのだった。ドール者にとっては、最高級の賛辞のはず。

「でも、あの子も本当の、夢のお姫様じゃなかったから……」

　そこで翠は一度言葉を飲み込んだ。なにかを伝えるかどうか迷って、それからやはり飲み込んだ、そんな気がした。

　女の子同士でしか話せなかったことが、きっと。

「……だからあの子も、きれいな嘘うそで人形になるしかなかったのね」

　それだけ言うと、翠はぎゅっと人形を抱きしめた。

「どうしよう、なのに私、また新しいの作りたくなってるよぅ……うう、もうドール舞ぶ踏とう会かい、終わってるかなあ」

「あー、こっちと向こうって、時間一いつ致ちしてないから……あ」

　そして恐おそろしいことに気づいた。いや、最初に気づいてしかるべきなのに、ドリルの力に振ふり回されているうちに忘れていた。

「あー、くそ、新製品は諦あきらめたけど、ホビフェスには出てぇ！」

「そうだな、仮に次回は過ぎていても、まだ開催されてるうちには。いつ主催者がヘソ曲げるか予断をゆるさんからな」

　それから、二人顔を見合わせて

「で、出るからには何を作る？」

　と、完全にハモったのであった。「出る」ことがもう当然のように。

「ちょ、何よ、二人で見つめ合っちゃって。私、腐の人じゃないからそんなの嬉うれしくないわよ？」

　翠がいきなり、バネ仕じ掛かけのように跳ね上がって、割り込むような勢いで顔を寄せてきた。轟も竜一も、じっと視線だけを横に動かして、ふっと笑った。

「別に、出たければ先輩に言って、申込書のドール系のところにも○つけてもらえばいいわけだが？」

「あ、いっそ三人で合作行くか？」

「なんでそうなるのよ」

「ふむ、布服着たフィギュアも今はそう珍めずらしくもないな」

「それに、複合素材の一点モノというのもありだな。手芸能力、俺たちにはないから、うまくいくと結構すごいもん出来るかも、だ」

「あのね、そんな誘さそい方で喜ぶ女の子っていないわよ

　……普ふ通つうは」

　普通じゃないことを認めたらしく、翠はため息つきながら、ゆっくりと立ち上がった。

「帰れたら、考えとくね」

「よし、ならいっちょ、さっさと敵をぶっ倒たおそうぜ。黒幕を倒せばすべて元に戻もどるってのが、異世界アニメのお約束だからな、勝って再びあの舞ぶ台たいに立つぞ！」

「そんなに単純なものか。しかし確かに、奴やつらも魔ま法ほうを使え、螺ら旋せん竜が時空に穴をあける存在だとするなら……」

「だろ？　ここの人たちも魔ま物ものは倒してほしいんだし利害は一致してる。善は急げだ、しばらくは役に立つことをするぜ！」

「そのセリフを待っていた、今こそ君たちの虚きよ構こうの力が必要だ、ただちに来られたし、と、おじいちゃんが言ってたー」

　翠の人形が手を振る。

「ちっ、見み透すかされてやがるぜ」

　轟も立ち上がり、竜一を引っ張って、工こう房ぼうに向かうことにする。先に立ったはずの翠は、そんな二人を最後まで見送るように立ちつくして、最後にぽつりと一言、

「ごめんね」

　と、似合わないことを言った。

「偽にせ物ものとか、言って」

「別に、だから半分は当たってるって言ったじゃん」

　轟はふり向かずに、おだやかに答えた。

「けど、お前はこうも言ったんだぜ、乙おと女めは夢見なくちゃ死ぬって。男だって、そうなんだよ。ここの奴らも、みんなそうなんだきっと、それこそ本当で。

　だから、俺たちはやるぜ」

　そして、ドリルを手にして、玄げん関かんの外、永遠に直上の太陽にかざす。

「俺たちだけが、本物以上ってやつを現実にできる、螺ら旋せんの使徒だからな！」




　だが、

　前提さえも、虚構であったら？




「たのもう！」

　轟が、めずらしく名前にふさわしい豪ごう快かいな声を神しん殿でんに轟とどろかせたとき、返答第１号は

「道場破りか、あんたは」

　という、翠の、これまたひさびさにハリのあるツッコミであった。

　いったいあのあと何があったのか、翠はすっかりここに入り浸びたるようになっていた。だいたい、やっていることといえば裁さい縫ほうというか、刺し繍しゆうのようだ。こないだ、その魔法少女と自分を比べてブチ切れたくせに。本当に、いったいナニがあったんだと勘かんぐるのが普通だろう。

　魔法少女曰いわく、

「この続きは、男の子のいないところでしましょうか、ね？」

　だったわけだから、女同士、誰も見てないところで遠えん慮りよ無くつかみ合いに――

　いやまて、そのわりには当事者たちの雰ふん囲い気きが不気味なまで穏おだやかすぎる。となると、もっと別の――

　やはりここは女の子同士ということで、二人で温泉にでも入っててほしいものだ。地底だけに。というかせっかくあるのだから実際。

　その場合、やはり体型上の話題となるだろうが、となると先手を打って相手の胸を触さわりにいくのはどっちだろうか。翠がコンプレックスにかられて攻こう撃げきすると考えるか、しかしこのとらえどころのない性格だけに、案外魔法少女が「なら大きくしてあげる」とか言って……

「妄もう想そうやめ！」

　きゅっ、と轟の呼吸が止められて、脳内再現映像も中断される。というかこのままでは大脳の活動事態が停止する。あわてて、喉のどにからみついたリボンをかきむしるが、なかなか外れてくれない。

「そのへんにしとかないと、本当に死にますよ？」

　魔法少女の声は、とても本気で言っているとは思えないほどのんきだ。翠はようやく、

「ふん」とそっぽを向きながら、リボンを自分の髪かみに巻まき戻した。

　第一印象どおり、螺ら旋せん魔ま法ほうのかかったリボンらしい。刺繍しているのも、竜一が彫ほっていたのと同じく術式紋もん様ようなのだろう。

「いい出来みたいですねー。私がやるより早いし、これなら簡単なリボン魔ま法ほうは誰でも使えるようになるかもしれません」

「お褒ほめにあずかりまして。でも、踊おどったりしながらかけるほうは私には無理ね」

　とは言いつつも、翠はまんざらでもない様子。

「だが心を読む魔法は使えるんじゃないのか？」

「勢いよく殴なぐり込んできたくせに、人の顔見るなりしまりがなくなりゃ何かろくでもないこと考えてるってわかるわよ！　てゆーか、ウソでもちょっとは否定しろ」

　お説ごもっとも。

「で、懲こりずに一体、なんの用だ」

　騎き士しハイドリッヒは剣けんに手をかけたまま、抜ぬく機会を失っていた。ある意味マヌケだが、翠がリボンをひっかけてこなかったら、ことによるとまた斬きりかかられていたと思えば命拾いしたとも言える。

　それにしても、女の子二人の場に、こいつだけいつも一いつ緒しよでいられるというのは実にうらやましいご身分だが、騎士とはそんなにも信用のあるものなのか。

「そうそう、別に今日は、萌もえに来たわけじゃないんだ」

　と、翠でも魔法少女でもなく、ハイドリッヒにまっすぐ近づいていく。

「な、何だ、この前の遺い恨こんでもはらす気か」

「それはいずれな。だがとりあえず――」

　と、騎士の前に、いつもなら竜一がやるようにかがみ込んで、じっと見つめる。

「お前の鎧よろいと槍やり、ちょっと、よく見せてくんね？」

「……何？」

「それ、人にもの頼たのむ態度じゃないし」

　翠はなんだかんだ言ってもまだ、ちょっと委員長ぽいことを言った。が、轟はかまわず、しげしげと鎧を、あらゆる角度から、こまかいところばかり見つめる。

「なあ、これ何？」

「それは槍を支える金具だ」

「その鉄の靴くつって歩きにくくねぇの？」

「いや……上からかぶせてるだけだから、底は普ふ通つうの靴だ……」

「この肘ひじのとこ曲げてみてくれねえ？　あ、これ一軸じくじゃなくてスライドすんだ？　プラモならポリキャップで関節伸のばすとこだけど」

「鎧に合わせて腕うでが伸びる人間がいるか」

「そりゃそうだよなー。それで、あー、飾かざりかと思ったらここ隙すき間ま塞ふさいでたのね、ふーん……」

「……気持ち悪いぞ。どういう風の吹ふき回しだ、彫ちよう刻こくの腕に絶望して、具足師にでも転職するのか？」

「いや、新兵器作るのに、現用兵器を知らなくてもまずいと思って。いま使ってる槍って、どんなバランス？　螺ら旋せんパワーってやっぱ、当てるとき手でひねるだけか？」

「一応螺旋は付けてあるが……レストに乗せているし、鎧の腕はひねるように出来ていないから、半回転が限界だ」

「なるほど、なるほど。もともと鎧も槍も、まっすぐ突つくようにできてんだよな？　螺旋は想定外かー、ふむ。」

　轟は一通り鎧を見終わると、次は槍を観察し始めた。

「まさか、お前が勝手に考えた格好だけの槍を押おしつける気ではあるまいな。槍だけならまだしも、この鎧に手を出したら殺すぞ」

「いや、ちゃんと最強新兵器を作るつもりですよ、その鎧で使えるのを」

　一通り見終わると、らしくないことに竜一みたいにメモを書き書き、解ったようにうなずいて、最後にふと立ち止まった。

「で、それ作った奴やつも俺に負けず劣おとらずすげぇヤツだったんだと解ったけど、一応念のため。この螺旋になってない縦のスジは何？　意味あるのか？」

　轟が指したのは、騎士の鎧でもっとも目立つ、全身の波打つ板金加工であった。

「いや、これは、私の時代の流行で……」

　ハイドリッヒが口をすべらせ、はっとするのと、轟がにっと笑うのが同時。

「やっぱ昔から、本物の武器だってかっこよくしようとしてるんだよな？」

　騎士が返答につまる間に、また軍ぐん曹そうが駆かけ込んできた。

「お前ら、またいらん騒さわぎを起こすつもりではあるまいな？」

「信用ないなあ。むしろ謙けん虚きよになったと褒めてほしいくらいなのに」

　それから轟はすれ違ちがいざま、軍曹にも頼んだ。

「戦った後、銃じゆうの分解掃そう除じするんなら見せてくださいね。新兵器の参考にするから」

「お、おう？」

　どうやら軍曹もいささか調子を崩くずした模様。




　あれ以後、轟は一度は遠ざかりかけた［発明家］の工こう房ぼうに復帰していた。ただし、言われた通りに部品を削けずり出す係ではない。

　まず持ち込んだのは、妄もう想そうの塊かたまりとしか言いようのなかったはずの虚きよ構こうドリル模型の山。それこそが求められているものだと思ったから。

　発明家はほくそ笑んで言った。轟たちにとって見慣れた機械も、彼ら古代人にとっては想像を超こえた虚構。その未来人がたずさえる虚構こそが、きっと次に実現されるべきものなのだと。

　軍曹の小しよう銃じゆうだって、火薬発明以前の人間には魔ま法ほうにしか見えない。そしてここは魔法の世界。よって人は虚構の魔法をその手にできる道理だ。

　それを実現するにはどうすればいいのか。そして、その前に必要となったのが、いまの武器は何故、どういう作りになっていて、ここではどう動いているのか、まずそれを知ることだった。

　思いつきで強そうに見えても、今の物に劣っては仕方ない。「鎧をつけたら持てない」なんてことになっても使えない。

　むろん、だからといって轟の工作精度がいきなり上がるわけではない。なので、思いつきを雛ひな型がただけでも試作するとなると、竜一を頼たよらないことにはまともに作動しない、という現実も突きつけられたわけだが。

　なにしろ自作では歯車もかみ合わないので。電でん卓たくもないのに計算尺なる謎なぞの道具で理り屈くつを立てる竜一は、なんだかんだ言っても頼れる相方であった。

　そういえば、合作なんて、去年の文化祭のジオラマ以来ではなかろうか。




　半はん鐘しようが鳴った。空くう洞どうの世界に幾いく重えにも反はん響きようしそうなほど、高らかに。

　工房に駆け込んできた軍曹の血相が、ただごとではなさそうな雰ふん囲い気きをさらに増ぞう幅ふくする。そして事実、そんじょそこらの恐きよう竜りゆうとはわけが違うようであった。

「お前達、武器はできているか！」

「くそ、まだ全部は……敵の種類は、数は？」

　竜一はできあがった槍やりや矢をかき集めつつ確認した。残念ながら、開発中のハイドリッヒ用新兵器はまだ完成していない。

　しかし、軍曹が告げた敵の陣じん容ようは、そんな計算を瞬しゆん時じに無意味にした。

「違う、恐竜じゃない。魔ま物ものがまとめて来やがった！」

「何ィイイイイ!?」

　さすがにそれは、意表を突かれた。

「な、何とかなるだろ、螺旋法則があるかぎり、ドリル最強は変わらないんだからな」

　轟が強がってみせたとたん、工房全体が揺ゆれた。発明家がイスから投げ出される。

「今のはなんだ、異次元でも地じ震しんがあるのか！」

「違うな、魔ま法ほう障しよう壁へきを破られた」

　発明家が、腕うでで半身を起こしながら推測する。視線からすると、竜一に向けて。

「そうか、もしかしたら！」

　竜一は何か思いついたらしく、手元にあった試作品の箱を手に飛び出していった。轟も同じく、槍をとって続く。

　軍曹をも押おしのけて広場に出る。と、城門のほうではなくまさに真上から、巨きよ大だいな空気の渦うずが土を、そして建物の屋根を巻き上げていった。

　どこかから、螺ら旋せんの魔物が飛んできたのだと轟が気づくころには、次々と後続が飛びかかってきた。海を渡わたったのと同じように、奴やつらのドリルは空気も押し出すらしい。

　旋せん風ぷうが目前に迫せまる。とっさにドリルを向けるが、攻こう撃げきのことばかり考えていたので防具がない。

「しまった！」

　轟が舌打ちするその前に、渦うず巻まくリボンをまとった少女の姿が飛び込んできた。

「今居さん？」

　とっさに、そっちを思ったのは何故なのか。しかし、実際に敵に立ち向かったのは魔法少女のほうだった。塵ちりのスクリーンを背に、一いつ瞬しゆん、螺旋を描えがく光の紋もん様ようが見える。

　渦と渦が激げき突とつし、轟は直ちよく撃げきをこそ免まぬがれたが、かわりに魔法少女が倒たおれてきた。受け止めるなら、こちらのほうが嬉うれしいに決まっている。

　彼女はすでに魔法障壁を破られて、作り笑いの上に流れる汗あせまではごまかせなかった。

「どうなってんだ」

「真上から堂々と壁かべを破りにくるなんて、今まで無かったことなので……」

「しかし、本気で叩たたくつもりならそれが一番だな。この世界が見た目通り球の内側だったとして、だが」

　竜一は、旋せん回かいして戻もどってくる、魔物の編隊を見上げた。たしかに理屈はそうだ、地球上なら反対側への旅はぐるりと水平線を越こえていかねばならないが、ここでは真上に跳とべば、真下に落ちる――それだと太陽に突っ込むから、ちょっとずらして跳ばねばなるまいが、いずれにしろショートカットできる。

　魔物の群れに向かって次々と槍が投げかけられるが、敵はドリル推進で悠ゆう々ゆうと高度を上げて、ほとんどを避さけてしまう。そこへ軍ぐん曹そうの小銃が吼ほえた。さすがにこれはかわせないと見えて一匹ぴきが撃げき墜ついされる。だが、残りは次弾装そう填てんの隙すきをついて散開してしまい、そして改めて、工業地帯の真ん中にいる、轟たちを狙ねらって四方から突っ込んできた。

「ちっ！　向かってくるなら当たるだろ！」

　轟は手にした槍に、ひねりを加えて投げた。風を受けて、角のようなドリルが回転し、加速する。魔物はすっとその軌き道どうの上に逃のがれ、攻撃を中断させることはできたが、槍は戻ってこない。

「くそ、こんなことなら弓矢にもっと力を入れるんだったぜ。魔ま法ほうで何とかする方法ってほかにないすか」

「さ、さあ……螺旋の力を強める巻物ならあるのですが、遠くへ届ける方法は……なにぶん、空から来られるのは初めてで……」

　魔法少女は申し訳なさそうに言うが、べつに謝ってもらっても――そのとき、

「データ補完完了、今度こそ実証段階に移るときだな」

　竜一がとっておきとばかりに取り出したのは、ドリルではなかった。轟が見たところ、飛行機モデルの部品にすぎなかった。

　ただし、スケールはでかい。最近トイショップで売っている１／16くらいのサイズだ。その主しゆ翼よくに取っ手がついたようなのが一組。

「何考えてるんだ」

「お前にばかり立ち直られても俺の立場がないのでな、こっちも勇者業に復帰させてもらう。鉄のドリルがお前のものなら、俺は空気をドリルにしてみせよう。正しい理論の裏付けをもって、な！」

　竜一は翼つばさを構えると、突とつ撃げきしてくる敵に向かって、大きく両手を羽ばたいた。

　飛べるとも思えない。が、竜一の狙いは自分が飛ぶことではなかった。敵が巻き起こす以上に強い竜たつ巻まきが眼前に巻き上がったかと見えた次の瞬しゆん間かん、魔ま物ものがドリルに巻き込まれたかのように引きちぎられたのだ。

「何が起きたんだ？」

「渦の運動が最大になるよう、意図的に設計した翼だ。飛行機というものは渦を引きずって飛ぶ物なのでな。これぞＸＢ70の命運を断った魔の力」

　巨大な爆ばく撃げき機きともなれば、小型機を巻きこんで事故を起こすことさえあるのだ。まして、あえて渦が大きくなるような翼を振ふれば――それどころか。

　反転して周囲から取り囲むように襲おそってくる敵機に対して、竜一はいちいち各個に撃げき破はすることをしなかった。翼を、こんどはヘリコプターのように向きをそろえて、その場でぐるりと一回転したのだ。

　当然、彼もべつに体操やスケートが得意なわけではない。華か麗れいなスピンを決めたとは言えない。

　しかしそれでも、全周囲に放たれた竜巻は全身の回転と翼よく端たんの渦が相乗効果を生んでひときわ大きく広がり、敵をまとめて飲み込んでいった。

　全頭ずたずたとはいかないまでも、彼らがバランスを失い、墜つい落らくしてたたき折られるには十分だったらしい。
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「全ぜん滅めつ完かん了りよう。やはり正しい資料からは正しい結果が出るものだ」

「すばらしいですわ、やはりあなたも螺ら旋せんの使徒」

「うぉい、ちょっと待て！　俺の立場はどうなるんだ」

　勇者の地位だけは独どく占せんしていたのに。これでは相方の復活を素直に喜べない。

　だが、喜ぶにはまだ早かった。

　ザコの螺旋人とはあきらかに異なる、ひときわ体格の立派な「怪かい人じん」が、広間に衝しよう撃げきとともに降り立った。

　レイヨウにも似たドリル角を頭に生やし、ねじれて絡からみ合った筋肉は螺旋によらずとも屈くつ強きようそうであり、そしてどこかのアニメの超ちよう常じよう兵器を思わせる、二重にねじれた槍やりのような武器を持っていた。

　その姿をあえて言うなら、螺旋の騎き士し、あるいはその角から――

「どけっ、螺ら旋せん魔ま神じんはお前達では倒せん！」

　どうやらこいつもすでに名付けられていたらしい。ハイドリッヒが槍を構え、馬で突とつ入にゆうしてきた。人々の頭上を飛び越こえ、問答無用に魔ま神じんに槍を突つきつけた。

　螺旋魔神は、ハイドリッヒを敵と認めたか、あるいは以前からの仇きゆう敵てきなのか、迎むかえ撃うつように飛びかかって、おなじくドリルを突きだした。

　切っ先同士が空中で激げき突とつし、周囲の空気をふるわせ、弾はじけるように散って、中心に渦うず巻まく空白が残される。

　衝撃と反動で、あわやハイドリッヒは馬上から放り出されるかに見えた。だが、鎧よろいをつけているとは思えない身のこなしで、かろうじて着地に成功する。

「おのれ、なぜ今になって！　何を考えている」

　ハイドリッヒは螺旋魔神を睨にらみつけた。が、会話能力がないのか、魔神は何もいわず、ただ戦うことを欲しているかのように、槍を構えなおした。人間の関節では不可能な、異様な構えだった。

　轟は舌打ちするしかなかった。こうなると解っていたら、騎士用の槍をもっと早く――さっきも似たようなことを後こう悔かいしたような気がするが、そもそも螺旋魔神の存在を知ったのがたった今なのだから、対策の打ちようがなかった。

　あんなのがいるなら先に教えてくれれば、と逆さか恨うらみしたくなっても、仕方あるまい。

　そう思われているとは知らず、ハイドリッヒは立ち上がって槍を持ち直すとともに、兜かぶとの隙すき間まからこちらに目配せしてきた。

　轟の腕うでの中に魔ま法ほう少女がいることに気づいて、守れと言っているのだろう、と、さすがにそれは説明されなくても見当がついた。

　あの槍のままでは余よ裕ゆうはなかろう。それに、

「見てないでお前も何とかしろ！」

　と竜一に言われるまで、回りでザコとの戦いも繰くり広げられていることは忘れていた。

　そのとき、いよいよその実力を解放するかに思われた螺旋魔神の動きが、止まった。いや、止められたのだ。

「制止の螺旋……」

　魔法少女が慄りつ然ぜんとしている。ということは、誰か他の者が、螺旋の魔法を投げかけたのだ。誰が？

　轟は、とっさに空を見上げた。

　そこに、そいつは浮ういていた。五枚羽根の回転するコウモリのような大型の魔物。その上に立っているのは、このくそ暑いのに黒いローブを羽織っているという異常さを別とすれば、どう見ても、人間のようだった。

　そいつがまた、解りやすく口を開いた。

「久しいな、わが師、そしてわが祖先と同どう胞ほうたちよ！」

「魔ま導どう師し……とっくに、のたれ死んだと思ってましたわ」

　どうやらあれも、顔見知りらしい。そのわりに魔法少女にとっても、意外な存在ではあったらしいが。

「我は不ふ滅めつ、我こそこのウルティマ・トゥーレの支配者！　地上に千年王国を再建するまで、そうそう死んでなどいられるものか！」

　魔導師と呼ばれた男は、高々と聞かれてもいないことまで叫さけんだ。

「なるほど、ようやく現れたな。てめぇが黒幕か！」

　轟の決めつけに、魔導師はにやりと笑い

「そうとも、よく解ったな螺旋の使徒！」

　と、大見得をきって肯こう定ていした。が、轟は正直すこし落らく胆たんしていた。

「なんか、安っぽさ炸さく裂れつなんだが……千年王国とかっていまどき言うヤツ、深夜アニメにもいねぇぞ。だいたいウルティマ・トゥーレってなんだ？」

　轟はもう、突っ込むのも疲つかれたとばかりに呆あきれて竜一に同意を求めたのだが、どうも竜一のほうは、受け止め方がすこし違ちがったようだ。

「トゥーレは極北に存在するという伝説の島のことだ」

「あの男は、ここがその島だと思っているらしいんですよ」

　魔法少女が補足してくれるが、竜一にとって問題なのはそこではないらしい。

「いたんだよ、軍ぐん曹そうと同じ時代に、渦巻く紋もん様ようとトゥーレの名を掲かかげ、千年王国とか本気で言い出した連中が！」

　そこまで言われると、さしもの轟でもなんとなく、思い当たった。いや、思い当たっているのは軍曹や、ハイドリッヒでさえそうらしい。武器を向けることすら忘れて、魔導師を見つめていた。

　そのすべてを肯定するように、魔導師は自らの頭上に魔ま法ほう螺ら旋せんを展開した。

　それは二重にねじれて、左回りに回る角張ったルーン。もっと、模型の世界で聞き慣れた名前を呼ぶなら、ハーケン・クロイツ。

「ねぇよ、今時そんなネタ引っ張ってくるのは。だいたい、ナチの残党なら逃にげ込んだのは南極だろう？」

「南極からここに繋つながっていても不思議ではない。バード少将が見たのもこの世界だったのかも……東京の工事現場よりはもっともらしい入り口だと思うが？」

「螺ら旋せん竜がブチ開けるのにもっともらしいもなにもなさそうだと思うのは俺だけか？　お前はいったいどっちの味方だ」

　なんだか、一人何も知らないままカヤの外に置かれたようで、轟としてはなんとも、むかむかする。ぐるぐね、ぐるぐね、もやもやしたものが頭の中で渦うず巻まく。

「で、そのナチの残党が何の用だ、言っておくが、お前らの国も六十年前にもう負けたからな！」

「国家社会主義労働党など、我らが作らせてやったにすぎん。ボヘミアのヒゲ男など、切ろうと思えばいつでも切れたのだ。ハインリッヒは失敗したがな……」

　ハインリッヒ・ヒムラーＳＳ長官の裏切りを、轟はこのとき知らなかったのだが、有名な事件だったらしい。が、どっちにしろ過去の話だ。

　しかし、当事者はそうは思っていないらしい。

「ゆえに、ヤツの国家が転てん覆ぷくしていようとも、我ら千年の理想の前には一時のことにすぎぬ。なにより、この神秘の世界がもつ螺ら旋せんの力をもってすれば、その六十年前に穴をうがつことも可能だと、我はそう結論した！」

「……どういうこと？」

　ラスボスを倒たおせばみんな「元の」世界に戻もどる、と思いこんでいるので、轟には意味が分からなかった。魔法少女は、今度こそ、本当にすまなさそうな顔をした。

「ごめんなさい、みんなが気づかないふりをしていた一番のことは、それ……だって、ここは時間がねじれているんですよ？　螺旋竜を追って一いつ瞬しゆん、地上に出たハイドリッヒは、自分の時代ではなくあなたたちの時代に行ったことになるわけですよ？」

「つまり、地上に戻っても、いつの時代のどこになるのかは、解らない……？」

　次回ホビフェスどころの話ではない。さすがに轟も、ようやく血の気が引き始めた。

「むしろ元に戻れる確率のほうが、ずっと低いでしょう。でも、解っていてもそれを認めてしまったら、ここで生きていく意欲もなくなってしまいませんか？」

　そういうことか。それでようやく、軍曹の態度に納得がいった。単純に、直線的未来に出るのなら、まだましだ。

「そのとおり、ただ螺旋竜まかせなら、どこに出るかは我にもわからん」

「それが黒幕のセリフか、無責任なっ！」

　最初の落胆は気のせいではなかったらしい。が、魔導師は続けた。

「その程度の絶望は劣れつ等とう人種にはお似合いだ。優ゆう越えつ人種たる我らは、絶対の勝利を信じてこのときを待った。そこに現れたのがお前達、螺旋の使徒だ！」

　魔導師もやはり、びしっと轟を指名した。

「螺旋の力に選ばれし魂たましいならば、回転の行方を導けよう。螺旋竜と螺旋の使徒、その力を一つにすれば奇き跡せきを起こせるかもしれぬ。六十年後、それも結構、我が魔ま物もの軍団をもってすれば欧おう州しゆう制圧も可能であろう。いや、お前達の力さえあれば、時を選び、戦争の結果をひっくり返すこともできる！」

「それって、動いてるティーガーを目の前で見られるってことか」

　竜一は、その意味に間ま違ちがった形で気づいてしまった。

「はっはっは、戦車でも戦せん闘とう機きでも報復ロケット兵器でも、好きなだけ見るがよいぞ。なんなら、当時計画中だった円えん盤ばんも特別に見せてやろう。どうせ六十年後には残っていないのだろう？」

「だからそこでうなずくな」

　轟は竜一をどつきたかったが、もうその気力もない。

「し、しかしだな、どうせ元の時代に戻れないならせめて、ナマの資料が山盛りの時代に……それに一応、軍曹の時代だし、ハイドリッヒの祖国だしな……」

　ものすごく、とってつけたような言い訳だったが、困ったことに事実ではあった。魔ま導どう師しも、そのつもりでいたらしい。

「よく気づいたな、さすが螺旋の使徒、聡そう明めいだ。日本軍は同盟国、我についてくれば、祖国を勝利に導けるぞ？　そしてハイドリッヒ、志半ばに倒れた子孫の無念をその手ではらし、チュートン騎き士し団だんの栄光を蘇よみがえらせてみたくはないか？」

　それは、六十年なり四百年の時を知らない当事者にとっては、無視するにはあまりに魅み力りよく的てきな提案であるらしかった。それでも、二人が即そく答とうしないのは……

　解っている。ハイドリッヒの目が、魔導師と魔ま法ほう少女の間を泳いでいるのが。しかも、さっきの言い方からすると、この黒幕は彼女を、救うべき対象とは思っていない。

「毎度毎度、恐きよう竜りゆうとかで襲おそってきておいて、今いま更さら仲間になれもないもんだ」

「魔物と恐竜は別ですよ？」

　……今になって、味方にそんなこと言われても。

「一度も、恐竜を操っているのが彼らだと言ったことはありませんが」

　すまなさそうに口調と困ったような笑顔、どちらも魔法少女によく似合っているが、さすがに、これは、萌もえてる場合では、ない。

「だからって説明もちゃんとしてなかっただろーがあ！　じゃ恐竜のほうは何なんだ、登場してねえだろ、シリーズ構成はだれだ、とりあえず殴なぐるから出てこい！」

　アニメの制作体制なんてものを知っている者がここにいるとは思えないが。

「貴様らは偽いつわりをつくろいおったか、使徒をあざむく、その口を閉じろ！」

　魔導師が大きく手を振ふる。腕うでの中で疲つかれた顔を見せる魔法少女、気まずそうに目をそむける軍ぐん曹そう、思うところはいろいろありすぎて、ただ騙だまされたの一言ではすまされない。が、どうするのがこの場合、正しいのだろう？

「何やってんのよ、あんたたちは！」

　翠みどりの怒ど鳴なり声。同時にリボンが螺ら旋せんを描えがきながらムチのように飛んできて、目の前で敵のドリルを弾はじき飛ばした。

　守る立場だったのに、魔法少女が狙ねらわれていることに気づかなかったらしい。それほど、そろって呆ほうけていたということか。

「まだいたか……使徒が三人とは！」

　魔導師にとっても意外だったらしく、再さい反はん撃げきはなかった。翠はリボンを巻き取りつつ、つかつかと、じつに頼たのもしく歩いてくる。真っ先に向かったのは、轟たちではなく魔法少女のもとだったが。

「あーあ、こんな砂まみれになっちゃって。あとですぐお風ふ呂ろね。女の子なんだから気をつけなさいよ」

「はあ……そうですね」

　なんのために汚よごれたのかは不問とした、妙みような会話だった。

「でもまあ、これ教わったおかげで、私もちょっとは魔ま法ほう使つかいになれたかな」

「それはそれは。おかげさまでこちらも助かりました」

「委員長……なんで？」

　呆ぼう然ぜんとする竜一に、翠は魔法リボンを巻いた右手で、えぐり込むようなパンチをお見み舞まいした。竜一は例によってマンガチックに吹ふっ飛んだ。

「なんでもなにもありますか、この子を殺そうとするような奴やつの言うこと聞いて戦争勝っても、どうせロクなことにならないに決まってるでしょ」

「よくご存じで？」

「ＳＳ黒服くらい着たことないとでも？　それでかっこいいセリフの一つも言おうとしてちょっとは勉強したのよ」

「もったいない、なんでやめたんだ」

「読んでて嫌いやになること書いてあった。あと、ＳＳ耽たん美びやってた友達が、本当はそんなことすると死し刑けいって知って幻げん滅めつしてやめちゃったとか」

「……もったいない、どうせなら愛の嵐あらし……」

　轟の顔面にもパンチが炸さく裂れつした。ただし今度は螺旋がなかったので吹っ飛ばずにすんだ。

「あんたまで何いってるの。なにより！　六十年前のドイツにはロボットアニメも特とく撮さつも、もちろん正義のドリルも存在してないのに！」

　どん、と翠が突つきつけたのは、いつも抱だいている人形ではなく、轟が作って部室に飾かざっていた、あの限定版ロボットプラモだった。

「……言われてみりゃ、そりゃあそうだな！」

　左手で鼻血を押おさえつつ、轟は右手を伸のばしてドリルを、プラモの腕から抜ぬき取とった。そのシャフトをくるりと回すと、あやうく忘れかけていたあの手て応ごたえが、螺旋の力が身体に戻もどってくるのを感じた。

「真実が存在しなくとも、俺のドリルは本物以上！　邪じや悪あくな野望の道具になどならん！」

　何か、いろんなものを振り払はらうように、轟はドリルを魔ま導どう師しに向けて投げた。小銃弾をも超こえる渦うずを引いて、ドリルが虚こ空くうを切り裂さく。

　が、その行く手を螺ら旋せん魔ま神じんが阻はばみ、ドリルをたたき落とした。返ってきたドリルを、轟は身体を回転させて受け止める。

「くそ、ヤツには届かないか！」

　ハイドリッヒの馬で跳とんでも、あの高さまで魔ま神じんの頭を越こえるのは不可能に思えた。だがそれは、まっすぐ大地を蹴ければの話で……

「回りながら跳んで！　体育でやったでしょ！」

　翠の機転に、轟は答えた。魔神に向かって一気に走り、踏ふみ切る。と同時に、身体をひねる。体育なら高飛びのバーがあるはずのところに、敵の姿を重ねて。

　地上の校庭では、学年の平均にもならなかったベリー・ロールの回転が、螺旋の世界では螺旋を愛する者にこそ力を与あたえた。轟はたちまち魔神の角の上を飛び越え、そして太陽と、ねじれた空とが入れ替かわる中に、魔導師の姿をとらえた。

　投げてもまた阻まれる、ならばいっそ――

　回転の軸じくをさらにねじって、ドリルを突き出す。最初に失敗したロボットアニメの必殺技さながらに、全身を武器として突っ込んでいく。使徒の力がつまるとこ魂たましいの力だというなら、そのドリル魂もろともぶち当たるほうがきっと、強い！

　耳元を、銃じゆう声せいよりも鉄工所よりも激しい大気の唸うなりが渦うず巻まき、残ざん響きようが金切り声のようだ。魔導師が投げてきた魔ま法ほうも、ドリルの先せん端たんに当たって光と弾はじける。

　己の技が通じないと悟さとったのか、魔導師はとっさに避さけた。ドリルは乗り物にされていたプロペラコウモリの胴どうを直ちよく撃げきし、轟ごう音おんとともに五つに引き裂いて、突き抜けた。

「ぬうっ、やるな、螺旋の使徒！　だが我は諦あきらめぬぞ、よく考えておけ！」

　魔導師は自分も身体をぐるぐる回し、ローブをプロペラみたいにして飛んでいった。轟はその姿を断続的に見送りながら――

　そのまま、地面に激げき突とつして気を失ったのであった。







第六章　激突！　ドリル対ドリル!!







　銀の円えん錐すい、それは何者をも貫つらぬく力。

　回る螺ら旋せん、それは全てを取り込む力。

　まさに無敵、まさに脅きよう威い！




　たとえそれがすべてを――破は壊かいするとしても？







「死ぬかと思った」

　轟ごうはそうとでもつぶやくしかなかった。

「普ふ通つう死んでるって」

　翠みどりはそう答えた。これもまた、ありがちなお約束の返事だとは思ったが、別に彼女は、お約束だから言っているわけではないだろう。

　実際、地面に激突したあと、轟はめりこみ、ねじれて、魔法の世界じゃなかったら二百パーセント確実に死んでいたのだそうだ。

　ドリルのご加護と言いたいところだが、実際のところ、翠と魔法少女がいろいろやってくれたから何とかなったのであって。

　でも、回りながら飛べとか言ったのは、その翠なのであって。

「殺したいのか助けたいのか、どっちなんだ」

「いや、まさかそのまんま落っこちるとは思わなかったし……うん、まあ、でも、ちょっと無茶なこと言ったかな、とは思う……ごめん」

　ふいっと横をむいた翠の眼鏡の裏側に、泣きそうな目が映り込んだ。なんだか調子が狂くるう。

「えと、でも必殺技もできたし、いちおう助けてもらったからな、えー、ありがと」

　こっちまで何となく顔をそむけ、それから黙だまり込んでしまう。いろいろ聞きたいことはあるが、どれから聞けばいいのか。ことに、相手が翠の場合は。

「あ、あのさ」

　まったく同時に振ふり向いて顔を合わせ、それから、また言葉がとぎれる。なんでまたこんなときに、こんなお約束をやらねばならんのか。

　そういうものは、あのときドリルで破壊したんじゃなかったか。

「ど、どうぞお先に」

　悩なやんでいると、翠が譲ゆずってきた。言いたいことがあったなら、先に言ってくれても良かったのに、と思いつつ、さて、どれから聞くべきか。

「あ、あのさ、えーと……そうだ、ナチ野や郎ろうと魔ま物ものは、どうした？」

「え？　あ、ああ、あいつらね、あいつらも帰ったわ、また来るって。あれでまだ諦めてないみたい」

「そうか、となると、こっちがなあ。俺としてはドリルの完成を急ぎたいけど」

「そうね……おじいちゃんは、開発を急いでるけど」

「新兵器その一は、ハイドリッヒがその気になってくれなきゃ使い手がいないしな、あいつは」

「ハイドリッヒなら、大だい丈じよう夫ぶですよ。いざとなったら私がなんとかしますから」

　入ってきながら請うけ負ったのは、魔法少女であった。いつものように笑ってはいるが、どこか寂さびしそうだと思ったのは、光の加減ではあるまい。ここの太陽はけっして傾かたむかないから、顔に落ちる髪かみの影かげが深くなるはずがない、理り屈くつでは。

　請け負ったわりには、当のハイドリッヒをつれてはいない。つまり、まだ彼の態度は確定していないのだろう、本当は。

「でも、あの人は……」

　翠が何かを言いかけ、慌あわてて口をつぐんだ。それはたぶん、二人きりで話したことなのだろう。けど、魔ま法ほう少女はもう、隠かくすことはしなかった。

「いいのよ。そりゃあの人、最初は私のこと、神の敵とか言ってたから、そのころ魔ま導どう師し……フォン・ヴェヴェルスブルクが正体を明かしていたら、ついていったかもしれませんけど」

　そういえば、中世のヨーロッパでは魔ま女じよ狩がりなんてものをやっていたはずだ。思いつきもしなかったのは不覚だ。そんな時代でもとくに地位のある騎き士しなんてのが、異世界とはいえ魔ま法ほう使つかいと出会ったら……

　それが主従になるまでに、どれほどのことがあっただろう。これが全26話のアニメだったら、回想で前後編くらい入りかねない。

「いえ、実際には明かしかけたんですよ。でも、そのとき誰もついてはいかなかった。そのとき以来、みんな余計なことは言わなくなったんですよ」







「正確に言えば」

　もっとも心揺ゆらいだであろう一人、軍ぐん曹そうはようやく重い口を開いた。

「自分が流れ着いて以後、最初に面めん倒どうを起こしたのはあの魔導師と、ロスケの宇宙飛行士と、そして……俺自身だった」

　やはりいたのだ。軍曹に、竜りゆう一いちより前に敗戦を伝えた戦後の人間、共産主義者のロシア人が。

　竜一には解りやすい図式だった。ナチスドイツと大日本帝てい国こくとソ連。これで面倒が起きなかったら嘘うそだ。しかもソ連代表だけが、勝者という結果をひっさげてやってきた。

　この三人だけなら、枢すう軸じく同盟が組んで飛行士を殴なぐり倒たおして終わったかもしれない。しかし、この村には先客がいて、外には全人類共通の脅きよう威いがいた――操られるまでもなく。

「なのに魔導師だけが、中を引っかき回したわけだ。ヤツにしてみれば、この村の大半はさっさと放り出して恐きよう竜りゆうに食わせるべき人種だからな。

　よりによって、最初に追い出そうとしたのが、魔法の師だったあの子だ」

　たしかにあの時も、ヴェヴェルスブルグは隙すきをついて魔法少女に刃やいばを向けた。

「で、その結果、当然と言えば当然のことで、逆にあいつだけが追い出されたわけだが……ぎりぎりまで、俺は迷った。他はともかく、アカとだけはやっていけないと思ったからな。それで俺は、味方になったかもしれない男まで追い出した。一いつ緒しよでなかったということは、どこかでのたれ死んだかもしれん」

　そう語った口調は、蔑べつ称しようを使いつつも、そのことを悔くやんでいるようだった。

「で、向こうにも付かなかったのは？」

「あの態度でわかるだろう。どうせ一生、顔付き合わせていかにゃならんのなら、あんな態度のでかいオカルト親父より、年とし端はもいかない魔ま女じよをとるさ」

　そのときの軍曹は、すこし顔が赤かった。髭ひげの影に隠れてほとんど見えないが。

「だが、そのときは、ヤツにつけば帰れる、勝てるなんて思ってなかったからな。もうそのころには解っていたんだよ、この世界と元の世界は、まっすぐには繋つながっていないと。でも、一度あれだけの騒さわぎを起こしたあとだ、これ以上はごめんだと誰もが思った」

「だから、余計なことは言わなくなった。火種となりそうなものはみな隠すことにした……事情は理解しますが、我々としてはやはり、聞いてないではすまされないと思うのでありますよ？」

「そいつはそうかもしれん、だからここまでは俺の懺ざん悔げだ、だがな」

　軍曹は竜一の襟えり首くびをつかんで、ぐいと引っ張った。

「お前達だけ一方的に被ひ害がい者しやだと思うなよ。だいたい新参者が来るときは多少の悶もん着ちやくはあるもんだが、お前達は破格だ、俺たち以来、いやそれ以上だ。なまじ螺ら旋せんの使徒なんてことになっちまったからな！」




　無敵のドリルは敵を打ち砕くだき、

　しかるのち、回転の反動で、村の平和も砕いたのではないか？




「たしかにちょっと、いろいろかき回した気はするな」




「詮せん索さくが過ぎたのも確かではありますが」




「見苦しいケンカもしちゃったけど」




　三人はそれぞれに、思い当たることは認めた。だが、だからといって。

　どうせ、このまま何も起きないですむという展開だけは、重なり合うどの螺旋の中にもたぶん、存在しない。時間がいかにねじれていようとも、逆行することはありえない。

「だったら、ブチ抜ぬいてみるしかないんじゃないですか？」




　轟と翠が、そして竜一も、それぞれ、だがほぼ同時に立ち上がった。

「壊こわすだけ壊して？」

「いや、壊すだけなら誰でもできるでしょ」

　そして、ゆっくりと出口に向かう。いや、今集うべき場所へ向かう。

「でも、俺たちは違ちがう。なぜなら、俺たちはモデラーだから！」

　轟は、救助隊のレスキューマシンを。

　竜一は、あの土木機械を。

　手にとって、それぞれ渡わたした。

　この世には、未来を作るドリルもある。

　そのドリルを作る「手」も、ここにある。




　かくて、新兵器の開発は再開された。工こう房ぼうには、すでにこうなることを知っていたかのように、発明家の老人が設計を進めて待っていた。

「どうした、遅おそかったな」

「いやまあ、ちっょと、あの武器に新しん機き軸じくを盛り込もうかと思って、こいつの手も必要になったもんで」

「こいつって言うな」

　翠は口をとがらせたが、轟はおおむね問答無用に、図面の写しを押おしつけた。なにしろコピー機がないから、いろいろと不便で時間と手間がかかる。

「魔ま法ほうも機構化して付けようと思ってな、そうなると、魔法使いが必要になるだろ」

「で、何で私なのよ」

「あっちはいろいろ大変だろ……まてよ、二人きりにして大だい丈じよう夫ぶかな。ついててもらったほうが良かった？」

「大丈夫じゃない？　あれでも騎き士しだから、今いま更さらもう一度誓ちかいを破ることはないと思う」

「あいかわらず、向こうには信用があるんだな？」

「それはもう、騎士様ですから」

　村の主要メンバーのうち、直接その迷いを聞いていないのはハイドリッヒだけである。奴やつはそう簡単には人に弱みを見せない気がしてはいるが、保証はない。

　他の人々も、注意はしているとは思うのだが……

「とにかく、どう転んでもこれはあいつの武器だから、必要になるはずなんだけどなあ。あ、その部品は石工の親方に発注ずみだから、現物合わせにするなら見に行って」

「あんたと違って、図面通りに作ると信じておくわよ」

　別の意味では、轟の信用はまだ低いようだ。翠は図面をひったくるように受け取ると、さっさと行ってしまった。

　そういえば、さっき部屋で彼女は何を言おうとしたのか、轟はすっかり忘れていた。いまさら呼び止めて聞き直すのもなんとなくはばかられたが、

　ずっと、付いていてくれたんだというのは、一応、忘れないことにしようと思った。




　修復も追いつかない工場地帯で、木を削けずる音、石を砕く音、金属を鍛きたえる鎚音が連日響ひびき続けた。

　その間にも、敵てき襲しゆうがまったくなかった訳ではない。魔ま物もの達はときおり侵しん入にゆうしてきたが、とはいえそれもごく気まぐれなものにすぎないように思えた。魔ま導どう師しヴェヴェルスブルグがいなければ、本当に何を考えているのかわからないのが魔物たちだった。

　もちろん、螺ら旋せん竜が現れる気配はない。その程度ならば、量産されたドリル兵器で、村人達によって撃げき退たいできたから、轟たちは開発に専念できた。

　いや、厳密には専念していなかったのが、業の深いところで。

「そっち、その重さがかかれば筋肉が張るだろう、引き締しめろ」

「そっちこそ、ほお骨そんなに出さなくてもいいだろう、女神なんだし」

「今から体型大きく変えないでよね、このデザイン融ゆう通ずうきかないんだから」

　武器作りの合間を縫ぬって、それでも三人は作り続けた。残していく人々のためでもあり、それ以上にモデラーとしてのリベンジをかけた女神像を。

　当初の予定と違うのは、翠の作った服を着せることになって、三人の合作となったこと。好みを言い出すと収拾がつかないから、モデルはとくにない。

　螺ら旋せんの導きといっても、期待されたすべてを果たすことはできない。だったら、模型部員が意地でも何か残していくとしたら、これ以外ない。

　今更というなかれ。見たい奴がいて、作りたい奴がいる。それ以上の理由は不要。

「なにより、賭かけとしても分が悪いしな、下手すりゃ遺作だ」

「縁えん起ぎでもない。とはいえ魔導師も俺たちをどう利用するつもりだったか、理り屈くつがわからんのでは、どうしようもない」

「聞いてるとハッタリくさかったけど、魔法なのかな。リボンに年号でも入れておけば、竜があやつれるとか、そんなんじゃないよねえ」

「気合いで何とかなるんじゃね？　俺たちはなにしろ、ドリルに好かれてるんだし」

　根こん拠きよがわからないので、根拠不明なことを言っても説得力は大同小異。

「この俺が理屈の通らないものに賭けねばならんとはな」

　少女は言った。螺旋の使徒は人々を導くが、どうやってかは、解らないと。

　なら、どんな結果が出ようと、かまわないではないか。




　そして完成と同時に、その日、水時計は、偽いつわりの時を刻む回転を、止めた。




　なぜその部屋を、いま訪ねてみようと思ったのか、轟にもとくに理由はない。会うだけなら毎日会っているし、だからといってどうということもないし、この後だって会うことになっている。

　せっかくなら、もっと、普ふ段だん会えないほうを選べばよさそうなものなのに。

「……今いま居いさん？」

　その名前を意識させられたあのときと同じように、そっとのぞき込んでみる。また、人形でも抱だいているのかと。

　――着き替がえ中というのは想定外ですた。

「何考えてるのよ！」

　顔面に何かが激げき突とつするまでのごくわずかな間、轟の目はしっかりとその姿を焼き付けていた。
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　以前、あんなのでも目の前で脱ぬげばそれはそれで、とか言ってはいたが。

　いざ目の当たりにしてみると、それどころではなく。

　いや、たしかに無いと思ってたとこは実際なかったわけですが。

　ぱんつも容易に想像できる白でしたが。

　予想通りなのにどうして予想以上の破は壊かい力を感じねばならんのでしょうか？

　――と、そこまで考えて、轟は窓の外でひっくり返った。螺旋の力は働いてなかったはずなのに、いつも殴なぐられるより効いた気がする。

「……死んだ？」

「死んだ」

「それは良かった」

　翠みどりはひどいことを言いながら、顔だけ出してほっとため息をつく。

「ったく、ちょっと気を許したらこれだもの」

「ごめん、だがしかし、いつぞやモデルになってもいいとか言っていたくせに、そんなので務まるか？」

「言ったっけね、そんなことも」

　忘れたわけではないらしい。

　たぶんあれは、魔ま法ほう少女に対たい抗こうして、勢いで言っただけなのだろうが。

「でもね」

　翠は顔をそらしながら、か細い声で。

「宮みや寺でら君が、私でいいって言ったとき、ちょっとは、嬉うれしかった。本当に。勝手にあんなふうにされたのは嫌いやだけど」

「……」

　さすがに、大増量サービスとか言える気分ではなくなっていた。そう、雰ふん囲い気きではなく、気分で。

「今度はちゃんと……作ってみる？」

「帰ったら、考える」

「ばか言わないで、向こうでなんて、恥はずかしくてできるわけないでしょ！」

　思わず、吹ふき出しそうになった。遺作を残すとか言ってたくせに、二人とも帰れるつもりで話している。

「じゃ、仕方ないなあ。急げよ、時間がない」

　最後に振ふり向こうとして、もう一度顔面に直ちよく撃げきをくらった。

「ばかやろ様」

　翠が何に怒おこっていたのか、轟にはもう訳がわからなかった。




　広場に火がともされた。もう後あと戻もどりはできない。全員がそのことを理解していたかどうか。

　配置についたとき、ハイドリッヒの姿はなく、ただ魔法少女だけが見送りに現れた。それでも、轟は彼女に、新兵器を託たくした。

「必ず届けますわ」

「ごめんよ、本当は全部片づけてやりたいけど、ドリルが俺たちを呼んでるんだ。恐きよう竜りゆうまでは、手が回りそうにないや」

「話さなかったのは申し訳ありません。でも、この村をとくに狙ねらっているのはヴェヴェルスブルクだけ。それに、導きとは、なにもかも押おしつけることではありません」

　そして、くるりと円を描えがく。

「回るだけでは堂どう々どう巡めぐり、といってただ突つき進めば折れてしまう。ふたつを合わせて初めて螺ら旋せん、それを一点めざして絞しぼったものが、あなたのいうドリルだったのですね。私、ようやく、螺旋の使徒とは何だったのか、わかった気がします。

　だから、見せてください、世界を貫つらぬくということを」

　魔法少女は武器を抱だいて、諦あきらめたのではなく、振り切ったように笑う。やはり彼女こそが村の中心であったかのように、その回りに主要な人々が集まってきた。

　竜一は、軍ぐん曹そうからもらった軍服と装備を身につけていた。

「こんなときに資料をねだったのかよ」

「いや、預かった。うまくいった時のためにな」

　ポーチから認識票を出して見せる。アメリカ兵ではないから、いわゆるドッグ・タグではない。

　帝てい国こく陸軍軍曹・圓まる子こ共とも三ぞう。そういう個人であったことを証明するもの。

　本当は、全員の何かを預かりたいくらいだが、そうもいかない。時が経ちすぎた者、なにも自らの証を持っていない者、地上に未練のない者。

　己が帰れなければ意味がないと悟さとった者。

　だれもがそれぞれに納得したわけではあるまいが、それでもこれが最後のドリル決戦だということは、解ってくれたと思うしかない。

　そして最後に、翠がバイオリンケースを下げて現れた。その瞬しゆん間かん、息をのんだのは轟だけではなかった。

　いつもより増えた髪かみのドリル、大量のリボンに合わせて、コスプレも新作だったからだ。ゴスロリ服を改造したのだろう、黒とレースをあしらいながらも、シルエットがまったく違ちがっていた。なにを着き替がえに手間取っているのかと思ったが、これなら仕方あるまい、そういう手間のかかった服。

　魔法少女マーク２、どころか、むしろ完全に後番組の新ヒロインみたいだと。そのシルエットの向こうに、一瞬、かいま見た彼女の肢し体たいがだぶる。

　――やべぇ、こいつ、萌もえね？

　と思ってしまったのは、轟だけではなかった。

「すごい、可愛かわいい！　お人形みたい！」

　と声を上げたのは、元祖魔法少女その人だったのだ。

「もったいないと思ってたんですよ、せっかく可愛いのに、こういう格好やめちゃったでしょ。リボンたくさんつけてあげたんだから、服も合わせて欲しかったんですよー」

「は、はあ」

　まんま同級生か、近所のお姉さんみたいなテンションに翠はとまどいつつも、表情はまんざらでもない様子。

「来たぞ！」

　白い空に兆きざしが現れたことを、半はん鐘しようが告げた。みな一いつ斉せいに、ねじれた空を見上げ、それからもう一度、顔を見合わせた。

「では、これでお別れですね」

「それはどうかな。なにしろ俺たちは螺旋の使徒、ドリルに好かれてるからなあ」

　轟は格好つけたつもりで、しかし、それを聞いているのかいないのかわからない魔法少女のリアクションに、最後の最後でまた度ど肝ぎもをぬかれた。

　彼女が手を取ったのはなぜか翠で、しかもそのあと唇くちびるまで重ねてしまったのだ。

「～～～はいぃ？」

　こちらの三人は、だれもが魔法少女とハイドリッヒがくっつくものだと思っていたので、さすがに呆ぼう然ぜんとするよりなかった。

「諸しよ般はんの事情により男性とおつきあいする訳にはいかないのです。でも、もともと可愛いものが大好きなので問題はないですよ？」

「どういう理り屈くつですか」

　だがこの村、慢まん性せい的てきに女性不足だから、こう色々と面めん倒どうがあったんではなかろうか。しかしそうなると、いつぞやの妄もう想そうもあながち外れてなかったのでは。

　じと、と横目で翠を見ると、こっちはこっちで

「どうしよ、これはこれでアリかも」

　などとつぶやいている。

「ちょっと待て、いや、他人事ならそれはそれで萌えるけど」

「他人事なら？　いつ事情が変わった？」

　竜一に突っ込まれるまで、自分でも否定したかったが。

「それから、そろそろ聞かれそうだから言っておきますけど、そもそも個人に名前がつかない世界は地上にもあったんですよ？」

　本当のからくりは、どこまで行っても予想を超こえている。

　とりあえず、この場にハイドリッヒがいないのが幸いだと、そう思っておくことにした。




　第一いち撃げきは、圓まる子こ軍ぐん曹そうの発はつ砲ぽうに始まった。

　仕し掛かけてきたのは、ヴェヴェルスブルグ率いる魔ま物もの軍であった。通りすがりの魔物でないことは、最初に魔ま法ほう螺ら旋せんが投じられたことと、群れの規模から明らかだ。

　上空から降ってきた螺ら旋せん人が砕くだけ散ちると、続けて矢が次々と射かけられた。

　弓兵をけちらそうとしてか、ネジレバチの群れが矢をかいくぐって殺さつ到とうする。その羽音とともに巻き上がる殺人的な空気の渦うず。

　だが、竜一の翼つばさを使ったバネ仕掛けの装置が竜たつ巻まきで渦を相殺している間に、弓兵は後退、その隙すきをついて螺旋人やドリルカンガルーが着地することも、むろん読んでいた。入れ替かわりに、穂ほ先さきがドリルになった投げ槍やりの一いつ斉せい攻こう撃げきをしかける。四方から襲おそいかかる槍は、直ちよく撃げきせずとも敵の手足をひきちぎるくらい可能だ。

　むろん、敵も仮にも螺旋界の魔物、やられてばかりではない。螺旋人が手足のドリルを振ふり回し、槍をたたき落とす。

　と、突とつ然ぜん何体かの魔物が砂さ塵じんにまぎれて姿を消したかに思われた。直後、足下の土をはじき飛ばして、いきなり敵が躍おどり上がる。

　突つき出されたドリルを、村の戦士達はとっさにシールドで受け止めた。どんな時代から来たかに関係なく、全員、丸い盾たて。螺旋を描えがく紋もん様ようは、魔法を受うけ継ついだ翠が描いたものだ。切っ先との間で、魔ま力りよく同士が激げき突とつして火花が散る。

「まだザコだ、下がるには早い、押おし戻もどせ！」

　軍ぐん曹そうは次々と魔物を撃うち倒たおしながせ檄げきを飛ばす。最後だと思っているせいか、いつもより弾たまを惜おしまない。

「ちんたらやっとらんで、出てこいヴェヴェルスブルグ！　螺旋の使徒は、貴様らには渡わたさん！」

　敵の首領がいるかも知れない空中に銃じゆう口こうを向ける。たしかにかくまわれているのか、轟たち三人は戦場にいない。

「それが貴様の答えか、三国同盟を裏切りおって！　ならば用はない、力ずくで奴やつらをいただいていくぞ！」

　本当に空中に姿を現した魔ま導どう師しフォン・ヴェヴェルスブルグは、新たな螺旋模様を空中に描いた。

　その模様がぐるぐると回り始めると、続々、あたりから新たな魔物の群れが集まってくる。

　だが、それが目的ではないようだった。なぜなら、彼はもっとすさまじい者を呼び出そうとしていたのだから。

「我がルーンのもとに、来たれ、螺ら旋せん竜よ！」

　――普ふ通つうに考えて、その螺旋の中から螺旋竜が現れたのであれば、魔導師はついに竜を支配したのだと、皆みな思ったに違ちがいない。

　だが現実は、ほかの魔物と同じように、竜は引き寄せられてきただけであった。ぐるぐると、太陽を囲むように回りながら。

　魔導師がその螺旋を地表に投げ落とすと、螺旋竜もそれを追って、とぐろの中に召しよう還かん主を巻き込むように急降下してきた。それでも、竜は彼のことくらいはいちおう尊重したのかもしれない。
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　なにしろ奴は、その全身のドリルで、仲間であるはずの魔物達をも粉ふん砕さいしながら突っ込んできたのだから。

　地表に達した螺旋竜は、回転の力はそのままに周囲の建物にドリルを突っ込んでいった。たちまち、壁かべが砂の城のようにもろくも粉々となり、瞬しゆん時じにいくつかの小屋が消し飛んだ。

「退たい避ひーっ！」

　軍曹の号令があと一歩遅おそかったら、村人の前衛は壊かい滅めつしていたかも知れない。だが、その後をさらに追うように、竜の鼻先でドリルが回る。

　あわや、軍曹の背にその先せん端たんが届こうかとした、そのとき。

　金属同士を撃ち合わせるというより、刃先を高速グラインダーに当てたような、神経にさわる音が響ひびき、

　ドリルが、跳はね上がった。

　突き上げたもう一つのドリルは、螺旋の紋様に覆おおわれ、そして輝かがやく板金でよろわれた腕うでに支えられていた。

「――遅いぞ」

「すまぬ」

　弾はじかれた勢いで再び上じよう昇しように転じた竜の目には、甲かつ冑ちゆうに身を固めた騎き士しの姿が映り込んでいた。騎士ハイドリッヒの両手には、真新しい盾と槍が握にぎられていた。

　村人達と同様の丸い盾だが、単なる紋様ではなく細かな歯が右回りの螺ら旋せんを描き、盾自体も取り付け部で回転できる。竜一が最初にしくじったシールドマシンの盤ばん面めんを改良したものだ。これならば敵の武器を受け止めつつ、逆に破は壊かいできる。

　槍も前のものより全体におよぶ螺旋の隅すみ々ずみまでが魔ま法ほうの紋様で覆われた、その時点で強力なマジック・ウェポンとなっている。螺旋竜の一いち撃げきを弾くことができたのも、その力によるところが大きいだろう。

「なるほど、使える。大たい言げん壮そう語ごはダテではなかったか」

　単なる槍ではなく、下馬戦せん闘とうでは大だい剣けんとしても使いやすいように、握りの後ろにはカウンター・ウェイトがついていた。だから前が重すぎるということはない。もちろん突とつ撃げき時、ランス・レストには当たらない長さを柄で稼かせいでいる。

　それどころか、柄は握りで二重になっていた。そのため、手首を返さずに穂先を回転させることが可能となっていた。

　ハイドリッヒは槍やりの手て応ごたえを確かめるようにかるく振ふると、すかさず、横から突っ込んできた螺旋人をなぎ払はらった。

「回れ、ヴィルベルヴィント！」

　護拳の縁ふちを左の手てつ甲こうにこすると、槍全体がドリルとなって雄お叫たけびにも似た回転音を上げた。螺旋世界では、魔ま物ものをまっぷたつにするのに刃は物ものはいらない。より強い回転をくらわせればよい。

　それは明らかに、この世界でのみ最強を実現するため、まったく新しい発想で作られた、槍にして槍にあらざる武器であった。

　その名は魔法を司る少女から告げられはしたものの、名付けたのは螺旋の使徒にちがいあるまい。一ひと振ふりで何頭もの魔物をなぎ倒たおすその威い力りよくはまさに旋せん風ぷう。

「これならやれる。今こそ決着をつけようぞ！」

　ハイドリッヒは馬に飛び乗ると、宙返りに転じる螺旋竜を追うように駆かけだした。

「おのれ、貴様もか。子孫がどうなってもよいというのか！」

「すでに結果は出ているのだろう、それでもというなら、貴様は貴様の誓ちかいに殉じゆんじればよい。私が誓った者は――ここにいるのだ！」

　ハイドリッヒがヴィルベルヴィントを高々と振りかざす。天を貫つらぬくような螺旋の刃やいば。

「させぬ！　貴様の相手はこやつよ！」

　魔ま導どう師しフォン・ヴェヴェルスブルグが次に繰くり出した紋もん様ようは、すでに見覚えのあるものだ。騎士の突撃を阻はばむ盾たてのように空中に描えがかれた螺旋の、その中心をドリルでくりぬきながら、突とつ如じよ虚こ空くうを掘ほり進んできたのは、言うまでもなく螺ら旋せん魔ま神じん。

　空中で二つの回転が衝しよう撃げきとともに、また火花を散らす。

「魔ま神じんよ、今日は好きなだけそいつと戯たわむれていろ！　さあ、どこに隠かくれた、螺旋の使徒！　出てこぬというなら、村全部を掘り返かえしてやる！」

　魔導師は螺ら旋せん竜とともに降下し、だれよりも先に目的の相手を探し出そうとやっきになった。

　小さな魔物の群れが、その手足となるように飛び回り、そして目的のもの意外はすべて切り刻むことを許される。

　しかし、まだ使徒は現れない。




「役者は揃そろった。あとはタイミングだけだ」




「なんとしても見つけてやるわ！」

　魔導師がまた別の螺旋を展開する。それは世界の魔的なひずみに反応し、そのこと自体が同様の、別の螺旋に感知されたのだが、彼自身はそれに気づかぬようであった。

「見つけたぞ、そんなところに潜ひそんでいたか。竜よ、あの塔とうを砕くだいてしまえ！」

　魔導師が、止まった時と計けい塔とうを指した。竜もそこに引き寄せられるものを感じたのか、言われるままに時計塔めざして、地面をえぐる螺旋と化し、突っ込んできた。




「それをこそ待っていた！　今だ、回せ！　全てを回せ！」

　あらゆる枷かせが外れた。ロープが、バネが、魔法の巻物が、そして機械的にため込まれた、その日のための水時計の力が、一気に展開された。

　竜の突撃を待たずして、塔は自ら砕け散ちった。

　風を、砂さ塵じんを、破片を、水を、そして魔力と偽いつわりの時を、すべてを渦うずに巻きあげて。

　螺旋世界最大のドリルが唸うなりを上げ、竜を正面から迎むかえ撃うった！

「なんだとおっ！」

　魔導師が目を剥むくのも無理はあるまい。それは塔の奥おくに隠され、彼の知らないうちに建造された巨きよ大だいな水圧ドリルだ。発明家の老人が設計してから、実現までに何年をついやしたか。その全長、直径、回転速度、すべてにおいて竜を上回り、全ぜん切せつ削さく面には魔法が刻まれる。時計を止めて注ぎ込まれた水圧の力を機械的に変へん換かんして一いつ瞬しゆんに凝ぎよう縮しゆく、螺ら旋せんパワーの起動力とし、ひとたび回り始めれば敵を粉ふん砕さいするまで破は壊かいを続ける。

　そして、螺旋の使徒、轟たち三人の造形家は、付きだしたその機関部の上に仁王立ちになっていた。

　魔導師を圧倒する笑みを浮うかべながら。

「うわはははは、見たか、これが人類の叡えい智ちッ！」

　さしもの螺旋竜も本能的に恐おそれをなしたか、正面からの激げき突とつをさけようとした。角の切っ先を、ふっとそらす。

　そうであってくれねば、轟たちが困っただろう。だが、全ては期待どおりになった。水圧ドリルは、竜の描くとぐろの真ん中を射い貫ぬく。

　直ちよく撃げきではなかった。しかし、ここは神秘の螺旋世界。回転と回転がせめぎ合い、甲かん高だかい切せつ削さく音を響ひびき渡わたらせ、そして竜の鱗うろこを削けずり取って、弾はじいていった。

　竜が苦く悶もんし、吼ほえた。それは住人の誰もが聞いたことのない未知の叫さけびだった。

「ばかなっ、螺旋竜は無敵最強のはずだっ！」

　もっとも信じられないという顔をしたのは魔導師であった。当然だろう。この竜の力をもってすれば、全ぜん欧おうの連合軍さえも打ち破れるはずだったのだから！

「何をしている、魔神よ、竜を守れ！」

　誘ゆう導どうの螺旋を動かして、魔導師は螺旋魔神に命じようとした。だが、魔神はそうしなかった。おそらくはする気もなかったし、あってもできなかったであろう。

　今まさに、真っ正面からハイドリッヒと斬きり合っているのだから。

「最初から、それが狙ねらいか！」

「気づくのが遅おそい。一人で考えているから限界があるのだろうな！　だが安心しろ、それも、ここまでだ」

　ハイドリッヒはシールドを魔神に投げつけて一瞬の時を稼かせいだ。突つきの構えに直し、そして左手を右の脇わきに差し込んで、カウンターウェイトから飛び出しているリボンの端はしをつかんだ。

「今こそ真に回れ、我らがヴィルベルヴィント！」

　まっすぐに突き出されたかに見えた切っ先が、回転する魔神のドリルと撃ち合う。そのままなら、回転に勝まさる魔神が槍やりもろとも騎き士しを貫つらぬいたであろう。

　だが、ハイドリッヒの背後で、リボンを引かれたカウンターウェイトが高速で回り始めた。それはただの錘おもりではなく、それ自体が回転するはずみ車となっていた。

　そして、もちろん、巻かれていたのもただのひもではなく、魔ま法ほうのリボン――螺ら旋せん状じように解かれることで力を生み出すよう、翠の手で刺し繍しゆうされたものだった。

　刺突と同時に、右手とレストから解き放たれたヴィルベルヴィントの柄を、フライホイールが慣性で前進し、護拳のカップに激突し、推進力と、回転力と、魔法力とを同時に与あたえる。

　それは、まさにたった今、竜の鱗を裂さいた水圧ドリルの小型版。轟のアイデアと竜りゆう一いちの精度、翠の魔法が三位一体となった叡智の産物であった。

　自らを魔動ドリルと化したヴィルベルヴィントは、魔ま神じんの槍を逆に砕き、回転を打ち消し、そして魔神の身体そのものを、はるか彼方かなた、視界外まで吹ふき飛ばした。

　せりあがる地平のどこかに、逆回転の砂すな煙けむりがあがった。全エネルギーを敵にたたきつけたヴィルベルヴィントはその場で惰だ性せいによる回転を続け、そして騎士の手にもどった。

「邪じや魔ま者ものは始末した、ゆけ！」

　ハイドリッヒの叫びに呼応するように、轟たちはドリルの背を蹴けった。




「さすが俺の新兵器、すげぇ威い力りよくだ！」

「あの回転は俺の工作精度がもたらす論理的帰結のはずだが？」

「人に徹てつ夜やで刺繍させといて、よく言うわ。何度指に針はり刺さしたと思ってるの」

　口々に主張しながらも置き土産の出来に満足すると、三人はそれぞれの得物を手に取った。それはどれも、けっして必殺の威力を求めたものではない。

　だが、それで良いのだ。目指すは、傷ついてのたうつ竜の背中。

「行くぞ！」

　ただ跳とんでも、空中の竜には届くまい。だが彼らにはドリルがあった。水圧ドリルの回転力を使って、白い空に高く舞まい上がる。もちろん、自らも身体をひねって。

　竜一が取り出した飛行機モデルのプロペラ軸じくに、翠がリボンをつないで放つ。竜の首を追って飛ひ翔しようするプロペラは、みごとその回りを一周し、三人との間に魔法の命いのち綱づなをつないだ。

　最後に、轟が右手に持ったドリルを直接、竜にたたきつける。ハンドルを無理矢理、竜の背筋にねじ込むように。

　その瞬しゆん間かん、視界一いつ杯ぱいに、螺ら旋せん竜の姿が広がった。

　角の光こう沢たく、ねじれ具合、赤々とした目の輝かがやき。

　魚とも蛇へびとも違ちがう、不規則なようである種の秩ちつ序じよをもった鱗、

　羽毛とも体毛ともつかぬたてがみ、

　それ自体もドリルであり推進器のような爪つめ。

　そしてとりついたとき、手に伝わる皮ひ膚ふの感かん触しよく。

　どうしても思い出せなかった、最初の印象が鮮せん明めいに蘇よみがえる。忘れる以前に見極めることさえ出来なかった、竜の真実が脳裏に焼き付く。

　たしかに、これは、思いこみとは別物だ。

　これが、本物だ――

　伸のばしたもう一方の手に、まったく別のやわらかい感触。リボンをたぐってたどりついた、翠の小さな、刺し傷きずだらけの手。

　これも、知らなかったもう一つの本物。

　最後に、竜一がとりついた時、螺旋竜は苦しみに耐たえかねたのか、身を翻ひるがえして、三度、地面に向かった。

　ドリルを回しながら。




「まさか、帰る気か。螺旋竜で帰る気か、我が魔ま術じゆつもなしにっ！」

　ようやく真意に気づいたか、フォン・ヴェヴェルスブルグは焦あせりの声を上げた。その狙いがあったればこそ、水圧ドリルを螺旋竜のドリルとぶつけなかったのだ。

　死なないまでも、時空に穴を開けられなくなっては、意味がないから。

　倒たおすためではなく、傷つけることで魔ま導どう師の呪じゆ縛ばくをとき、この世界から逃にげたいと思わせる、それが目的の作戦だった。

「追え、全軍、あの竜を追えーっ！」

　魔導師は最後の賭かけに出た。去りゆく竜を、魔ま物ものに襲おそわせようとしたのだ。だが、いかに群れで投入したとはいえ――

　螺旋竜をも倒しうる巨きよ大だいなドリルでなぎ払はらわれては、ひとたまりもなかった。次々と、螺ら旋せんがはじけて飛び散っていく。

　水圧ドリルの機関部からはロープが伸びており、その先には家か畜ちく用ようのティタノサウルスやオオナマケモノがつながれていて、基部から横に振ふれる構造だったのだ。

　破は壊かいされた塔とうで、魔ま法ほう少女は虚きよ構こうの救助メカ模型を手に、予言の終演を眺ながめていた。

「おたがい、たくさんウソをついてきましたけど、素敵な嘘うそをつく力は、彼らのほうがずっと上みたいです」




「待て、我も連れて行け、あの時のベルリンでなくてもよい、我が夢を――」

　軍勢を失ってなお、空中を駆かけようとした魔導師の脇わき腹ばらを、しかし、閃せん光こうが貫つらぬいた。音速の螺旋が、血肉を飛び散らせる。

　振り向いた魔導師と、ボルトを引く圓まる子こ軍ぐん曹そうの視線が交差した。

「良いのか、貴様ら……奴やつらだけを帰して良いのかっ！」

「かまわん。俺たちはここで、この現在を守る。だが、奴らはどんな未来でも作ってみせると言った。だから、かまわんのだ」
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　圓子共三は弾たま尽つきた銃じゆうを降ろし、そしてふところから、未来の建設機械模型を出して眺めた。

「戦する身はかねてから、捨てる覚かく悟ごでいるものを　鳴いてくれるな草の虫……てな」







　地面に突っ込むかに見えた竜の先で、空間が裂さけた。

　轟たちの目に、あの白い闇やみが再び広がる。

「貫け！」

　三人は、いや、もっと多くの声が、同時に叫さけんでいた。







　銀の円えん錐すい、それは何者をも貫く力。

　回る螺旋、それは全てを取り込む力。

　まさに無敵、まさに脅きよう威い！

　たとえ時の壁かべであろうとも、ドリルは、未来へと突つき抜ぬける――







エピローグ







　晴れの舞ぶ台たいに立ったものは輝かがやく。

　とりあえず、照明が強い分だけは間ま違ちがいなく。

　まして、それがギラリと螺旋を描えがいているものなら、なおのこと。

　人はその姿を総そう称しようしてこう呼ぶ。

　ドリル、と。

「しかし、評判は微び妙みよう、だな」

　竜りゆう一いちが言うとおりではある、と、轟ごうも認めざるをえない。

　東京湾わん岸がん、ホビーフェスティバル・冬――の一角。そこに置かれている作品は、ロボットでも、建設機械でもなかった。

　取材に来たホビージャパンのカメラマンも、とりあえず撮とるにしても、コメントに困るようなことを言っていた。

「いや、ある意味かっこいいといえばいい、けど……何なんですかコレ」

　それがもっともまともな感想かもしれない。

　全体には、ねじれてのたうった蛇へびのようで、しかしよく見ればそれはいかなる生物とも異なり、ウロコの配列ひとつとっても規則性があるような、ないような。

　しいて言えばオリジナル怪かい獣じゆう、と思われているようだが、しかしそれは特とく撮さつに登場する人気怪獣とも、海外のモンスターとも方向性がまったく異なる。

　造形としても、上手いといっていいのかどうか、判断基準がこの世に存在しない。ある意味では、電波を受信して作ったと言えば信じられそうだ。

　ただ、もっとも人目をひく鼻先に掲かかげられたものだけが、このイベントに訪れるような者の琴きん線せんに一いつ瞬しゆん、触ふれる。

　ねじれた角、なにもかもを突き抜けそうな、ドリルの輝き。

　だとしても、買い手がつく気配もないが、そもそも売り物ではなかった。全身にも、ジオラマベースにも布がふんだんに使われていて、根本的に型どりが不可能な作りになっていたのだ。

　仮に量産しようにも、そんな時間はなかったが。

「……半年で済むとは思わなかったな、やはりドリルの導きか」

　今回も店番をしながら、轟は半年前よりはましな顔でつぶやいた。

「向こうにいたのは一ヶ月もなかったから、直線的に計算しても六倍だ、じゅうぶん浦うら島しま太た郎ろうだと思うが？」

　竜一は自分で言ったことを信じていないだろう。

「それにしても、俺たちが行方不明だってのにしっかりイベント申し込んでるんだから、あの先せん輩ぱいはどうかしてるよなあ」

「ある意味助かったと言えるが、あり得ん、異世界より身内のほうが非常識だなんて」

「で、どう、評判は」

　ドールを抱だいて、翠みどりがブースに戻もどってきた。今日のコスプレは、冬イベント仕様で布が増えているが、基本的にはあの新型ゴス魔ま法ほう少女系だ。

　ただし、今回は髪かみのドリルが増えている。左右に一対ではなく、ロングヘアの各かく房ふさが全部先せん端たんでねじれている感じで、お嬢じよう様さま路線だろうか。

　もちろん、ドールのほうも合わせてある。

「見ていく人はとりあえずびびるけど、わけがわからんて顔してるな。で、頼たのんでおいた買い物は？」

「あの限定版は全部プレミア付きになってたよ。転売屋は死ねばいいのに」

　翠が怒おこっても仕方ないことなのに、と轟は苦笑する。

「意地で持ち帰れば良かった。こうなりゃ、先輩が頼たよりか。いつ戻ってくるんだ？」

「さあ、あの人のことだから、天災でもないかぎり……」

　うっかりなことを言うものではない。まるでねらい澄すましたかのように、会場の床ゆかが突つき上げられるように揺ゆれた。

「じ、地じ震しんだ！」

　だれもが叫さけぶ中、轟たち三人だけは感じていた。いや、違ちがう、この揺れを、俺たちは知っている――！

　コスプレ広場のほうから、次々と人が逃にげ込んできた。その中に混じって、先輩の巨きよ体たいが転がるように帰ってくる。

「ちょ、ちょっと、大だい丈じよう夫ぶですか」

「そ、それどころじゃない、か、か、怪獣～～～っ！」

　先輩もまた、自分が言っていることを信じられないという顔をしていた。パニックに陥おちいって逃げ回るだれもが、同じ思いだろう。

　だが、轟たちがさっぱり焦あせらないので、そっちのほうが意外になったらしい。

　そして、その理由を卓たく上じように見つけた。

「そ、それ！　そいつにソックリの怪獣！

　……お前ら、なんでその形を知ってたんだ？　あんな誰も見たことないようなの」

「いや、だって俺たち、見ちゃいましたから半年前に」

　ついに会場の屋根が砕くだかれた。回転する破は壊かいの力によって。その向こうに見え隠かくれする、赤々と輝かがやく目。

「やつが暴れてるってことは、向こうの力が漏もれてきてるんだろうなあ」

「ならば、論理的にいって、使徒の出番ということになるな？」

　三人は、それぞれに今日、特別買っておいた「とっておき」を取り出し、まるで武器のように構えた。

　竜一は、充電式電動ドリルと、極大スケールのフォッケウルフＴａ[image: ]戦せん闘とう機き。

　翠は、新たなリボンを両りよう腕うでと髪にくるくると巻き付け、

　そして轟は、救助隊と特とく捜そう隊たいのラジコン地底戦車を、剣けんのように両手に。

「ほんっと、俺たちってドリルに好かれてるよな！」







　銀の円えん錐すい、それは何者をも貫つらぬく力。

　回る螺ら旋せん、それは全てを取り込む力。

　まさに無敵、まさに脅きよう威い！




　人はそれを、ドリルと呼ぶ!!







あとがき。







＊いきなりですが、あとがきを先に立ち読みしてるそこのあなた。




　ドリル好きですか？

　プラモ好きですか？




　どっちかでも○だったらこれ以上四の五の言わずにレジにＧＯです。

　あと熱血とかメガネ委員長とかも入っておりますので、モデラーでなくとも安心でございます。

　メガネ委員長こないだも出したろうって？　いいものは何度でも出しますが何か。




＊改めまして、こちらではお初にお目にかかります富永です。

　著者紹介にも書いたと思いますがプラモ大好きな小説家でございます。仕事はラノベ、ゲームから戦記まで、模型はガンプラ素組みからスケール物原型、玩具改造まで幅広くやっております。

　架空戦記に架空兵器を出すときも、イラストレーターさん向けの指定が絵じゃなくて改造プラモのことがあったりなかったり。

　現在、次期原型として爆撃機の主翼を削りだしている最中なのですが、この本の作業で中断しております。はたして夏に間に合うのでしょうかね。

　そんな私の弱点は塗装でして。なんせガレージキット原型は展示見本くらいしか塗らないし某国の試作機なんて銀色のスプレーぶっかければだいたい済んでしまいます。

　最近のガンプラは塗らなくても良いと言えば良いし、そもそも、うっかり塗装できないＡＢＳ多用になってますし。

　住環境的にエアブラシは導入しにくいし。

　最後にまっとうに塗ったのって何だったかしら？　と思ったらそうか、戦記の参考に作った戦艦大和でした。当然筆塗りで細かいことは考えていません。

　どんどん下手になってそうでちと怖いですな。




　って、モデラーとしての自己紹介を書いてどうするんだ。




＊そんなわけで、見てのとおり、人がホビージャパンと聞けば思いつくようなネタ満載の小説を書いてしまいました。

　いい度胸してると思います自分でも。

　すでに「秋吉くん」とか「かみさま」とかあるのに。

　ドリルだって「グロリアスドーン」があるのに。

　……あのドリル戦艦、うちの主人公達なら作ってますねきっと。

　ええ、最初は私も仕込みネタ色々やろうかと思っておりました。ＨＪ文庫ではある意味おなじみの「グレンダム」を作らせようかとか。

　まあ、やめといて良かったなあと、他人様の二巻目とか見て思ったわけですが。それに、仮にやったとしても多分、「勝手にドリルをつけるんじゃない！」とか、貸し主から怒られたと思います。

　いやそれはともかく、つまりこの業界はプラモ好きが多いってことでご納得いただきたいと。




＊もっとも本書の企画自体は、かような先達がまだ世に出てないうちに立てられております。過去に陸・海・空、宇宙、異世界までは舞台にしていたので、最後のフロンティアたる「地底」はどこかでやりたいと常々思っていたのですよ。

　ですが最初の主人公はモデラーじゃありませんでした。

　性格も後ろ向きでしたが、まあこいつの評判がどこに持っていってもよろしくない。

　ドリルだけは最初からあって、こっちはどこに持っていってもウケたのですが。

　で、それとは別にもう一本、プラモネタの企画がありまして。

「これ、一つにまとめたらいいんでない？」と言ったのが担当の松岡さんでありました。本当にありがとうございます。

　おかげさまで熱血ドリル野郎が誕生したわけで、やはりドリルは熱いヤツが持つべき武器だなあと再確認した次第です。

　でも、あまり「漢の武器」を強調すると、横から

「ドリルス○イザーやゲ○ター翔の立場はどうなる!?」

　という鋭い異論が聞こえてくるわけですが。




　ドリルだけに、深い。




＊深いだけにワタクシの独力では極めることがかなわないので、各方面に助力を求めております。

　まず肝心の「ドリル魂」監修を、その名もずばり「ドリルプロジェクト」の森田さんにお願いしました。事務所の名前をこんなにしちゃう時点で、その熱さは想像できるかと思います。毎度お世話になっております。

　それから、一部武器のアイデアを葛西伸哉先生からいただいております。多少アレンジを加えておりますが、結構重要なアイテムとなっております。あと教えていただいたサイトのおかげで、私の知らなかったドリルネタの真実を多数知ることができました。

　あのドリルメカの出番が一回しかなかったとか、三回しかなかったとか、地底メカだと思ってたら活躍話は宇宙とか、いろいろと忘れてましたよ。

　そしてドリルでこそありませんが、冒頭の地下関係では開田あや様にご協力いただきました。私自身は日比谷の坑に潜れてないので、大変参考になりました。ああ、またどこかでシールドマシン見られないですかねえ。

　皆様本当にありがとうございました。




＊あと直接は関係ありませんが、速水螺旋人様すいません。えーと、本編に登場する螺旋人は氏とはなにも関係ありません。なんにでも螺旋とつけたかっただけなんです。他意はありません。




＊他意といえば、本作品には政治的に正しくない表現が少々出てきますが、昔の人が言うことですのでご了承ください。




＊最後に、イラストの夕仁様、無理な注文を聞いていただきありがとうございます。無理な注文ばかりですいません。




＊ではまた、次の本か、あるいはワンフェス会場「津浦製作所」ブースで。さて、私のイリューシン爆撃機は間に合っているのでしょうか？　こうご期待。




世界創世紀元七五一五年／飛行機紀元一○四年五月

富永浩史




　それはそれとしてＨＧゾック発売ですな。この勢いでＭＧも希望。
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